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○九州女子大学学則 
昭和37年学園規則第１号 

施  行：昭和37年４月１日 

最終改正：令和５年４月１日 

第１章 総則 

 （目的） 

第１条 本学は、教育基本法に則り学校教育法の定めるところにより広く知識を授

けると共に、深く専門の学術を教授研究し、応用的能力展開と人格の完成に努め、

我が国の文化の高揚発達に貢献する高い知性と豊かな情操を有する女性の育成を目

的とする。 

 （自己評価） 

第２条 本学は、その教育水準の向上を図り、本学の設置目的並びに社会的使命を

達成するため、本学における教育研究活動の状況について自ら点検及び評価を行う。 

２ 点検及び評価を行うに必要な事項は、別に定める。 

第２章 組織 

 （学是） 

第３条 本学は、建学の精神「自律処行」、すなわち自らの良心に従い事に処し善

を行うことを学是とし、この学是に則り、自ら立てた規範に従って、自己の判断と

責任の下に行動できる強くてしなやかな女性を育成する。 

（家政学部の人材養成及び教育研究上の目的） 

第３条の２ 家政学部は、学是「自律処行」の精神に基づき、人間生活とその環境

に関する学問領域と食と栄養に関する学問領域において専門的教育・研究を行い、

各専門分野の知識・技術と幅広い教養を身に付け、社会に貢献できる、豊かな人間

性と高い倫理性を備えた人材を養成するため、学科の教育目標を次のとおりとする。 

(１) 生活デザイン学科は、人間生活とその環境に関する専門性と広い視野を有し、

社会に貢献できる、豊かな人間性と高い倫理性を備えた人材の育成を目的とする。 

(２) 栄養学科は、食と栄養に関する専門性と広い視野を有し、社会に貢献できる、

豊かな人間性と高い倫理性を備えた管理栄養士の育成を目的とする。 

（人間科学部の人材養成及び教育研究上の目的） 

第３条の３ 人間科学部は、学是「自律処行」の精神に基づき、子どもの教育及び

発達支援に関する学問領域と人間の心理・文化に関する学問領域において専門的教

育・研究を行い、各専門分野の知識・技能と幅広い教養を身に付け、社会に貢献で
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きる、豊かな人間性と高い倫理性を備えた人材を養成するため、学科の教育目標を

次のとおりとする。 

(１) 児童・幼児教育学科は、子どもの教育及び発達支援に関する専門性と広い視

野を有し、社会に貢献できる、豊かな人間性と高い倫理性を備えた人材の育成を

目的とする。 

(２) 心理・文化学科は、人間の心理と文化に関する専門性と広い視野を有し、社

会に貢献できる、豊かな人間性と高い倫理性を備えた人材の育成を目的とする。 

（学部、学科及び定員） 

第４条 本学に設置する学部、学科の定員は、次のとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 （事務組織） 

第５条 本学に、事務局、教務部、学生部及び入試広報部を置く。 

２ 事務局、教務部、学生部及び入試広報部の組織については、別に定める。 

 （附属施設） 

第６条 本学に、次の附属施設を置く。 

 (１) 九州女子大学附属図書館 

 (２) 九州女子大学附属折尾幼稚園 

 (３) 九州女子大学附属自由ケ丘幼稚園 

 (４) 九州女子大学附属鞍手幼稚園 

 (５) 九州女子大学学術情報センター 

 (６) 九州女子大学地域教育実践研究センター 

 (７) 九州女子大学共通教育センター 

２ 各附属施設に関する事項は、別に定める。 

   第３章 教職員組織 

 （教職員） 

第７条 本学に学長、副学長、教授、准教授、講師、助教、助手、事務職員及びそ

の他の職員を置く。 

学   部 学 科 入学定員 収容定員 

家政学部 

生活デザイン学科 60名 240名 

栄養学科 90名 360名 

人間科学部 

児童・幼児教育学科 100名 400名 

心理・文化学科 90名 360名 
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   第４章 教授会及び評議会 

 （教授会） 

第８条 本学に教授会を置く。 

２ 本学における教授会とは、学部教育運営委員会、全学教育運営委員会、教員人事

計画委員会及び入学試験委員会をいう。 

３ 前項の委員会に関する事項は、別に定める。 

第９条 削除 

 （評議会） 

第１０条 本学に学長の意思決定を補佐する機関として評議会を置く。 

２ 評議会に関する事項は、別に定める。 

第１１条 削除 

第５章 学年・学期及び休業 

 （学年） 

第１２条 学年は、４月１日に始まり翌年３月31日に終わる。 

 （学期） 

第１３条 学年を分けて次の２期とする。 

  前期 ４月１日から９月30日まで 

  後期 10月１日から翌年３月31日まで 

２ 学長が特に必要と認めた場合は、前項に定める学期の開始日及び終了日を変更す

ることができる。 

 （休業日） 

第１４条 学年中の定期休業日を次のとおり定める。 

 (１) 日曜日及び国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休

日 

 (２) 春 期 休 業  ４月１日から４月３日まで 

 (３) 夏 期 休 業  ７月22日から９月22日まで 

 (４) 冬 期 休 業  12月24日から翌年１月７日まで 

  ただし、休業日でも実習を課し、又は特別講義を聴講させることがある。 

２ 学長が特に必要と認めた場合は、前項の休業日を臨時に変更し、又は臨時に休業

日を定めることができる。 

 第６章 修業年限及び在学期間 

 （修業年限） 

第１５条 修業年限は４年とする。 
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（在学期間） 

第１６条 在学期間は、８年を超えることができない。ただし、第21条、第22条、

第23条及び第24条の規定により入学した学生は、第26条により定められた在学すべ

き年数の２倍に相当する年数を超えて在学することができない。 

第７章 入学 

 （入学の時期） 

第１７条 入学の時期は、原則として学期の初めとする。 

 （入学の資格） 

第１８条 本学に入学することのできる者は、次の各号の一に該当する女子とする。 

 (１) 高等学校卒業者 

(２) 通常の課程による12年の学校教育を修了した者（通常の課程以外の課程によ

りこれに相当する学校教育を修了した者を含む。） 

(３) 外国において、学校教育における12年の課程を修了した者、又はこれに準ず

る者で文部科学大臣の指定した者 

(４) 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在

外教育施設の当該課程を修了した者 

(５) 専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であること、その他の文部科学大

臣が定める基準を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文

部科学大臣が定める日以後に修了した者 

 (６) 文部科学大臣の指定した者 

(７) 高等学校卒業程度認定試験規則（平成17年文部科学省令第1号）による高等

学校卒業程度認定試験に合格した者（同規則附則第2条の規定による廃止前の大

学入学資格検定規程（昭和26年文部省令第13号）による大学入学資格検定に合格

した者を含む。） 

(８) 本学において、相当の年齢に達し、高等学校を卒業した者と同等以上の学力

があると認めた者 

 （入学者の選考） 

第１９条 本学の入学志願者に対して選抜試験を行う。 

２ 入学志願者は、入学志願書等必要書類に入学検定料を添えて所定の期日までに提

出しなければならない。 

 （入学の許可等） 

第２０条 選抜試験に合格した者は、指定の期日までに所定の学納金を納め、保証

人連署の誓約書その他所定の書類を提出しなければならない。 
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２ 前項の手続きが終了した者に学長は、入学を許可する。 

 （学士入学） 

第２１条 次の各号の一に該当する者については、学長が入学試験委員会の意見を

聴いて、入学を許可する。 

(１) 本学の１学科又は専攻課程を卒業し、さらに他の学科又は専攻課程に入学を

志願する者 

 (２) 他の大学を卒業し、本学に入学を志願する者 

 （編入学） 

第２２条 次の各号の一に該当する者については、学長が入学試験委員会の意見を

聴いて、入学を許可することができる。 

 (１) 大学に２年以上在学し、本学の定める単位を修得した者 

 (２) 短期大学又は高等専門学校を卒業した者 

(３) 外国において、学校教育における14年以上の課程（日本における通常の課程

による学校教育の期間を含む。）を修了した者 

(４) 専修学校の専門課程（修業年限が２年以上であることその他文部科学大臣の

定める基準を満たす者に限る。）を修了した者で、学校教育法第90条に規定する

大学入学資格を有する者 

(５) その他本学において前各号に規定する者と同等であると認めた者 

２ 編入学に関する必要な事項は、別に定める。 

（転入学） 

第２３条 他の大学から本学に転入学を希望する者については、学長が入学試験委

員会の意見を聴いて、入学を許可することができる。 

 （再入学） 

第２４条 第41条の規定により退学した者が再入学を願い出たときは、学長が入学

試験委員会の意見を聴いて、入学を許可することができる。 

２ 再入学に関し必要な事項は、別に定める。 

 （転部、転科） 

第２５条 転部、転科に関し必要な事項は、学長が別に定める。 

 （学士入学者、編入学者、転入学者、再入学者及び転部・転科の単位の認定及び在

学年数の認定） 

第２６条 第21条、第22条、第23条、第24条又は第25条の規定により、学士入学、

編入学、転入学、再入学、又は転部・転科を許可された者の既に履修した授業科目

及びその単位数の取扱い、並びに在学すべき年数については、学長がこれを定める。 
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第８章 教育課程及び履修方法 

 （授業科目） 

第２７条 授業科目を総合共通科目、専門教育科目、自由選択科目及び留学生特別

科目に分けて開設する。 

２ 授業科目の種類及び単位数は、別表１から別表６、別表９、別表９の２、別表９

の３、別表９の４及び別表11のとおりとする。 

第２８条 前条に定めるもののほか、教職に関する専門教育科目を置く。 

２ 授業科目の種類及び単位数は、別表７、別表７の２及び別表８のとおりとする。 

第２９条 第27条に定める自由選択科目には、図書館司書に関する専門教育科目、

学校図書館司書教諭に関する専門教育科目及びK-CIP科目を置く。 

２ 授業科目の種類及び単位数は、別表９、別表９の２、別表９の３及び別表９の４

のとおりとする。 

 （授業期間） 

第３０条 １年間の授業を行う期間は、試験等の期間を含め35週にわたることを原

則とし、各授業科目の授業は、15週にわたる期間を単位として行うものとする。た

だし、教育上特別の必要があると認められる場合は、これらの期間より短い特定の

期間において授業を行うことができる。 

 （単位の計算） 

第３１条 １単位は、授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもって構成する

ことを標準とし、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に必要

な学修を考慮して、次のとおり単位数を定める。 

(１) 講義及び演習については、15時間から30時間の授業をもって１単位とする。 

(２) 実験及び実習並びに実技については、30時間から45時間の授業をもって１単

位とする。 

(３) 前各号の規定にかかわらず、卒業論文、卒業研究等の授業科目については、

その学修の成果を評価するものとし、所定の単位を与える。 

（多様なマルチメディアによる授業の方法） 

第３１条の２ 本学は、文部科学大臣が定めるところによって、第31条に規定する

講義、演習、実験、実習又は実技による授業を、多様なマルチメディアを高度に利

用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させることができる。 

２ 前項により与えることができる単位数は、60単位を超えないものとする。 

 （履修方法） 

第３２条 授業科目は、各年次に配当する。学生は、原則として各年次に配当され
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た授業科目を履修するものとする。 

２ 学生は、履修しようとする授業科目を毎学期始めの指定の期日までに履修申告し

なければならない。 

 （単位の認定） 

第３３条 各授業科目の単位の認定は、試験又はこれに代わるべきものによるもの

とし、合格した者に対して所定の単位を与える。 

２ 前項の試験等の成績の評価は、秀・優・良・可・不可とし、秀・優・良・可を合

格とする。 

３ 成績評価等については、別に定める。 

 （他の学部又は学科の授業科目の履修） 

第３４条 学生は、他の学部又は学科の授業科目の履修及びその単位を取得するこ

とができる。 

２ 学生は、全学の授業科目の中から指定された特定分野の授業科目を副専攻科目と

して、別に定めるところにより履修することができる。 

 （他の大学又は短期大学の授業科目の履修） 

第３５条 学生が他の大学又は短期大学の授業科目を履修することが教育上有益と

認められるときは、学長は許可することができる。 

２ 前項の規定により許可を受けて履修した授業科目の単位等について60単位を超え

ない範囲で、本学において履修したものとみなすことができる。 

３ 前２項の規定は、学生が外国の大学等の教育施設に留学する場合に準用する。 

 （大学以外の教育施設等における学修） 

第３６条 学生が短期大学又は高等専門学校の専攻科における学修その他文部科学

大臣が別に定める学修を受けることが教育上有益と認められるときは、学長は許可

することができる。 

２ 前項の規定により許可を受けて履修した授業科目及びその単位数は、前条第２項

及び第３項により修得した単位数と合わせて60単位を超えない範囲で、本学におい

て履修したものとみなすことができる。 

３ 第１項の規定により許可を受けて大学以外の教育施設等で履修した期間は、第15

条に定める修業年限に含めるものとする。 

 （入学前の既修得単位等の認定） 

第３７条 学生が本学に入学する前に大学又は短期大学等において履修した授業科

目の修得単位を教育上有益と認められるときは、入学した後の本学における授業科

目の履修により修得したものとみなすことができる。 
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２ 前項により修得したものとみなし、与えることのできる単位数は、編入学、転入

学等の場合を除き、第35条第２項及び第３項並びに前条第２項により本学において

履修したものとみなす単位数と合わせて60単位を超えないものとする。 

 （教育職員の免許状取得） 

第３８条  教育職員免許状を得ようとする者は、教育職員免許法（昭和24年法律第

147号）及び教育職員免許法施行規則（昭和29年文部省令第26号）に定める単位数

を修得しなければならない。 

２  本学において取得できる教育職員免許状の種類は、次の表に掲げるとおりとする。 

学   部 学科 免許状の種類 

家政学部 
生活デザイン学科 

中学校教諭一種免許状「家庭」 

高等学校教諭一種免許状「家庭」 

栄養学科 栄養教諭一種免許状 

人間科学部 

児童・幼児教育学科 

小学校教諭一種免許状 

幼稚園教諭一種免許状 

特別支援学校教諭一種免許状 

心理・文化学科 

中学校教諭一種免許状「国語」 

高等学校教諭一種免許状「国語」 

高等学校教諭一種免許状「書道」 

３ 前項に定めるもののほか授業科目及び単位の修得方法については、別に定める。 

４ 人間科学部児童・幼児教育学科に在籍する者は、原則として幼稚園教諭一種免許

状又は小学校教諭一種免許状を取得しなければならない。 

 （保育士の資格取得） 

第３８条の２ 人間科学部児童・幼児教育学科において、保育士の資格を得ようと

する者は、児童福祉法（昭和22年法律第164号）及び児童福祉法施行規則（昭和23

年厚生省令第11号）に定める単位数を修得しなければならない。 

２ 前項に定めるもののほか、授業科目及び単位数については別に定める。 

 （保育士の養成人数） 

第３８条の３ 前条に定める保育士養成人数は100名とする。 

 （栄養士の免許証取得） 

第３９条 栄養士の資格を得ようとする者は、家政学部栄養学科に在籍し、栄養士

法（昭和22年法律第245号）及び栄養士法施行規則（昭和23年厚生省令第２号）に

定める単位数を修得しなければならない。 

 （図書館司書及び学校図書館司書教諭の資格取得） 
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第４０条 図書館司書の資格を得ようとする者は、第27条に規定する授業科目につ

き第47条に規定する単位数のほか、第29条別表に定める図書館司書の資格取得のた

めの授業科目及び単位を修得しなければならない。 

２ 学校図書館司書教諭の資格を得ようとする者は、第27条に規定する授業科目につ

き第47条に規定する単位数のほか、第28条に規定する教育職員免許状と合わせて第

29条別表に定める学校図書館司書教諭の資格取得のための授業科目及び単位数を修

得しなければならない。 

   第９章 退学・休学・復学・転学・除籍及び留学 

 （退学） 

第４１条 疾病その他やむを得ない理由により退学しようとする者が退学を願い出

たときは、学長が教育運営委員会の意見を聴いて、退学を許可することができる。 

２ 退学に関し必要な事項は、別に定める。 

 （休学） 

第４２条 疾病その他やむを得ない理由により３カ月以上修学することができない

者が休学を願い出たときは、学長が教育運営委員会の意見を聴いて、休学を許可す

ることができる。 

２ 休学に関し必要な事項は、別に定める。 

 （復学） 

第４３条 前条の規定により休学した者が復学を願い出たときは、学長が教育運営

委員会の意見を聴いて、復学を許可することができる。 

２ 復学に関し必要な事項は、別に定める。 

 （転学） 

第４４条 他の大学に転学しようとする者が受験を願い出たときは、学長が教育運

営委員会の意見を聴いて、受験を許可することができる。 

 （除籍） 

第４５条 次の各号の一に該当する者は、学長が教育運営委員会の意見を聴いて、

除籍する。 

 (１) 授業料その他の学納金の納付を怠り、督促してもなお納付しない者 

 (２) 第16条に規定する在学期間を超えた者 

 (３) 休学期間が、連続して２年又は通算して４年を超えた者 

 (４) 長期にわたる行方不明者 

 (５) その他、除籍に相当すると認められる者 

２ 除籍に関し必要な事項は、別に定める。 
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 （復籍） 

第４５条の２ 前条第１項第１号の規定により除籍された者が復籍を願い出たとき

は、学長が教育運営委員会の意見を聴いて、復籍を許可することができる。 

２ 復籍に関し必要な事項は、別に定める。 

 （留学） 

第４６条 外国の大学又は短期大学に留学しようとする者が、留学を願い出たとき

は、学長が教育運営委員会の意見を聴いて、留学を許可することができる。 

２ 留学期間は１年以内とする。ただし、特別の理由がある場合は、学長は１年を限

度として留学期間の延長を認めることができる。 

第１０章 卒業及び学位 

 （卒業） 

第４７条 卒業に必要な単位数は次のとおりとする。 

  家政学部生活デザイン学科       総合共通科目     30単位 

                     専門教育科目      76単位 

自由選択科目     18単位 

                                   計          124単位 

    家政学部栄養学科           総合共通科目     30単位 

                          専門教育科目        94単位 

                                   計          124単位 

    人間科学部児童・幼児教育学科     総合共通科目     30単位 

                          専門教育科目          76単位 

自由選択科目     18単位 

                        計         124単位 

  人間科学部心理・文化学科       総合共通科目         30単位 

                          専門教育科目          76単位 

自由選択科目     18単位 

                                  計          124単位 

なお、自由選択科目には、自学科で単位修得した科目のうち卒業に要する単位

数を超える科目、及び自学部他学科もしくは他学部で単位修得した科目を含む。 

２ 学長は、本学に４年（第21条、第22条、第23条又は第24条の規定により入学した

者については、第26条により定められた在学すべき年数）以上在学し、前項規定の

所定の単位数を修得した者に対し、学長が教育運営委員会の意見を聴いて、卒業を

認定し卒業証書を授与する。 
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 （学位） 

第４８条 卒業した者は、次の区分により学位を授与する。 

   家政学部  生活デザイン学科       学士（家政学） 

              栄養学科           学士（家政学） 

   人間科学部 児童・幼児教育学科      学士（教育学） 

              心理・文化学科        学士（文 学） 

第１１章 賞罰 

 （表彰） 

第４９条 次の各号の一に該当する者には学長が表彰し、賞品を授与することがあ

る。 

 (１) 学力特に優秀な者 

 (２) 品性高潔で全学生の模範になる者 

 (３) 学友会活動等においてその努力が特に顕著な者 

 （罰則） 

第５０条 本学の規則に違反し、又は学生としての本分に反する行為をした者は、

学長が教育運営委員会の意見を聴いて懲戒する。 

２ 前項の懲戒の種類は、退学、停学及び訓告とする。 

３ 懲戒の対象とする行為は、次の各号に掲げるものとする。 

 (１) 犯罪行為及びその他の違法行為 

 (２) ハラスメント等人権を侵害する行為 

 (３) 試験等における不正行為及び論文等の作成における学問的倫理に反する行為 

 (４) 情報倫理に反する行為 

(５) 学則その他本学の諸規則等に違反する行為 

 (６) その他学生としての本分に反する行為 

４ 懲戒に関する必要な事項は、別に定める。 

第１２章 厚生施設 

 （学生寮） 

第５１条 本学に学生寮を置く。 

２ 学生寮に関する事項は、別に定める。 

 （厚生施設） 

第５２条 本学に厚生及び保健に関する施設を置く。 

   第１３章 奨学制度 

 （奨学生） 
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第５３条 学業及び技能が特に優秀な学生に対しては、理事長の決定により学納金

を免除することができる。 

 （貸費生） 

第５４条 学生の中で品行方正学力優秀にして修学中学費支弁の途を失った者につ

いて、理事長は貸費生として学費を貸与することがある。 

   第１４章 科目等履修生、聴講生、特別聴講学生、研究生、委託生、外国人

留学生、外国人留学編入学生、帰国生徒、帰国生徒編入学生、社会

人特別入学生及び社会人特別編入学生 

 （科目等履修生） 

第５５条 本学の学生以外で１又は複数の授業科目の履修を希望する者（以下「科

目等履修生」という。）に対しては、学長が履修を許可することができる。 

２ 前項により許可された者に対しては、単位を与えることができる。単位の授与に

ついては第33条の規定を準用する。 

３ 科目等履修生は、別表に定める登録料、履修料等を所定の期日までに納付しなけ

ればならない。 

４ 科目等履修生に関するその他の事項は、別に定める。 

 （聴講生） 

第５６条 第18条に該当する者で本学の特定の授業科目について聴講を希望する者

に対しては、聴講生として学長がこれを許可することがある。 

２ 聴講を許可された者は、第63条に規定する登録料、聴講料を所定の期日までに納

入しなければならない。 

 （特別聴講学生） 

第５７条 学長は、他の大学及び短期大学又は外国の大学との協議に基づき、その

大学及び短期大学の学生が特別聴講学生として本学の授業科目を履修することを認

めることができる。 

この場合において、やむを得ない事由により当該大学と事前に協議を行うことが

困難な場合には、当該協議は事後において行うことができる。 

２ 特別聴講学生の登録料及び履修料は、科目等履修生に関する規定を準用する。 

 （研究生） 

第５８条 本学において特定の専門事項について研究することを志願する者に対し

ては、本学の教育研究に支障のない限り、研究生として学長は許可することができ

る。 

２ 研究生としての資格は、大学を卒業した者又はこれと同等以上の学力があると認
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められた者とする。 

３ 研究生の研究期間は１年とする。ただし、特別の理由がある場合は、その期間を

更新することができる。 

４ 研究生に関するその他の事項は、別に定める。 

 （委託生） 

第５９条 本学の特定の授業科目を学習するための公の機関又は団体からの委託生

について、学長は許可することができる。 

２ 委託生の授業科目の履修その他については、聴講生に関する規定を準用する。 

 （外国人留学生及び外国人留学編入学生） 

第６０条 第18条に定める本学入学資格を有する外国人が、外国人留学生として入

学を志願する場合、特別の選考により学長が入学試験委員会の意見を聴いて、入学

を許可することができる。 

２ 第22条に定める本学入学資格を有する外国人が、外国人留学編入学生として編入

学を志願する場合、特別の選考により学長が入学試験委員会の意見を聴いて、入学

を許可することができる。 

 （帰国生徒及び帰国生徒編入学生） 

第６０条の２ 第18条に定める本学入学資格を有する帰国生徒が入学を志願する場

合、特別の選考により学長が入学試験委員会の意見を聴いて、入学を許可すること

ができる。 

２ 第22条に定める本学入学資格を有する帰国生徒が、帰国生徒編入学生として編入

学を志願する場合、特別の選考により学長が入学試験委員会の意見を聴いて、入学

を許可することができる。 

 （社会人特別入学生及び社会人特別編入学生） 

第６１条 第18条に定める本学入学資格を有し、４年以上の社会人経験がある者が、

社会人特別入学を志願する場合、特別の選考により、学長が入学試験委員会の意見

を聴いて、入学を許可することができる。 

２ 第22条に定める本学入学資格を有し、４年以上の社会人経験がある者が、社会人

特別編入学を志願する場合、特別の選考により、学長が入学試験委員会の意見を聴

いて、入学を許可することができる。 

第１５章 入学検定料、入学金及び授業料その他の学納金 

 （入学検定料、入学金及び授業料その他の学納金） 

第６２条 入学検定料、入学金及び授業料その他の学納金（以下「学納金」とい

う。）は、別表12のとおりとする。 
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２ 教職課程費、栄養士課程費、実験実習費等の納付金は、別に定める。 

３ 学納金は、毎年４月・９月の２期に指定された期日までに納付しなければならな 

い。 

４ 学納金は、欠席又は停学中であってもこれを減免しない。 

５ 研究生の学納金は、別に定める九州女子大学研究生規程（平成４年学園規程第５

号）により納付するものとする。 

６ 休学を許可された者の学納金のうち、授業料については全額を免除する。ただし、

学期の中途で休学を許可された者は、その期の授業料は納付しなければならない。 

７ 学期の中途で退学を許可された者は、その期の学納金を納付しなければならない。 

８ 第46条の規定による留学を許可された者の留学期間中の学納金は、次期納付期以

降の授業料の半額を免除する。 

９ 既に納付した入学検定料及び入学金は返還しない。 

10 社会情勢により物価変動のある場合は、入学検定料、入学金及び学納金を変更又

は増減することがある。 

 （登録料、聴講料及び履修料） 

第６３条 科目等履修生及び聴講生の登録料、聴講料、履修料及び実験実習費は、

別表13のとおりとする。 

第１６章 公開講座 

 （公開講座） 

第６４条 社会人の教養を高め、地域文化の向上に貢献するため、本学に公開講座

を開設することができる。 

２ 公開講座は、随時開設する。 

   附 則 

１ 第14条第６項、第38条、第39条、第40条は管理栄養士専攻には適用しない。 

２ 本学則は、昭和37年４月１日から実施する。 

   附 則 

 本学則は、昭和40年４月１日から施行する。 

   附 則 

 本学則は、昭和42年10月１日から施行する。ただし、第３条、第４条、第７条、第

９条、第36条は、昭和41年４月１日から適用する。 

   附 則 

 本学則は、昭和45年４月１日から施行する。 

   附 則 
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 本学則は、昭和46年４月１日から施行する。 

   附 則 

 本学則は、昭和48年４月１日から施行する。 

   附 則 

 本学則は、昭和50年４月１日から施行する。 

   附 則 

 本学則は、昭和51年４月１日から施行する。 

   附 則 

 本学則は、昭和52年４月１日から施行する。 

   附 則 

 本学則は、昭和53年４月１日から施行する。 

   附 則 

 本学則は、昭和54年４月１日から施行する。 

   附 則 

 本学則は、昭和55年４月１日から施行する。 

   附 則 

 本学則は、昭和56年４月１日から施行する。 

   附 則 

 本学則は、昭和57年４月１日から施行する。 

   附 則 

 本学則は、昭和59年４月１日から施行する。 

   附 則 

 本学則は、昭和60年４月１日から施行する。 

   附 則 

 本学則は、昭和62年４月１日から施行する。 

   附 則 

 本学則は、昭和63年６月１６日から施行する。 

   附 則 

 本学則は、昭和63年７月１日から施行する。 

   附 則 

 本学則は、平成元年４月１日から施行する。 

   附 則 

１ 本学則は、平成元年４月20日から施行する。ただし、改正後の学則別表授業料そ
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の他学納金の額は、平成元年４月１日から適用する。 

 （経過措置） 

２ 平成元年３月31日に在学する者で同年４月１日以後引き続き在学する者にかかる

学納金の額は、改正後の学則第24条の学納金の規定にかかわらず次のとおりとする。 

学 科 名 授 業 料 施 設 設 備 資 金 合 計 

家 政 学 専 攻 438,000円 103,000円 541,000円 

管理栄養士専攻 450,000円 103,000円 553,000円 

国 文 学 科 438,000円 103,000円 541,000円 

英 文 学 科 454,000円 103,000円 557,000円 

   附 則 

 本学則は、平成元年８月１日から施行する。 

学 科 名 入 学 金 授 業 料 施設設備資金 合 計 

家 政 学 専 攻 180,000円 468,000円 103,000円 751,000円 

管理栄養士専攻 180,000円 478,000円 103,000円 761,000円 

国 文 学 科 180,000円 468,000円 103,000円 751,000円 

英 文 学 科 180,000円 478,000円 103,000円 761,000円 

 入学検定料は１回につき  22,000円とする。 

 聴講生登録料       50,000円 

 聴講料（１単位）     15,000円 

   附 則 

１ 本学則は、平成２年４月１日から施行する。ただし、第４条、第７条及び第８条

第２項の表中家政学科家政学専攻の欄の規定は、平成２年度以後の入学者から適用

し平成元年度以前の入学者については、なお従前の例による。 

 （経過措置） 

２ 平成２年３月31日に在籍する者で同年４月１日以後引き続き在学する者にかかる

学納金の額は、改正後の学則第24条の学納金の規定にかかわらずなお従前の例によ

る。 

 第24条別表 

学 科 名 入 学 金 授 業 料 施設設備資金 合 計 
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家 政 学 専 攻 180,000円 490,000円 103,000円 773,000円 

管理栄養士専攻 180,000円 500,000円 103,000円 783,000円 

国 文 学 科 180,000円 490,000円 103,000円 773,000円 

英 文 学 科 180,000円 500,000円 103,000円 783,000円 

 １ 入学検定料は１回につき  22,000円とする。 

 ２ 聴講生登録料       50,000円 

 ３ 聴講料（１単位）     15,000円 

   附 則 

 本学則は、平成３年４月１日から施行する。ただし、第３条の規定にかかわらず、

平成３年度から平成11年度までの入学定員は、次のとおりとする。 

学 部 学 科 入 学 定 員 

家 政 学 部 家 政 学 科 
家 政 学 専 攻 20名 

管 理 栄 養 士 専 攻 40名 

計 60名 

文 学 部 
国 文 学 科 80名 

英 文 学 科 80名 

計 160名  

合 計 220名  

   附 則 

１ 本学則は、平成３年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 平成３年３月31日に在学する者で同年４月１日以後引き続き在学する者にかかる

学納金の額は、改正後の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

学 科 名 入 学 金 授 業 料 施設設備資金 合 計 

家 政 学 専 攻 180,000円 505,000円 103,000円 788,000円 

管理栄養士専攻 180,000円 520,000円 103,000円 803,000円 

国 文 学 科 180,000円 505,000円 103,000円 788,000円 

英 文 学 科 180,000円 515,000円 103,000円 798,000円 
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   附 則 

１ この学則は、平成４年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 平成４年３月31日に在学する者で同年４月１日以後引き続き在学する者にかかる

学納金の額は、改正後の学則第56条の学納金の規定にかかわらず、なお従前の例に

よる。ただし、施設設備資金については、改正後の規定の額とする。 

 第56条別表 

学 科 名 入 学 金 授 業 料 施設設備資金 合 計 

家 政 学 専 攻 180,000円 555,000円 100,000円 835,000円 

管理栄養士専攻 180,000円 570,000円 100,000円 850,000円 

国 文 学 科 180,000円 555,000円 100,000円 835,000円 

英 文 学 科 180,000円 565,000円 100,000円 845,000円 

 １ 検定料は１回につき  24,000円 

 ２ 科目等履修生登録料  50,000円 

 ３ 科目等履修料１単位  15,000円 

   附 則 

１ この学則は、平成５年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 平成５年３月31日に在学する者で同年４月１日以後引き続き在学する者にかかる

学納金の額は、改正後の学則第56条の学納金の規定にかかわらず、なお従前の例に

よる。 

 第56条別表 

学 科 名 入 学 金 授 業 料 施設設備資金 合 計 

家 政 学 専 攻 180,000円 620,000円 150,000円 950,000円 

管理栄養士専攻 180,000円 620,000円 150,000円 950,000円 

国 文 学 科 180,000円 620,000円 150,000円 950,000円 

英 文 学 科 180,000円 620,000円 150,000円 950,000円 

 １ 検定料は１回につき  24,000円 

 ２ 科目等履修生登録料  50,000円 

 ３ 科目等履修料１単位  15,000円 
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   附 則 

１ この学則は、平成６年４月１日から施行し、平成５年度入学生及び平成６年度入

学生から適用する。 

 （経過措置） 

２ 平成６年３月31日に在学する者で同年４月１日以後引き続き在学する者にかかる

学納金の額は、改正後の学則第56条の学納金の規定にかかわらず、なお従前の例に

よる。 

 第56条別表 

学 科 名 入 学 金 授 業 料 施設設備資金 合 計 

家 政 学 専 攻 180,000円 632,000円 153,000円 965,000円 

管理栄養士専攻 180,000円 632,000円 153,000円 965,000円 

国 文 学 科 180,000円 632,000円 153,000円 965,000円 

英 文 学 科 180,000円 632,000円 153,000円 965,000円 

 検定料は１回につき  24,000円 

 科目等履修生登録料  50,000円 

 科目等履修料１単位  15,000円 

   附 則 

１ この学則は、平成６年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この学則施行前に入学した学生は、第24条及び第44条については従前の例による。

ただし、第24条の規定を適用して履修した者は、従前の規定に読み替えて履修した

ものとみなす。 

   附 則 

 この学則は、平成６年４月１日から施行する。 

 第４条別表の学納金 

 入 学 金 授 業 料 計 

１ 期 100,000円 200,000円 300,000円 

２ 期  200,000円 200,000円 

計 100,000円 400,000円 500,000円 

 検定料は１回につき    20,000円 

 科目等特別履修生登録料  無 料 
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 科目等特別履修料１単位  5,000円 

 第19条別表 

 入学検定料  28,000円 

   附 則 

 この学則は、平成６年４月１日から施行する。 

 第57条別表 

 １ 科目等履修生登録料  20,000円 

 ２ 科目等履修料１単位  10,000円 

   附 則 

 この学則は、平成６年４月１日から施行する。 

 第62条別表 

科 目 等 履 修 生 
登 録 料 20,000円 

履 修 料 １ 単 位 10,000円 

聴 講 生 

登 録 料 10,000円 

聴 講 料 １ 単 位  5,000円 

実 験 実 習 費 １ 単 位  5,000円 

   附 則 

１ この学則は、平成７年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 平成４年度入学者については、学則第61条の学納金の規定にかかわらず、なお従

前の例による。 

学 科 名 入 学 金 授 業 料 施設設備資金 合 計 

家 政 学 専 攻 180,000円 638,000円 155,000円 973,000円 

管理栄養士専攻 180,000円 638,000円 155,000円 973,000円 

国 文 学 科 180,000円 638,000円 155,000円 973,000円 

英 文 学 科 180,000円 638,000円 155,000円 973,000円 

   附 則 

 この学則は、平成７年４月１日から施行する。 

   附 則 

１ この学則は、平成７年４月１日から適用する。 
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２ 第22条の規定による編入学を許可された者のうち九州女子短期大学の卒業者並び

に本学及び九州共立大学を中途退学した者の入学金については、本表金額の半額と

する。 

   附 則 

１ この学則は、平成７年４月１日から施行する。 

２ 第21条の規定により学士入学を許可された者のうち本学及び九州共立大学を卒業

した者の入学金については、本表金額の半額とする。 

３ 第22条の規定による編入学を許可された者のうち九州女子短期大学の卒業者並び

に本学及び九州共立大学を中途退学した者の入学金については、本表金額の半額と

する。 

４ 本学別科日本語研修課程の修了者又は在学者が本学に入学を許可された場合の入

学金については、本表と別科日本語研修課程規則第27条に定める入学金との差額を

納付するものとする。 

 第61条別表 

学 科 名 入 学 金 授 業 料 施設設備資金 合 計 

家 政 学 専 攻 180,000円 638,000円 155,000円 973,000円 

管理栄養士専攻 180,000円 638,000円 155,000円 973,000円 

国 文 学 科 180,000円 638,000円 155,000円 973,000円 

英 文 学 科 180,000円 638,000円 155,000円 973,000円 

   附 則 

 この学則は、平成７年５月25日から施行する。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この学則は、平成７年11月29日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 改正後の学則別表中「授業料その他の学納金」については、平成５年度以降の入

学者であって平成８年４月１日以降に在学する者から適用する。 

３ 平成４年度以前の入学者は、改正後の学則別表中「授業料その他の学納金」の規

定にもかかわらず、なお従前の例による。 

 第61条別表 
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学 部 学 科 専 攻 名 入 学 金 授 業 料 
施 設 設 備 
資 金 

合 計 

家政学部 

家政学科 

家 政 学 専 攻 180,000円 644,000円 157,000円 981,000円 

管理栄養士専攻 180,000円 644,000円 157,000円 981,000円 

文 学 部 
国 文 学 科 180,000円 644,000円 157,000円 981,000円 

英 文 学 科 180,000円 644,000円 157,000円 981,000円 

 検定料は１回につき  28,000円 

 １ 第21条の規定により学士入学を許可された者のうち本学及び九州共立大学を卒

業した者の入学金については、本表金額の半額とする。 

 ２ 第22条の規定による編入学を許可された者のうち九州女子短期大学の卒業者並

びに本学及び九州共立大学を中途退学した者の入学金については、本表金額の半

額とする。 

 ３ 本学別科日本語研修課程の修了者又は在学者が本学に入学を許可された場合の

入学金については、本表と別科日本語研修課程規則第27条に定める入学金との差

額を納付するものとする。 

   附 則 

 この学則は、平成８年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この学則は、平成８年７月25日から施行する。 

 第62条別表 

科 目 等 履 修 生 
登録料             20,000円 

履修料      １単位    10,000円 

聴 講 生 

登録料             10,000円 

聴講料      １単位     5,000円 

実験実習費    １単位     5,000円 

 １ 科目等履修生のうち、九州女子短期大学専攻科の在学生にかかわる登録料及び

履修料は、免除する。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この学則は、平成８年10月31日から施行する。 
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２ 改正後の「授業料その他の学納金」については、平成９年度入学者から適用する。 

 （経過措置） 

３ 平成８年度以前の入学者は、改正後の本表「授業料その他の学納金」の規定にか

かわらず、なお従前の例による。 

 第61条の別表 

学 部 学 科 専 攻 名 入 学 金 授 業 料 
施 設 設 備 
資 金 

合 計 

家政学部 
家 政 学 専 攻 180,000円 644,000円 207,000円 1,031,000円 

管理栄養士専攻 180,000円 644,000円 207,000円 1,031,000円 

文 学 部 
国 文 学 科 180,000円 644,000円 187,000円 1,011,000円 

英 文 学 科 180,000円 644,000円 187,000円 1,011,000円 

 検定料は１回につき  28,000円 

 １ 第21条の規定により学士入学を許可された者のうち本学及び九州共立大学を卒

業した者の入学金については、本表金額の半額とする。 

 ２ 第22条の規定による編入学を許可された者のうち九州女子短期大学の卒業者並

びに本学及び九州共立大学を中途退学した者の入学金については、本表金額の半

額とする。 

 ３ 本学別科日本語研修課程の修了者又は在学者が本学に入学を許可された場合の

入学金については、本表と別科日本語研修課程規則第27条に定める入学金との差

額を納付するものとする。 

   附 則 

 この学則は、平成９年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この学則は、平成10年４月１日から施行する。 

 第62条別表 

科目等履修生 
登 録 料     20,000円 

履 修 料 １単位 10,000円 

 登 録 料     10,000円 

聴 講 生 聴 講 料 １単位  5,000円 

実験実習費 １単位  5,000円 

 １ 九州女子短期大学専攻科の学生が、科目等履修生になった場合は、登録料及び
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履修料は免除する。ただし、教職専門科目の履修料は徴収する。 

   附 則 

 この学則は、平成10年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この学則は、平成11年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この学則は、平成12年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この学則は、平成12年４月１日から施行する。 

 ただし、第３条の規定にかかわらず、平成12年度から平成16年度までの間の入学定

員及び収容定員は、次のとおりとする。 
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年  度  

 

 

 学部・学科・専攻 

平 成 12 年 度 平 成 13 年 度 平 成 14 年 度 平 成 15 年 度 平 成 16 年 度 

入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 

家政学部 家政学科 

家 政 学 専 攻 20 80 20 80 20 80 20 80 20 80 

管理栄養士専攻 40 160 40 160 40 160 40 160 40 160 

文 学 部 

国 文 学 科 80 320 80 320 80 320 80 320 80 320 

英 文 学 科 80 320 80 320 80 320 80 320 80 320 
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   附 則 

 この学則は、平成12年４月１日から施行する。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この学則は、平成12年４月26日から施行し、平成12年３月９日から適用する。 

２ 改正後の「授業料その他の学納金」については、平成９年度入学者から適用する。 

 （経過措置） 

３ 平成８年度以前の入学者は、改正後の本表「授業料その他の学納金」の規定にか

かわらず、なお従前の例による。 

 第62条別表 

学 部 学 科 専 攻 名 入 学 金 授 業 料 
施 設 設 備 
資 金 

合 計 

家政学部 
家 政 学 専 攻 180,000円 644,000円 207,000円 1,031,000円 

管理栄養士専攻 180,000円 644,000円 207,000円 1,031,000円 

文 学 部 
国 文 学 科 180,000円 644,000円 187,000円 1,011,000円 

英 文 学 科 180,000円 644,000円 187,000円 1,011,000円 

 検定料は１回につき28,000円 

１ 第21条の規定により学士入学を許可された者のうち本学及び九州共立大学を卒業

した者の入学金については、本表金額の半額とする。 

２ 第22条の規定による編入学を許可された者のうち九州女子短期大学の卒業者並び

に本学及び九州共立大学を中途退学した者の入学金については、本表金額の半額と

する。 

３ 本学別科日本語研修課程の修了者又は在学者が本学に入学を許可された場合の入

学金については、本表と別科日本語研修課程規則第27条に定める入学金との差額を

納付するものとする。 

４ 第61条の規定により社会人特別人学及び社会人特別編入学を許可された者の入学

金については、全額免除とし、授業料及び施設設備資金については、本表金額の３

分の１の額とする。 
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 第63条別表 

科 目 等 履 修 生 
登 録 料     20,000円 

履 修 料 １単位 10,000円 

聴 講 生 

登 録 料     10,000円 

聴 講 料 １単位  5,000円 

実験実習費 １単位  5,000円 

１ 九州女子短期大学専攻科の学生が、科目等履修生になった場合は、登録料及び履

修料は免除する。ただし、教職専門科目の履修料は徴収する。 

   附 則 

 この学則は、平成12年4月26日から施行し、平成12年４月１日から適用する。 

   附 則 

１ この学則は、平成13年４月１日から施行する。ただし、平成12年度まで学則に記

載の家政学部家政学科並びに文学部国文学科及び英文学科は、改正後の学則第３条

の規定にかかわらず、平成13年３月31日に当該学科に在学する者が当該学科に在学

しなくなるまでの間、存続するものとする。 

  なお、平成12年度以前の入学者は、第25条の転部、転科、第27条から第29条まで

の授業科目、第31条の単位の計算、第38条の教育職員の免許状取得、第39条の栄養

士の免許証取得、第47条の卒業及び第48条の学位については、従前の例によるもの

とする。 

２ 改正後の第62条第１項及び第２項の学納金等については、平成13年度入学者から

適用する。 

  なお、平成12年度以前の入学者は、改正後の第62条第１項及び第２項の規定にか

かわらず、従前の例によるものとする。 

 第62条別表 

学 部 学 科 名 入 学 金 授 業 料 
施 設 設 備 
資 金 

合 計 

家政学部 
人間生活学科 280,000円 644,000円 230,000円 1,154,000円 

栄 養 学 科 280,000円 644,000円 230,000円 1,154,000円 

文 学 部 
人間文化学科 260,000円 644,000円 210,000円 1,114,000円 

心理社会学科 260,000円 644,000円 210,000円 1,114,000円 

27



九州女子大学学則 

 

28 

 検定料は１回につき28,000円 

 (１) 第21条の規定により、学士入学を許可された者のうち本学及び九州共立大学

を卒業した者の入学金については、本表金額の半額とする。 

 (２) 第22条の規定による編入学を許可された者のうち九州女子短期大学の卒業者

並びに本学及び九州共立大学を中途退学した者の入学金については、本表金額の

半額とする。 

 (３) 本学別科日本語研修課程の修了者又は在学者が本学に入学を許可された場合

の入学金については、本表と別科日本語研修課程規則第27条に定める入学金との

差額を納付するものとする。 

 (４) 第61条の規定により社会人特別入学及び社会人特別編入学を許可された者の

入学金については、全額免除とし、授業料及び施設設備資金については、本表金

額の３分の１の額とする。 

   附 則 

 この学則は、平成13年４月12日から施行し、平成13年４月１日から適用する。 

   附 則 

 この学則は、平成13年６月27日から施行する。 

 第62条別表 

学 部 学 科 名 入 学 金 授 業 料 
施 設 設 備 
資 金 

合 計 

家政学部 
人間生活学科 280,000円 644,000円 230,000円 1,154,000円 

栄 養 学 科 280,000円 644,000円 230,000円 1,154,000円 

文 学 部 
人間文化学科 260,000円 644,000円 210,000円 1,114,000円 

心理社会学科 260,000円 644,000円 210,000円 1,114,000円 

 入学検定料は、１回につき32,000円 

１ 第21条の規定により、学士入学を許可された者のうち本学及び九州共立大学を卒

業した者の入学金については、本表金額の半額とする。 

２ 第22条の規定による編入学を許可された者のうち九州女子短期大学の卒業生並び

に本学及び九州共立大学を中途退学した者の入学金については、本表金額の半額と

する。 

３ 本学別科日本研修課程の修了者又は在学者が本学に入学を許可された場合の入学

金については、本表と別科日本語研修課程規則第27条に定める入学金との差額を納

付するものとする。 
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４ 第61条の規定により社会人特別入学及び社会人特別編入学を許可された者の入学

金については、全額免除とし、授業料及び施設設備資金については、本表金額の３

分の１の額とする。 

   附 則 

 この学則は、平成13年11月１日から施行し、平成14年度入学生から適用する。 

   附 則 

 この学則は、平成14年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この学則は、平成14年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この学則は、平成15年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この学則は、平成15年11月11日から施行し、平成15年10月１日から適用する。 

   附 則 

 この学則は、平成16年４月１日から施行し、平成14年度以降の入学者から適用する。 

   附 則 

 この学則は、平成16年４月１日から施行する。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この学則は、平成17年４月１日から施行する。ただし、第62条第１項及び第２項

の学納金等については、平成17年度入学者から適用する。 

 （学科の存続に関する経過措置） 

２ 平成16年度まで学則に記載の文学部人間文化学科及び心理社会学科は、改正後の

学則第３条の規定にかかわらず、平成17年３月31日に当該学科に在学する者が当該

学科に在学しなくなるまでの間、存続する。 

 （授業科目等に関する経過措置） 

３ 平成16年度以前の入学者は、第25条の転部、転科、第27条から第29条までの授業

科目、第38条の教育職員の免許状取得、第47条の卒業及び第48条の学位については、

なお従前の例による。 

 （学納金に関する経過措置） 

４ 平成16年度以前の入学者の学納金は、改正後の第62条第１項及び第２項の規定に

かかわらず、なお従前の例による。 

   附 則 
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 この学則は、平成17年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この学則は、平成17年５月30日から施行し、平成17年４月１日から適用する。 

   附 則 

 この学則は、平成18年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この学則は、平成18年11月29日から施行し、平成18年10月１日から適用する。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この学則は、平成19年２月25日から施行する。ただし、第62条第１項の学納金に

ついては、平成18年度入学者から適用する。 

 （学納金に関する経過措置） 

２ 平成17年度以前の入学者の学納金は、改正後の第62条第１項の別表12の規定にか

かわらず、なお従前の例による。 

   附 則 

 この学則は、平成19年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この規則は、平成20年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この学則は、平成20年６月25日から施行し、同年４月１日から適用する。 

   附 則 

 この学則は、平成21年４月１日から施行する。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この学則は、平成22年４月１日から施行する。ただし、第62条第１項及び第２項

の学納金については、平成22年度入学者から適用する。 

 （学科の存続に関する経過措置） 

２ 平成21年度まで学則に記載の人間科学部人間文化学科及び人間発達学科は、改正

後の学則第４条の規定にかかわらず、平成22年３月31日に当該学科に在学する者が

当該学科に存学しなくなるまでの間、存続する。 

 （授業科目等に関する経過措置） 

３ 平成21年度以前の入学者は、第25条の転部、転科、第27条から第29条までの授業

科目、第38条の教育職員の免許状取得、第38条の２の保育士の資格取得、第47条の
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卒業及び第48条の学位については、なお従前の例による。 

 （学納金に関する経過措置） 

４ 平成21年度以前の入学生の学納金は、改正後の第62条第１項及び第２項の規定に

かかわらず、なお従前の例による。 

   附 則 

 この学則は、平成22年４月１日から施行する。 

附 則 

 この学則は、平成22年４月１日から施行する。 

附 則 

 この学則は、平成22年４月１日から施行する。 

附 則 

 この学則は、平成22年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この学則は、平成22年５月27日から施行し、同年４月１日から適用する。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この学則は、平成23年４月１日から施行する。 

 （授業科目等に関する経過措置） 

２ 改正後の学則第27条第２項の規定は、平成23年度入学者から適用し、同年度前の

入学者については、なお従前の例による。 

   附 則 

 この学則は、平成23年４月１日から施行する。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この学則は、平成24年４月１日から施行する。 

 （授業科目等に関する経過措置） 

２ 改正後の別表６、別表９及び別表10の規定は、平成24年度入学者から適用し、同

年度前の入学者については、なお従前の例による。 

 （学納金に関する経過措置） 

３ 改正後の別表12の規定は、平成21年度入学者から適用し、同年度前の入学者につ

いては、なお従前の例による。 

   附 則 

 （施行期日） 
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１ この学則は、平成25年４月１日から施行する。 

 （授業科目及び単位の認定に関する経過措置） 

２ 学則第27条及び第33条の規定にかかわらず、平成24年度以前の入学者については、

従前の例による。 

 （再入学等に関する経過措置） 

３ 学則第24条、第35条、第41条、第42条、第43条、第45条、第45条の２及び第46条

の規定にかかわらず、平成21年度以前の入学者については、従前の例による。 

附 則 

 （施行期日） 

１ この学則は、平成25年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 学則第47条の規定にかかわらず、平成24年度以前の入学者については、従前の例

による。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この学則は、平成27年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 第27条、第28条、第29条、第38条及び第47条第１項の規定にかかわらず、平成26

年度以前の入学者については、従前の例による。 

附 則 

 この学則は、平成27年６月１日から施行する。 

附 則 

 この学則は、平成28年４月１日から施行する。 

附 則 

 この学則は、平成29年４月１日から施行する。 

附 則 

（施行期日） 

１ この学則は、平成31年４月１日から施行する。 

（授業科目に関する経過措置） 

２ 第27条及び第28条の規定にかかわらず、平成30年度以前の入学者については、従

前の例による。 

附 則 

 この学則は、平成31年４月１日から施行する。 
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附 則 

（施行期日） 

１ この学則は、平成31年４月１日から施行する。 

（授業科目に関する経過措置） 

２ 第27条及び第28条の規定にかかわらず、平成30年度以前の入学者については、従

前の例による。 

附 則 

 この学則は、令和元年７月26日から施行する。 

附 則 

（施行期日） 

１ この学則は、令和２年４月１日から施行する。 

（授業科目に関する経過措置） 

２ 第27条の規定にかかわらず、平成31年度以前の入学者については、従前の例によ

る。 

附 則 

 この学則は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則 

（施行期日） 

１ この学則は、令和４年４月１日から施行する。 

（授業科目に関する経過措置） 

２ 第27条及び第28条の規定にかかわらず、令和３年度以前の入学者については、従

前の例による。 

附 則 

（施行期日） 

１ この学則は、令和５年４月１日から施行する。ただし、第62条第１項の学納金等

については、令和５年度入学者から適用する。 

（授業科目等に関する経過措置） 

２ 令和４年度以前の入学者は、第25条の転部、転科、第27条から第29条までの授業

科目、第38条の教育職員の免許状取得、第38条の２の保育士の資格取得、第47条の

卒業及び第48条の学位については、従前の例による。 

 （学納金に関する経過措置） 

３ 令和４年度以前の入学生の学納金は、改正後の第62条第１項の規定にかかわらず、

従前の例による。 

附 則 
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（施行期日） 

１ この学則は、令和５年４月１日から施行する。 

（授業科目等に関する経過措置） 

２ 令和４年度以前の入学者は、第27条の授業科目については、従前の例による。 

附 則 

 この学則は、令和５年４月１日から施行する。 
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別表 

授 業 科 目（○は必修） 

 

別表１（第27条関係） 

家政学部総合共通科目（30単位） 

教養教育科目 

文化・芸術領域 

ことばと日本文化(２)、ことばと異文化(２)、情報文化論(２)、スポーツの文化

(２) 

歴史・社会領域 

歴史と国際情勢(２)、現代国家と法（日本国憲法）(２)、暮らしと経済(２)、人

権・同和教育(２) 

人間・環境領域 

人間と哲学(２)、生命と地球(２)、心の科学(２)、共生社会を生きる(２) 

言語・異文化理解科目 

○日本語表現法Ⅰ(１)、○日本語表現法Ⅱ(１)、伝わる文章力(１)、○英語Ⅰ(１)、

○英語Ⅱ(１)、〇英語コミュニケーションⅠ(１)、〇英語コミュニケーションⅡ

(１)、ＴＯＥＩＣ入門(１)、フランス語Ⅰ(１)、フランス語Ⅱ(１)、中国語Ⅰ(１)、

中国語Ⅱ(１)、韓国語Ⅰ(１)、韓国語Ⅱ(１)、イングリッシュワークショップ(１)、

海外研修(２) 

情報教育科目 

○情報処理演習Ⅰ(１)、○情報処理演習Ⅱ(１)、情報処理演習Ⅲ(１)、情報処理演

習Ⅳ(１)、情報科学概論(２)、データサイエンス(２)、アルゴリズムとプログラミ

ング(２)、ＩＣＴ活用法(２)、情報処理技術(２) 

健康教育科目 

スポーツ(１)、健康の科学(２) 

キャリア教育科目 

キャリアデザイン領域 

○キャリア基礎演習Ⅰ(１)、○キャリア基礎演習Ⅱ(１)、○キャリア基礎演習Ⅲ

(１)、○キャリアデザインⅠ(１)、キャリアデザインⅡ(１)、キャリアデザインⅢ

(１)、インターンシップⅠ(２)、インターンシップⅡ(２) 

キャリア発展領域 

生活デザイン学科 
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スキルアップ講座Ｂ(１)、スキルアップ講座Ｃ(１)、スキルアップ講座Ｄ(１)、ス

キルアップ講座Ｅ(１)、スキルアップ講座Ｒ(１)、スキルアップ講座Ｓ(１) 

栄養学科 

スキルアップ講座Ｂ(１)、スキルアップ講座Ｃ(１)、○スキルアップ講座Ｋ(１)、

○スキルアップ講座Ｌ(１)、○スキルアップ講座Ｍ(１)、○スキルアップ講座Ｎ

(１)、スキルアップ講座Ｒ(１)、スキルアップ講座Ｓ(１) 

 

 

別表２（第27条関係） 

人間科学部総合共通科目（30単位） 

教養教育科目 

文化・芸術領域 

ことばと日本文化(２)、ことばと異文化(２)、情報文化論(２)、スポーツの文化

(２) 

歴史・社会領域 

歴史と国際情勢(２)、現代国家と法（日本国憲法）(２)、暮らしと経済(２)、人

権・同和教育(２) 

人間・環境領域 

人間と哲学(２)、生命と地球(２)、心の科学(２)、共生社会を生きる(２) 

言語・異文化理解科目 

○日本語表現法Ⅰ(１)、○日本語表現法Ⅱ(１)、伝わる文章力(１)、○英語Ⅰ(１)、

○英語Ⅱ(１)、〇英語コミュニケーションⅠ(１)、〇英語コミュニケーションⅡ

(１)、ＴＯＥＩＣ入門(１)、フランス語Ⅰ(１)、フランス語Ⅱ(１)、中国語Ⅰ(１)、

中国語Ⅱ(１)、韓国語Ⅰ(１)、韓国語Ⅱ(１)、イングリッシュワークショップ(１)、

海外研修(２) 

情報教育科目 

○情報処理演習Ⅰ(１)、○情報処理演習Ⅱ(１)、情報処理演習Ⅲ(１)、情報処理演

習Ⅳ(１)、情報科学概論(２)、データサイエンス(２)、アルゴリズムとプログラミ

ング(２)、ＩＣＴ活用法(２)、情報処理技術(２) 

健康教育科目 

スポーツ(１)、健康の科学(２) 

キャリア教育科目 

キャリアデザイン領域 
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○キャリア基礎演習Ⅰ(１)、○キャリア基礎演習Ⅱ(１)、○キャリア基礎演習Ⅲ

(１)、○キャリアデザインⅠ(１)、キャリアデザインⅡ(１)、キャリアデザインⅢ

(１)、インターンシップⅠ(２)、インターンシップⅡ(２) 

キャリア発展領域 

児童・幼児教育学科 

スキルアップ講座Ｂ(１)、スキルアップ講座Ｃ(１)、スキルアップ講座Ｆ(１)、ス

キルアップ講座Ｇ(１)、スキルアップ講座Ｈ(１)、スキルアップ講座Ｉ(１)、○ス

キルアップ講座Ｊ(１)、スキルアップ講座Ｏ(１)、スキルアップ講座Ｒ(１)、スキ

ルアップ講座Ｓ(１) 

心理・文化学科 

スキルアップ講座Ｂ(１)、スキルアップ講座Ｃ(１)、スキルアップ講座Ｄ(１)、ス

キルアップ講座Ｅ(１)、スキルアップ講座Ｒ(１)、スキルアップ講座Ｓ(１) 

 

 

別表３（第27条関係） 

家政学部生活デザイン学科専門教育科目（76単位） 

学部共通科目 

○家政学概論(２)、人間関係論(２)、統計学(２)、カウンセリング論(２)、フード

スペシャリスト論(２)、食品の官能評価・鑑別論(２)、教職概論(２)、教育原論

(２)、教育心理学(２) 

学科共通科目 

○生活デザイン概論(２)、○生活デザイン演習(３)、○家族関係学（生活福祉を含

む。）(２)、○消費生活論(２)、○被服学(２)、○食物学(２)、○住居学（製図を

含む。）(２) 

コース科目 

家庭科教員コース 

保育学（実習及び家庭看護を含む。）(２)、生活経営学（生活経済学を含む。）

(２)、家庭電気・機械(２)、家庭科情報処理演習(１)、被服構成学(２)、被服構成

学実習Ⅰ(１)、アパレルＣＡＤ演習(１)、被服構成学実習Ⅱ(１)、被服構成学実習

Ⅲ(１)、食品学(２)、栄養学(２)、調理学(２)、調理学実習Ⅰ(１)、調理学実習Ⅱ

(１)、調理学実習Ⅲ(１) 

インテリアデザインコース 

色彩学(２)、地域住宅地計画(２)、住居管理学(２)、インテリア計画(２)、建築・
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インテリア設計入門Ⅰ(１)、建築・インテリア設計入門Ⅱ(１)、建築計画Ⅰ(２)、

建築計画Ⅱ(２)、建築史(２)、建築環境工学(２)、建築設備学(２)、建築一般構造

学(２)、建築構造力学(２)、建築材料学(２)、建築施工学(２)、建築法規(２)、建

築・インテリア設計演習Ⅰ(２)、建築・インテリア設計演習Ⅱ(２)、建築・インテ

リア設計演習Ⅲ(２)、建築・インテリア設計演習Ⅳ(２)、建築・インテリア設計演

習Ⅴ(２)、インテリアデザイン演習Ⅰ(２)、インテリアデザイン演習Ⅱ(２) 

ライフデザインコース 

 地域生活学演習Ⅰ(２)、地域生活学演習Ⅱ(２)、被服科学(２)、被服科学演習(１)、

服飾デザイン論（アパレル企画を含む。）(２)、工芸染色実習(１)、フードコー

ディネート論(２)、食品流通・消費論(２)、食品・調理学実験(１)、食品衛生学

(２)、社会調査法演習(１)、マーケティング論(２)、販売管理論(２)、流通管理論

(２)、パーソナルファイナンス(２)、リテールマーケティング(２)、ファイナン

シャルプラン(２)、調理技術基礎演習(２)、調理技術発展演習(２)、プロに学ぶ食

育実践演習(２) 

ゼミナール科目 

○ゼミナールⅠ(１)、○ゼミナールⅡ(１)、○ゼミナールⅢ(１)、○ゼミナールⅣ

(１)、○キャリア発展ゼミナール(２) 

 

 

別表４(第27条関係) 

家政学部栄養学科専門教育科目（94単位） 

学部共通科目 

○家政学概論(２)、人間関係論(２)、○統計学(２)、カウンセリング論(２)、フー

ドスペシャリスト論(２)、○食品の官能評価・鑑別論(２)、教職概論(２)、教育原

論(２)、教育心理学(２) 

専門基礎分野 

社会・環境と健康 

○栄養情報論実習(１)、○公衆衛生学Ⅰ(２)、○公衆衛生学Ⅱ(２)、○実践疫学

(２) 

人体の構造と機能及び疾病の成り立ち 

○基礎生化学（基礎化学を含む。）(２)、○基礎生化学実験（基礎化学を含む。）

(１)、○解剖生理学Ⅰ(２)、○解剖生理学Ⅱ(２)、○解剖生理学実験(１)、○生化

学Ⅰ(２)、○生化学Ⅱ(２)、○生化学実験(１)、○病態生理学Ⅰ(２)、○病態生理
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学Ⅱ(２)、○病態生理学実習(１) 

食べ物と健康 

○食品学Ⅰ(２)、○食品学Ⅱ(２)、○食品学実験(１)、○食品衛生学(２)、○食品

衛生学実験(１)、○食品加工学(２)、○食品加工学実習(１)、○調理学(２)、○実

践調理学実習Ⅰ(１)、○実践調理学実習Ⅱ(１) 

専門分野 

基礎栄養学 

○基礎栄養学(２)、○基礎栄養学実験(１) 

応用栄養学 

○応用栄養学Ⅰ(２)、○応用栄養学Ⅱ(２)、○応用栄養学実習(１)、○食事摂取基

準論(２) 

 栄養教育論 

○栄養教育論Ⅰ(２)、○栄養教育論Ⅱ(２)、○栄養教育論Ⅲ(２)、○栄養教育論実

習(１) 

 臨床栄養学 

○臨床栄養学(２)、○臨床栄養学実習(１)、○臨床栄養アセスメント論(２)、○臨

床栄養アセスメント論実習(１)、○臨床栄養生化学(２)、○臨床栄養病態学(２) 

 公衆栄養学 

○公衆栄養学Ⅰ(２)、○公衆栄養学Ⅱ(２)、○公衆栄養学実習(１) 

 給食経営管理論 

○給食管理(２)、○給食管理実習Ⅰ(１)、○給食管理実習Ⅱ(１)、○給食経営論

(２) 

 総合演習 

○管理栄養士総合演習Ａ(１)、○管理栄養士総合演習Ｂ(１)、○管理栄養士総合演

習Ｃ(１)、○管理栄養士総合演習Ｄ(１)、○管理栄養士総合演習Ｅ(１)、実践総合

演習１(１)、実践総合演習２(１)、実践総合演習３(１)、実践総合演習４(１)、実

践総合演習５(１)、実践総合演習６(１)、○キャリア発展ゼミナール(１) 

 臨地実習 

○臨地実習Ⅰ（福祉施設・保健所）(１)、○臨地実習Ⅱ（小学校）(１)、○臨地実

習Ⅲ（病院）(２) 

栄養教諭関連科目（自由科目） 

栄養教諭論Ⅰ(２)、栄養教諭論Ⅱ(２) 
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別表５（第27条関係） 

人間科学部児童・幼児教育学科専門教育科目（76単位） 

学部共通科目 

○人間科学概論(２)、心理学概論(２)、発達心理学(２)、学習・言語心理学(２)、

コミュニケーション概論(２)、社会調査法(２)、教育・学校心理学(２) 

学科共通科目 

初等教育領域 

特別支援教育の理解（障害児支援教育）(２)、教職概論(２)、教育原論(２)、教育

心理学(２)、教育制度論(２)、特別支援教育論(２)、教育方法・技術論（情報通信

技術の活用を含む。）(２)、教育課程論（初等）(２)、初等教育実習事前事後指導

(１)、初等教育実習Ⅰ(４)、初等教育実習Ⅱ(２)、初等教育実習Ⅲ(２)、教職実践

演習（初等）(２) 

特別支援教育領域 

障害者教育総論Ⅰ(２)、障害者教育総論Ⅱ(２)、病弱教育(２)、知的障害者の心理

・生理・病理(２)、知的障害者教育(２)、肢体不自由者の心理・生理・病理(２)、

肢体不自由者教育(２)、肢体不自由者指導法(２)、発達障害教育総論(２)、病弱者

の心理・生理・病理(２)、障害者の病理・保健(２)、知的障害者指導法(２)、視覚

障害教育総論(２)、聴覚障害教育総論(２)、重複障害教育総論(２)、特別支援学校

教育実習事前事後指導(１)、特別支援学校教育実習(２) 

コース科目 

児童教育コース 

国語科教育概論（書写を含む。）(２)、算数科教育概論(２)、生活科教育概論

(２)、社会科教育概論(２)、図画工作(２)、理科教育概論(２)、家庭科教育概論

(２)、体育(２)、器楽基礎(２)、声楽基礎(２)、国語科指導法(２)、社会科指導法

(２)、算数科指導法(２)、理科指導法(２)、図画工作指導法(２)、生活科指導法

(２)、家庭科指導法(２)、体育科指導法(２)、音楽科指導法(２)、器楽応用(２)、

児童英語概論(２)、児童英語指導法(２)、道徳教育指導法（初等）(２)、総合的な

学習の時間指導法(２)、特別活動指導法（初等）(２)、生徒・進路指導（初等）

(２)、生徒・教育相談論（初等）(２) 

幼児教育・保育コース 

保育者論(２)、保育原理Ⅰ(２)、保育原理Ⅱ(２)、子どもの家庭福祉Ⅰ(２)、子ど

もの家庭福祉Ⅱ(２)、子ども保健学Ⅰ(２)、子ども保健学Ⅱ(２)、社会的養護

(２)、社会福祉原論(２)、乳幼児心理学(２)、保育内容総論(２)、造形演習(２)、
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教育課程・保育計画総論(２)、子どもの家庭支援の心理学(２)、乳児保育演習

(２)、子どもの食と栄養(２)、保育内容指導法（健康）(２)、保育内容指導法（人

間関係）(２)、保育内容指導法（環境）(２)、保育内容指導法（言葉）(２)、保育

内容指導法（表現）(２)、子ども家庭支援論(２)、障害児保育(２)、リトミック

(２)、社会的養護演習(２)、保育実習指導Ⅰ(２)、保育実習指導Ⅱ(２)、施設実習

指導Ⅰ(２)、施設実習指導Ⅱ(２)、保育実習Ⅰ(２)、保育実習Ⅱ(２)、施設実習Ⅰ

(２)、施設実習Ⅱ(２)、幼児理解・相談論(２)、子育て支援演習(２)、保育実践演

習(２)、子どもの理解と援助(２)、乳児保育論(２)、子どもの健康と安全(２)、幼

児と健康(２)、幼児と人間関係(２)、幼児と環境(２)、幼児と言葉(２)、幼児と表

現(２) 

ゼミナール科目 

○ゼミナールⅠ(１)、○ゼミナールⅡ(１)、○ゼミナールⅢ(１)、○ゼミナールⅣ

(１)、○キャリア発展ゼミナール(２) 

 

 

別表６（第27条関係） 

人間科学部心理・文化学科専門教育科目（76単位） 

学部共通科目 

○人間科学概論(２)、心理学概論(２)、発達心理学(２)、学習・言語心理学(２)、

コミュニケーション概論(２)、社会調査法(２)、教育・学校心理学(２) 

コース科目 

心理学コース 

社会・集団・家族心理学Ⅰ（社会・集団心理学）(２)、健康・医療心理学(２)、知

覚・認知心理学Ⅰ（知覚心理学）(２)、臨床心理学概論(２)、知覚・認知心理学Ⅱ

（認知心理学）(２)、心理学研究法(２)、心理学的支援法(２)、心理学統計法Ⅰ

(２)、心理学統計法Ⅱ(２)、心理学実験Ⅰ(２)、心理学実験Ⅱ(２)、心理的アセス

メント(２)、神経・生理心理学(２)、社会・集団・家族心理学Ⅱ（家族心理学）

(２)、心理演習(２)、精神疾患とその治療(２)、障害者・障害児心理学(２)、人体

の構造と機能及び疾病(２)、感情・人格心理学(２)、福祉心理学(２)、産業・組織

心理学(２)、司法・犯罪心理学(２)、公認心理師の職責(２)、関係行政論(２)、心

理実習(２) 

国語・書道教育コース 

日本語学概論（音声言語を含む。）(２)、日本古典文学史(２)、楷書法Ⅰ(１)、楷
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書法Ⅱ(１)、行草書法Ⅰ(１)、行草書法Ⅱ(１)、日本語文法(２)、日本近現代文学

史(２)、書写書道Ⅰ(１)、書写書道Ⅱ(１)、日本語史概論(２)、日本古典文学

(２)、日本古典文学演習Ⅰ(２)、日本古典文学演習Ⅱ(２)、漢文学Ⅰ(２)、漢文学

Ⅱ(２)、中国書道史(２)、日本書道史(２)、書論(２)、鑑賞(２)、篆隷書法Ⅰ

(１)、篆隷書法Ⅱ(１)、仮名書法Ⅰ(１)、仮名書法Ⅱ(１)、漢字仮名交じり書法Ⅰ

(１)、漢字仮名交じり書法Ⅱ(１)、教職概論(２)、教育原論(２)、教育心理学

(２)、生徒・教育相談論（中等）(２)、日本語学演習Ⅰ(２)、日本語学演習Ⅱ

(２)、日本近現代文学演習Ⅰ(２)、日本近現代文学演習Ⅱ(２)、国語科教材分析

(２)、コース実践演習Ⅰ(２)、コース実践演習Ⅱ(２)、コース実践演習Ⅲ(２) 

文化文芸コース 

文化文芸概論(２)、日本文学概論(２)、日本近現代文学(２)、日本語の歴史(２)、

日本語の古典(２)、文章表現(２)、ビジュアル文化論(２)、メディアと現代文化

(２)、生活の中の書(２)、デジタル書道(２)、書文化研究(２)、水墨画演習(１)、

文化文芸インターンシップ(１)、商品プランナー実務論(２) 

ゼミナール科目 

○ゼミナールⅠ(１)、○ゼミナールⅡ(１)、○ゼミナールⅢ(１)、○ゼミナールⅣ

(１)、○キャリア発展ゼミナール(２) 

 

 

別表７(第28条関係) 

家政学部生活デザイン学科専門教育科目 

自由科目 

教職に関する専門教育科目 

教育行政学(２)、特別支援教育論(２)、教育課程論（中等）(２)、家庭科教育法

Ⅰ(２)、家庭科教育法Ⅱ(２)、家庭科教育法Ⅲ(２)、家庭科教育法Ⅳ(２)、道徳教

育指導法（中等）(２)、特別活動・総合的な学習の時間指導法(２)、教育方法学

（情報通信技術の活用を含む。）(２)、生徒・進路指導（中等）(２)、生徒・教育

相談論（中等）(２)、 中等教育実習事前事後指導(１)、中等教育実習Ⅰ(２)、中

等教育実習Ⅱ(２)、教職実践演習（中等）(２) 

 

 

別表７の２（第28条関係） 

家政学部栄養学科専門教育科目 
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自由科目 

教職に関する専門教育科目 

教育行政学(２)、特別支援教育論(２)、教育課程論(２)、道徳教育論(２)、特別活

動・総合的な学習の時間論(２)、教育方法学（情報通信技術の活用を含む。）(２)、

生徒指導論(２)、教育相談論(２)、事前事後指導（栄養教諭）(１)、栄養教育実習

(１)、教職実践演習（栄養教諭）(２) 

 

 

別表８（第28条関係） 

人間科学部心理・文化学科専門教育科目 

自由科目 

教職に関する専門教育科目 

教育行政学(２)、特別支援教育論(２)、教育課程論（中等）(２)、国語科教育法Ⅰ

(２)、国語科教育法Ⅱ(２)、国語科教育法Ⅲ(２)、国語科教育法Ⅳ(２)、書道科教

育法Ⅰ(２)、書道科教育法Ⅱ(２)、道徳教育指導法（中等）(２)、特別活動・総合

的な学習の時間指導法(２)、教育方法学（情報通信技術の活用を含む。）(２)、生

徒・進路指導（中等）(２)、中等教育実習事前事後指導(１)、中等教育実習Ⅰ

(２)、中等教育実習Ⅱ(２)、教職実践演習（中等）(２) 

 

 

別表９（第27条及び第29条関係） 

家政学部生活デザイン学科自由選択科目（18単位） 

図書館司書課程科目 

図書館概論(２)、生涯学習概論(２)、情報資源組織論(２)、情報資源組織演習Ⅰ

(１)、情報資源組織演習Ⅱ(１)、情報サービス論(２)、情報サービス演習Ⅰ(１)、

情報サービス演習Ⅱ(１)、児童サービス論(２)、図書館情報技術論(２)、図書館情

報資源概論(２)、図書館サービス概論(２)、図書館制度・経営論(２)、図書館サー

ビス特論・図書館情報資源特論(２)、図書及び図書館史・図書館基礎特論(２) 

学校図書館司書教諭課程科目 

学校経営と学校図書館(２)、学校図書館メディアの構成(２)、情報メディアの活用

(２)、学習指導と学校図書館(２)、読書と豊かな人間性(２) 

K-CIP科目 

公務員試験概論(１)、数的処理Ⅰ(１)、社会科学Ⅰ(１)、文章理解(１)、数的処理
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Ⅱ(１)、数的処理Ⅲ(１)、社会科学Ⅱ(１)、自然科学(１)、人文科学(１)、憲法演

習(１)、行政法演習(１)、民法（総則、物権）演習(１)、民法（債権、親族・相

続）演習(１)、ミクロ経済学演習(１)、マクロ経済学演習(１)、法律科目演習Ⅰ

(１)、法律科目演習Ⅱ(１)、経済科目演習Ⅰ(１)、経済科目演習Ⅱ(１)、行政科目

演習Ⅰ(１)、行政科目演習Ⅱ(１)、会計学演習(１)、専門科目記述式演習(１)、公

務員試験直前対策Ⅰ(教養)(１)、文章理解演習(１)、人文科学演習(１)、公務員試

験直前対策Ⅱ(教養)(１)、社会科学演習(１)、自然科学演習(１)、公務員試験直前

対策Ⅰ(SPI)(１)、公務員試験直前対策Ⅱ(SPI)(１)、公務員試験直前対策Ⅲ(教

養)(１)、公務員試験直前対策Ⅲ(SPI)(１)、公務員人物試験対策(１) 

 

 

別表９の２（第27条及び第29条関係） 

栄養学科自由選択科目 

図書館司書課程科目 

図書館概論(２)、生涯学習概論(２)、情報資源組織論(２)、情報資源組織演習Ⅰ

(１)、情報資源組織演習Ⅱ(１)、情報サービス論(２)、情報サービス演習Ⅰ(１)、

情報サービス演習Ⅱ(１)、児童サービス論(２)、図書館情報技術論(２)、図書館情

報資源概論(２)、図書館サービス概論(２)、図書館制度・経営論(２)、図書館サー

ビス特論・図書館情報資源特論(２)、図書及び図書館史・図書館基礎特論(２) 

K-CIP科目 

公務員試験概論(１)、数的処理Ⅰ(１)、社会科学Ⅰ(１)、文章理解(１)、数的処理

Ⅱ(１)、数的処理Ⅲ(１)、社会科学Ⅱ(１)、自然科学(１)、人文科学(１)、憲法演

習(１)、行政法演習(１)、民法（総則、物権）演習(１)、民法（債権、親族・相

続）演習(１)、ミクロ経済学演習(１)、マクロ経済学演習(１)、法律科目演習Ⅰ

(１)、法律科目演習Ⅱ(１)、経済科目演習Ⅰ(１)、経済科目演習Ⅱ(１)、行政科目

演習Ⅰ(１)、行政科目演習Ⅱ(１)、会計学演習(１)、専門科目記述式演習(１)、公

務員試験直前対策Ⅰ(教養)(１)、文章理解演習(１)、人文科学演習(１)、公務員試

験直前対策Ⅱ(教養)(１)、社会科学演習(１)、自然科学演習(１)、公務員試験直前

対策Ⅰ(SPI)(１)、公務員試験直前対策Ⅱ(SPI)(１)、公務員試験直前対策Ⅲ(教

養)(１)、公務員試験直前対策Ⅲ(SPI)(１)、公務員人物試験対策(１) 

 

 

別表９の３（第27条及び第29条関係） 
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人間科学部児童・幼児教育学科自由選択科目（18単位） 

図書館司書課程科目 

図書館概論(２)、生涯学習概論(２)、情報資源組織論(２)、情報資源組織演習Ⅰ

(１)、情報資源組織演習Ⅱ(１)、情報サービス論(２)、情報サービス演習Ⅰ(１)、

情報サービス演習Ⅱ(１)、児童サービス論(２)、図書館情報技術論(２)、図書館情

報資源概論(２)、図書館サービス概論(２)、図書館制度・経営論(２)、図書館サー

ビス特論・図書館情報資源特論(２)、図書及び図書館史・図書館基礎特論(２) 

学校図書館司書教諭課程科目 

学校経営と学校図書館(２)、学校図書館メディアの構成(２)、情報メディアの活用

(２)、学習指導と学校図書館(２)、読書と豊かな人間性(２) 

K-CIP科目 

公務員試験概論(１)、数的処理Ⅰ(１)、社会科学Ⅰ(１)、文章理解(１)、数的処理

Ⅱ(１)、数的処理Ⅲ(１)、社会科学Ⅱ(１)、自然科学(１)、人文科学(１)、憲法演

習(１)、行政法演習(１)、民法（総則、物権）演習(１)、民法（債権、親族・相

続）演習(１)、ミクロ経済学演習(１)、マクロ経済学演習(１)、法律科目演習Ⅰ

(１)、法律科目演習Ⅱ(１)、経済科目演習Ⅰ(１)、経済科目演習Ⅱ(１)、行政科目

演習Ⅰ(１)、行政科目演習Ⅱ(１)、会計学演習(１)、専門科目記述式演習(１)、公

務員試験直前対策Ⅰ(教養)(１)、文章理解演習(１)、人文科学演習(１)、公務員試

験直前対策Ⅱ(教養)(１)、社会科学演習(１)、自然科学演習(１)、公務員試験直前

対策Ⅰ(SPI)(１)、公務員試験直前対策Ⅱ(SPI)(１)、公務員試験直前対策Ⅲ(教

養)(１)、公務員試験直前対策Ⅲ(SPI)(１)、公務員人物試験対策(１) 

 

 

別表９の４（第27条及び第29条関係） 

人間科学部心理・文化学科自由選択科目（18単位） 

図書館司書課程科目 

図書館概論(２)、生涯学習概論(２)、情報資源組織論(２)、情報資源組織演習Ⅰ

(１)、情報資源組織演習Ⅱ(１)、情報サービス論(２)、情報サービス演習Ⅰ(１)、

情報サービス演習Ⅱ(１)、児童サービス論(２)、図書館情報技術論(２)、図書館情

報資源概論(２)、図書館サービス概論(２)、図書館制度・経営論(２)、図書館サー

ビス特論・図書館情報資源特論(２)、図書及び図書館史・図書館基礎特論(２) 

学校図書館司書教諭課程科目 

学校経営と学校図書館(２)、学校図書館メディアの構成(２)、情報メディアの活用
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(２)、学習指導と学校図書館(２)、読書と豊かな人間性(２) 

K-CIP科目 

公務員試験概論(１)、数的処理Ⅰ(１)、社会科学Ⅰ(１)、文章理解(１)、数的処理

Ⅱ(１)、数的処理Ⅲ(１)、社会科学Ⅱ(１)、自然科学(１)、人文科学(１)、憲法演

習(１)、行政法演習(１)、民法（総則、物権）演習(１)、民法（債権、親族・相

続）演習(１)、ミクロ経済学演習(１)、マクロ経済学演習(１)、法律科目演習Ⅰ

(１)、法律科目演習Ⅱ(１)、経済科目演習Ⅰ(１)、経済科目演習Ⅱ(１)、行政科目

演習Ⅰ(１)、行政科目演習Ⅱ(１)、会計学演習(１)、専門科目記述式演習(１)、公

務員試験直前対策Ⅰ(教養)(１)、文章理解演習(１)、人文科学演習(１)、公務員試

験直前対策Ⅱ(教養)(１)、社会科学演習(１)、自然科学演習(１)、公務員試験直前

対策Ⅰ(SPI)(１)、公務員試験直前対策Ⅱ(SPI)(１)、公務員試験直前対策Ⅲ(教

養)(１)、公務員試験直前対策Ⅲ(SPI)(１)、公務員人物試験対策(１) 

 

 

別表10 削除 

 

 

別表11（第27条関係） 

留学生特別科目 

初級日本語ⅠＡ(２)、初級日本語ⅡＡ(２)、初級日本語ⅠＢ(２)、初級日本語ⅡＢ 

(２)、初級日本語ⅠＣ(２)、初級日本語ⅡＣ(２)、初級日本語ⅠＤ(２)、初級日本

語ⅡＤ(２)、初級日本語ⅠＥ(２)、初級日本語ⅡＥ(２)、日本語講座Ⅰ(２)、日本

語講座Ⅱ(２)、日本事情Ⅰ(２)、日本事情Ⅱ(２)、比較文化Ⅰ(２)、比較文化Ⅱ

(２) 

 

 

別表12（第62条関係） 

〇入学検定料 

対象 金額 

家政学部・人間科学部入学試験受験者 32,000円 

大学入試センター試験利用入学試験受験者 16,000円 

  １ 第19条の規定により選抜試験を受験する者のうち、福原学園が設置する大学

（大学院を含む。）及び短期大学（専攻科を含む。）の卒業見込みの者及び卒
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業生の入学検定料については半額とし、福原学園が設置する高等学校（専攻科

を含む。）の卒業見込みの者及び卒業生の入学検定料については全額免除とす

る。 

  ２ インターネット出願を利用した場合は、１志願ごとに2,000円を減額する。 

 

○入学金及び授業料その他の学納金 

学 部 学 科 名 入 学 金 授 業 料 教育充実費 施設設備資金 合  計 

家政学部 
生活デザイン学科 280,000円 674,000円 － 230,000円 1,184,000円 

栄 養 学 科 280,000円 674,000円 － 250,000円 1,204,000円 

人間科学部 
児童・幼児教育学科 

260,000円 680,000円 30,000円 230,000円 1,200,000円 
心理・文化学科 

１ 第20条の規定により入学を許可された者のうち、 

(１) 福原学園が設置する大学（大学院を含む。）、短期大学（専攻科を含

む。）及び高等学校（専攻科を含む。）の同窓生（卒業生）子女が本学に入

学を許可された場合の入学金については、本表金額の半額とする。 

(２) 自由ケ丘高等学校（専攻科を含む。）の卒業見込みの者及び卒業生で本

学が実施する入学試験により入学を許可された場合の入学金については、全

額免除とする。 

(３) 自由ケ丘高等学校（専攻科を含む。）の卒業見込みの者及び卒業生で本

学が実施する入学試験のうち、専願入試により入学を許可された場合の授業

料については、本表金額の半額とする。 

(４) 自由ケ丘高等学校（専攻科を含む。）の卒業見込みの者及び卒業生で併

願入試により入学を許可された場合の施設設備資金については、全額免除と

する。 

２ 第21条の規定により学士入学を許可された者のうち本学、九州女子短期大学

（専攻科を含む。）及び九州共立大学（大学院を含む。）の卒業見込みの者及

び卒業生の入学金については、全額免除とする。 

３ 第22条の規定により編入学を許可された者のうち九州女子短期大学（専攻科

を含む。）の卒業見込みの者及び卒業生並びに本学及び九州共立大学（大学院

を含む。）を中途退学した者の入学金については、全額免除とする。 

４ 第61条の規定により社会人特別入学及び社会人特別編入学を許可された者の

入学金については、全額免除とし、授業料及び施設設備資金については、本表

金額の３分の１の額とする。 
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○K-CIP科目学納金 

費 用 金 額 備 考 

登 録 料 20,000円  

履 修 料 10,000円 1単位につき、オプション科目も同額 

 

 

別表13（第63条関係） 

科 目 等 履 修 生 
登 録 料          20,000円 

履 修 料 １単位  10,000円 

聴 講 生 

登 録 料          10,000円 

聴 講 料  １単位  5,000円 

実験実習費  １単位   5,000円 

１ 九州女子短期大学専攻科の学生が、科目等履修生になった場合は、登録料及

び履修料は免除する。ただし、教職専門科目の履修料は徴収する。 
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○九州女子大学家政学部履修規程 
平成13年学園規程第９号 

                        施  行：平成13年４月１日 

                        最終改正：令和５年４月１日 

第１章 総則 

（学則との関係） 

第１条 家政学部（以下「本学部」という。）の授業科目履修については、学則に定め

るもののほか、この履修規程による。 

 （学科及びコース） 

第２条 本学部に次の学科及びコースを置く。 

学 科 コース 

生活デザイン学科 家庭科教育コース 

インテリアデザインコース 

ライフデザインコース 

栄養学科  

２ 生活デザイン学科のコースへの所属は、別に定める手続きを経て、１年次の後期

初めに決定する。 

 （教職課程、図書館司書課程、学校図書館司書教諭課程及びK-CIP科目） 

第３条 教育職員免許状（以下「教員免許状」という。）を得ようとする者は、教職

課程履修願を提出し、教職課程履修登録を行わなければならない。 

２ 教職課程の授業科目及びその履修方法については別に定める。 

３ 図書館司書課程の授業科目及びその履修方法については別に定める。 

４ 学校図書館司書教諭課程の授業科目及びその履修方法については別に定める。 

５ K-CIP科目の授業科目及びその履修方法については別に定める。 

第２章 履修 

（単位区分と年次配当） 

第４条 卒業資格を得るための、単位修得区分及び授業科目の年次配当は、別表１か

ら別表７による。 

（授業科目の区分と種類） 

第５条 授業科目を総合共通科目、専門教育科目、自由選択科目及び留学生特別科目

に区分する。 

２ 前項の授業科目は、必修科目、選択科目及び自由科目に分類する。 

49



九州女子大学家政学部履修規程 

2 

 

３ 必修科目は、卒業までにすべて修得しなければならない。 

４ 選択科目は、卒業資格を得るための最低修得単位数を超えるように修得しなけれ

ばならない。 

５ 自由科目の修得単位数は、卒業資格を得るための単位数に算入できない。 

６ 自由選択科目（別表５）は、図書館司書課程科目、学校図書館司書教諭課程科目

及びK-CIP科目、自学科で単位修得した科目のうち卒業に要する単位数を超える科目、

及び自学部他学科もしくは他学部で単位修得した科目とする。 

７ 留学生特別科目（別表７）は、外国人留学生のみを対象として開講する科目であ

る。外国人留学生がこの科目を修得した場合、総合共通科目の該当する区分の単位

数に算入する。 

（授業科目等の公示） 

第６条 開講する授業科目、担当教員及び授業時間割等は年度初めに公示する。 

（授業の出欠席と公認欠席） 

第７条 授業に際しては、出席の確認を行う。 

２ 授業を欠席するとき又はしたときは、欠席届を担当教員に提出しなければならな

い。 

３ 病気その他の事故のため、欠席が１週間以上にわたるときは、欠席届に医師の診

断書を添付し、担当教員に提出しなければならない。 

４ 次の各号に該当するものは、公認欠席（以下「公欠」という。）とする。 

(１) 忌引 

    父母（７日）、祖父母・兄弟姉妹（３日）、叔父叔母・伯父伯母（２日） 

(２) 出校停止 

    学校保健安全法で定められた疾病について定められた期間 

(３) 学外実習（遠距離移動日を１日含む） 

(４) 交通スト、交通機関の事故 

(５) 就職試験、対外試合、発表会 

５ 定期の学外実習を除いて、公欠に際しては、公欠願を提出しなければならない。 

（履修制限） 

第８条 各年次に履修できる単位数の上限は、次のとおりとする。 

学 年 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 

単位数 48 48 48 48 

 ただし、成績優秀者等の履修上限については48単位を超えて履修を認めることがで

きる。 
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２ 前項の履修できる単位数には、自由選択科目及び自由科目は含まない。 

（履修申告） 

第９条 当該年度に受講を希望する授業科目の履修申告（履修登録）は、所定の期間

内に別に定める手続を経て、届け出なければならない。 

２ 履修申告していない授業科目については、受講しても単位を修得することはでき

ない。 

３ 単位を修得した授業科目は、再び受講することはできない。 

４ 履修申告した授業科目の変更は、変更期間内に申告しなければならない。 

５ 履修申告は、授業科目年次配当表に従って行うものとし、上級年次配当の授業科

目履修申告は、原則としてこれを認めない。 

（授業科目の単位算定の基準） 

第１０条 各授業科目の単位数は、１単位の履修時間を45時間の学修を必要とする内

容をもって構成することを標準とし、授業方法に応じて次のとおり単位数を定め 

る。ただし、１時限（90分）を２時間として計算する。 

(１) 講義については、15時間の授業と30時間の自修をもって１単位とする。 

(２) 演習については、30時間と15時間の自修の授業をもって１単位とする。ただ

し、「調理技術基礎演習」「調理技術発展演習」「プロに学ぶ食育実践演習」「教職

実践演習（中等）」「教職実践演習（栄養教諭）」については、15時間の授業と30時

間の自修をもって１単位とする。 

(３) 実験及び実習については、45時間の授業をもって１単位とする。ただし、「教

育実習」については、30時間と15時間の自修の授業をもって１単位とする。 

(４) 実技については、30時間の授業と15時間の自修をもって１単位とする。 

(５) 一つの授業科目について、前各号の規定する授業方法のうち二以上の方法の

併用により行う場合については、その組み合わせに応じ、それぞれの授業方法ご

との単位数の算定基準を考慮して定める時間の授業をもって１単位とする。 

 （受講制限） 

第１１条 授業科目はその内容、教室の収容定員等により受講人数を制限することが

ある。 

 （欠講） 

第１２条 授業科目の一部については、年度によって開講しないことがある（隔年開

講等）。 

（履修科目の単位認定） 

第１３条 履修した科目の単位の認定は、各授業科目担当教員が平素の研究状況、授
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業期間中の評価及び試験（追試験、再試験を含む。）等を総合的に判断して評価し、

合格した者には、その履修科目の所定の単位が与えられる。 

２ 学納金を滞納している者は、単位認定を受けることはできない。 

３ 単位認定された科目は、取り消すことはできない。 

４ 単位認定及び成績評価については、年度末に確定する。原則としてそれ以降の変

更は行わないものとする。 

（成績の評価） 

第１４条 履修科目の成績の評価は、秀、優、良、可、不可とし、秀、優、良、可を

合格とし、不可を不合格とする。ただし、「キャリア基礎演習Ⅰ」「キャリア基礎演

習Ⅱ」「キャリア基礎演習Ⅲ」の成績は、認定あるいは不可で評価を表わす。 

２ 前項の評価は次の基準による。 

(１) 秀   100点〜90点 

(２) 優   89点〜80点 

(３) 良   79点〜70点 

(４) 可   69点〜60点 

(５) 不可  59点以下 

（試験） 

第１５条 試験には授業期間中の試験、追試験及び再試験がある。 

２ 試験の方法は、筆記の他に、口述・実技・レポートなどで実施することもある。 

３ 受験に際しては、次の事項に注意すること。注意事項を厳守しなかった者は当該

科目の単位を与えない。 

(１) 学生の本分を自覚して、厳正な態度でのぞみ、不正行為があってはならない。 

(２) 特に許可された教科書、ノート等以外は、すべて身辺に置いてはならない。

物品の貸借は一切禁止する。 

(３) 答案用紙の指定欄に、学科・学籍番号・氏名等を記入する。無記入の答案は

無効とする。 

(４) 試験室には、試験開始後20分を経過すれば入室できない。また、開始後20分

を経なければ退室できない。 

（受験資格） 

第１６条 次の各号のいずれかに該当する者は、全部又は当該科目について、受験す

ることができない。 

(１) 試験を受けようとする授業科目をその年度において履修登録をしていない者

（当該科目） 
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(２) 既に修得した授業科目を再び受験しようとする者（当該科目） 

(３) 授業料その他学納金を滞納している者（全科目） 

ただし、納入延期を認められた者は、仮に受験を認める。 

(４) 授業科目の受講回数が開講回数の３分の２に満たない者（当該科目） 

(５) 受験中に学生証又は仮学生証を持参していない者（当該科目） 

(６) 試験開始後20分以上遅刻した者（当該科目） 

(７) 追・再試験に際して、追再試受験料納付書の領収書を持参していない者ある

いはレポートの場合に領収書のコピーを添付していない者（当該科目） 

 （受験上の注意） 

第１７条 試験場においては、次の諸注意に従わなければならない。 

 (１) 試験場には、学生証又は仮学生証を携行しなければならない。 

 (２) 試験中、監督の指示に従わなければならない。 

 (３) 答案用紙は、たとえその試験を放棄する場合でも必ず提出しなければならな

い。 

 (４) その他、受験上の注意事項は、別に定める。 

 （試験の不正行為） 

第１８条 試験において不正行為があった者は、当該期の全科目の単位を無効とする。 

２ 特に悪質であった者に対しては、学則第50条により処分する。 

（追試験） 

第１９条 授業期間中の試験の公欠（以下「特別公欠」という。）及び病気その他やむ

を得ない理由により、試験を受けることができなかった者が、その旨願い出た場合

は、当該科目の追試験をおこなう。 

２ 追試験を受けようとする者は、その理由を証明する診断書又は適当な書類を添付

した追試受験料納付書に追試験料を添えて提出しなければならない。 

３ 追試験料については、別に定める。ただし、特別公欠者の追試験料は免除する。 

４ 追試験は、期日を定めて１回限りおこなう。 

５ 追試受験料納付書の領収書は受験の際に提示すること。また、レポートの場合は、

領収書のコピーを添付して提出すること。 

６ 追試験の評価は次のとおりとする。 

(１) 特別公欠者の評価点は、試験の得点の100％とする。 

(２) 病欠者等の評価点は、試験の得点の80％とする。 

（再試験） 

第２０条 授業期間中の評価で不合格の授業科目があった者及び追試験の受験要件に
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該当しない理由で受験しなかった者については、担当教員の判断により、当該科目

の再試験をおこなう場合がある。 

２ 再試験の実施の有無については、シラバス及び授業中の担当教員からの指示によ

る。 

３ 再試験を受けようとする者は、再試受験料納付書に再試験料を添えて提出しなけ

ればならない。 

４ 再試験料については、別に定める。 

５ 再試験は、期日を定めて１回限りおこなう。 

６ 再試受験料納付書の領収書は受験の際に提示すること。また、レポートの場合は、

領収書のコピーを添付して提出すること。 

７ 再試験の評価は試験の得点の80％とし、評価点は最高60点とする。 

 （他の学部又は本学部他学科の授業科目の履修） 

第２１条 他の学部又は本学部他学科の授業科目を履修しようとする者は、あらかじ

め学部長に申し出て、授業科目担当教員の承認及び学長の許可を必要とする。 

２ 学生の所属する学科以外の本学部他学科又は他学部が開設する専門教育科目のう

ち、共通開設科目以外の授業科目は別に定める手続きを経て、他の自由選択科目の

修得単位数と合わせて18単位まで自由選択科目として卒業要件修得単位数に算入す

ることができる。 

３ 前項の単位数を超えて修得した授業科目の単位は、卒業要件単位には算入しない。 

 （他の大学、短期大学又は大学以外の教育施設等における学生の履修） 

第２２条 他の大学、短期大学又は高等専門学校の専攻科における授業科目の履修は、

当該学生の所属する学科において教育上有益と認めるときに限り、学長がこれを許

可する。 

２ 前項により与えることができる単位数は、60単位を超えないものとする。 

 （再履修） 

第２３条 単位を修得できなかった授業科目については、再履修することができる。 

２ 再履修を希望する授業科目については、第９条に定める履修申告をしなければな

らない。 

   第３章 進級・卒業見込み及び卒業研究 

（学年の進級） 

第２４条 進級は学年の初めとする。 

２ ２年次から３年次への進級は、学生と教員の面談に基づいて教育運営委員会にお

いて審議し、学長が決定する。 
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（卒業見込証明書） 

第２５条 卒業見込証明書は、前年度末までに卒業要件単位数のうち90単位以上を修

得した４年次に在学する者に交付される。 

 （卒業研究） 

第２６条 本学部学生は、卒業研究（「キャリア発展ゼミナール」）を履修しなければ

ならない。 

２ 卒業研究の取扱いは別に定める。 

第４章 聴講生・特別聴講学生 

（聴講生） 

第２７条 本学部の授業科目を聴講生として聴講を許可される者は、学則第18条に定

める者について、学長が許可する。 

２ 聴講生の身分及び取り扱いについては、本規程に定めるもののほか、学則その他

の諸規定を準用する。 

（出願の時期及び手続） 

第２８条 聴講生として志願する者は、別に定める所定の期日までに所定の願書を提

出しなければならない。 

 （聴講の許可） 

第２９条 聴講生は、教育研究に支障がない場合に限り、学長が聴講を許可する。 

（聴講期間） 

第３０条 聴講生の聴講期間は１年以内とする。 

 （登録料及び聴講料） 

第３１条 登録料及び聴講料は、学則第63条に定めるところによる。 

 （聴講科目の制限） 

第３２条 聴講できない授業科目については別に定める。 

 （聴講生の心得） 

第３３条 聴講生は、学内諸規程を守らなければならない。 

２ 聴講生として不適当であると認められたときは、聴講許可を取り消すことがある。 

（特別聴講学生） 

第３４条 特別聴講学生については、別に定める。 

   第５章 科目等履修生 

 （科目等履修生） 

第３５条 本学の学生以外で１又は複数の授業科目の履修を希望する者（以下「科目

等履修生」という。）に対しては、学長が履修を許可する。 
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２ 科目等履修生として志願できる者は、学則第18条に該当する者とする。 

３ 科目等履修生で、当該授業科目の試験等に合格した者には、所定の単位を与える。 

４ 単位の認定については、学則第33条を準用する。 

５ 単位を修得した授業科目については、本人の願出により単位修得証明書を交付す

ることができる。 

６ 科目等履修生の身分及び取り扱いについては、本規程に定めるもののほか、学則

その他の諸規定を準用する。 

 （科目等履修生の履修資格） 

第３６条 科目等履修生として本学部の授業科目履修を許可される者は、学則第18条

に定める資格を有する者及び大学において科目等履修生として適当であると認めた

者とする。 

 （出願の時期及び手続） 

第３７条 科目等履修生として志願する者は、別に定める所定の期日までに所定の願

書を提出しなければならない。 

 （科目等履修生の期間） 

第３８条 科目等履修生の期間は、許可された授業科目の授業が終了する学期末まで

とする。ただし、引き続き履修を希望する場合は、学長が許可し、その期間を更新

することができる。 

 （科目等履修生の許可） 

第３９条 科目等履修生は、教育研究に支障がない場合に限り、学長が履修を許可す

る。 

 （登録料及び履修料） 

第４０条 科目等履修生として本学部の授業科目の履修を許可された者の登録料及び

履修料は、学則第63条に定めるところによる。 

 （履修科目の制限） 

第４１条 科目等履修生は、教職課程の教育実習は履修できない。（ただし、本学及び

九州女子短期大学卒業生は除く。） 

 （単位認定） 

第４２条 科目等履修生でその受講した授業科目の試験に合格した者には、所定の単

位を認定する。 

２ 科目等履修生で本学又は他の大学で単位を修得した者が、本学部の正規の課程に

入学した場合、学長が本学部の単位として算入することを認めることができる。 

 （科目等履修生の心得） 
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第４３条 科目等履修生は、学内諸規程を守らなければならない。 

２ 科目等履修生として不適当であると認められたときは、履修許可を取り消すこと

がある。 

第６章 学士入学、編入学、転入学及び転部・転科 

（学士入学者、編入学者、転入学者及び転部・転科の単位認定） 

第４４条 学則第21条、第22条、第23条及び第25条の規定により、学士入学、編入学、

転入学及び転部・転科を許可された学生の単位認定は、本学部、学科における授業

科目及びその単位数に相当すると認められる場合の単位を認定する。 

（入学前の既修得単位の認定） 

第４５条 新たに１年次に入学を許可された者で、学則第37条に該当する者は、60単

位を超えない範囲で、本学で履修したものとみなし、単位を認定する。 

２ 既修得単位の認定を希望する者は、別に定める所定の期日までに必要な書類を提

出しなければならない。 

（転部・転科・コース変更） 

第４６条 転部・転科を希望する者は、理由を付した願書を所属する学科長を通して

学部長に提出しなければならない。 

２ 前項で受け入れる学科は、別に定める方法で選考を行い、学長がこれを許可する。 

３ 転部・転科ができるのは、２年次又は３年次の学年始めとし、受け入れ学科に欠

員がある場合に限る。 

４ 一度転部・転科した学生は再度転部・転科はできない。 

５ 転部・転科についての出願の期間は毎年２月末日までとする。 

６ １年次の後期に所属を決定した本学部生活デザイン学科のコースの変更は、学長

が各年次の初めに認めることがある。 

附 則 

 （施行期日） 

１ この規程は、平成13年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 転科者への適用は平成14年度以降とする。 

３ 学士入学者及び編入学者への適用は平成15年度以降とする。 

附 則 

この規程は、平成14年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成16年４月１日から施行する。ただし、別表４のうち「臨地実習」
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の項目に該当する授業科目については、平成14年度以降の入学者から適用する。 

附 則 

この規程は、平成17年４月１日から施行する。ただし、別表４のうち「栄養教諭論

Ⅰ・Ⅱ」及び別表５の「教職に関する専門教育科目」に関しては、平成15年度入学生

から適用する。 

附 則 

この規程は、平成18年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成19年４月１日から施行し、平成19年度入学生より適用する。 

附 則 

この規程は、平成20年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成21年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成22年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成23年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成25年４月１日から施行する。ただし、海外留学先の大学等の教育

施設で修得した単位の認定は、第24条の規定にかかわらず、平成21年度以前の入学者

について従前の例による。 

附 則 

この規程は、平成27年４月１日から施行し、平成27年度入学生より適用する。 

附 則 

この規程は、平成29年４月１日から施行する。 

附 則 

（施行期日） 

１ この規程は、平成31年４月１日から施行する。 

（単位区分、授業科目等に関する経過措置） 

２ 第２条及び第４条の規定にかかわらず、平成30年度以前の入学者については、従

前の例による。 

附 則 

（施行期日） 

１ この規程は、令和２年４月１日から施行する。 

（単位区分、授業科目等に関する経過措置） 
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２ 第２条の規定にかかわらず、平成31年度以前の入学者については、従前の例によ

る。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この規程は、令和３年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 改正後の規程は、令和３年度入学者（学士入学者、編入学者で令和３年４月１日

以降に旧規定が適用される学年次に入学した者を除く。）から適用し、同年度前の在

学者については、従前の例による。 

  附 則 

 （施行期日） 

１ この規程は、令和４年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 改正後の規程は、令和４年度入学者（学士入学者、編入学者で令和４年４月１日

以降に旧規定が適用される学年次に入学した者を除く。）から適用し、同年度前の在

学者については、従前の例による。 

附 則 

 （施行期日） 

１ この規程は、令和５年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 改正後の規程は、令和５年度入学者（学士入学者、編入学者で令和５年４月１日

以降に旧規定が適用される学年次に入学した者を除く。）から適用し、同年度前の在

学者については、従前の例による。 

附 則 

 （施行期日） 

１ この規程は、令和５年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 改正後の規程は、令和５年度入学者（学士入学者、編入学者で令和５年４月１日

以降に旧規定が適用される学年次に入学した者を除く。）から適用し、同年度前の在

学者については、従前の例による。 
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別表１ 卒業に要する単位の修得区分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合共通科目 30 単位

12 単位

18 単位

専門教育科目 76 単位

（必修科目） 2 単位

15 単位

6 単位

（選択科目） 53 単位

18 単位

124 単位

総合共通科目

2 単位以上

2 単位以上

2 単位以上

8 単位以上

2 単位以上

4 単位以上

自由選択科目

生活デザイン学科

（必修科目）

（選択科目）

学部共通科目

学科共通科目

ゼミナール科目

自由選択科目

合  計

　次の各区分ごとに所定の単位を履修し、合計30単位以上を修得すること。（必
修を含む。）

教養教育科目（文化・芸術領域）

教養教育科目（歴史・社会領域）

教養教育科目（人間・環境領域）

言語・異文化理解科目

情報教育科目

キャリア教育科目

　自由選択科目18単位には、次の⑴から⑸の科目を履修し修得した単位のうち、
合計18単位を限度とする単位数を充てる。
　　 ⑴図書館司書課程科目
　　 ⑵学校図書館司書課程科目
　　 ⑶K-CIP科目
　　 ⑷自学科で単位修得した科目のうち、卒業に要する単位数を超える科目
　 　⑸自学部他学科もしくは他学部で単位修得した科目

60



九州女子大学家政学部履修規程 

13 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合共通科目 30 単位

18 単位

12 単位

専門教育科目 94 単位

（必修科目） 6 単位

40 単位

48 単位

124 単位

総合共通科目

2 単位以上

教養教育科目（歴史・社会領域） 2 単位以上

教養教育科目（人間・環境領域） 2 単位以上

言語・異文化理解科目 8 単位以上

情報教育科目 2 単位以上

健康教育科目 2 単位以上

キャリア教育科目 8 単位以上

自由選択科目

栄養学科

（必修科目）

（選択科目）

学部共通科目

専門基礎分野

専門分野

教養教育科目（文化・芸術領域）

　自由選択科目18単位には、次の⑴から⑸の科目を履修し修得した単位のうち、
合計18単位を限度とする単位数を充てる。
　　 ⑴図書館司書課程科目
　　 ⑵学校図書館司書課程科目
　 　⑶K-CIP科目
　　 ⑷自学科で単位修得した科目のうち、卒業に要する単位数を超える科目
　 　⑸自学部他学科もしくは他学部で単位修得した科目

自由選択科目

合  計

　次の各区分ごとに所定の単位を履修し、合計30単位以上を修得すること。（必
修を含む。）
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別表２ 総合共通科目年次配当表（家政学部共通） 

 

 

 

 

 

 

 

 

必修 選択 自由 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

ことばと日本文化 2 講  義 (2) (2) (2) (2)

ことばと異文化 2 講  義 (2) (2) (2) (2)

情報文化論 2 講  義 (2) (2) (2) (2)

スポーツの文化 2 講　義 (2) (2) (2) (2)

歴史と国際情勢 2 講  義 (2) (2) (2) (2)

現代国家と法（日本国憲法） 2 講  義 (2) (2) (2) (2) 教免必修

暮らしと経済 2 講  義 (2) (2) (2) (2)

人権・同和教育 2 講  義 (2) (2) (2) (2) 教免必修(生活デザイン学科のみ）

人間と哲学 2 講  義 (2) (2) (2) (2)

生命と地球 2 講　義 (2) (2) (2) (2)

心の科学 2 講  義 (2) (2) (2) (2)

共生社会を生きる 2 講　義 (2) (2) (2) (2)

日本語表現法Ⅰ 1 演  習 (2) (2)

日本語表現法Ⅱ 1 演  習 (2) (2)

伝わる文章力 1 演　習 (2) (2)

英語Ⅰ 1 演  習 2

英語Ⅱ 1 演  習 2

英語コミュニケーションⅠ 1 演  習 2

英語コミュニケーションⅡ 1 演  習 2

ＴＯＥＩＣ入門 1 演　習 (2) (2)

フランス語Ⅰ 1 演  習 (2) (2)

フランス語Ⅱ 1 演  習 (2) (2)

中国語Ⅰ 1 演  習 (2) (2)

中国語Ⅱ 1 演  習 (2) (2)

韓国語Ⅰ 1 演  習 (2) (2)

韓国語Ⅱ 1 演  習 (2) (2)

イングリッシュワークショップ 1 演  習 (2) (2) (2) (2)

海外研修 2 実  習 * * * * * * * * 年間を通して適切な時期に行う

情報処理演習Ⅰ 1 演  習 2

情報処理演習Ⅱ 1 演  習 2

情報処理演習Ⅲ 1 演  習 2

情報処理演習Ⅳ 1 演  習 2

情報科学概論 2 講　義 2

データサイエンス 2 講　義 2

アルゴリズムとプログラミング 2 講　義 2

ＩＣＴ活用法 2 講　義 2

情報処理技術 2 講　義 2

スポーツ 1 実  技 (2) (2) 教免必修

健康の科学 2 講  義 (2) (2) 栄養学科必修・教免必修

区
分

授業科目

科目の種類
及び単位数 授業形態

毎週授業時間数

1年 2年 3年 4年 摘　　要

教
養
教
育
科
目

文

化

・

芸

術

領

域

※( )はいずれかの時期で履修(以

下同様)

歴

史

・

社

会

領

域

人

間

・

環

境

領

域

言
語
・
異
文
化
理
解
科
目

情
報
教
育
科
目

健
康

教

育
科

目
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別表２ 総合共通科目年次配当表（家政学部共通） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必修 選択 自由 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

キャリア基礎演習Ⅰ 1 演  習 * *

キャリア基礎演習Ⅱ 1 演  習 * *

キャリア基礎演習Ⅲ 1 演  習 * *

キャリアデザインⅠ 1 演  習 2

キャリアデザインⅡ 1 演  習 2

キャリアデザインⅢ 1 演  習 2

インターンシップⅠ 2 実　習 * * * * * * * *

インターンシップⅡ 2 実　習 * * * * * * * *

スキルアップ講座Ｂ 1 演  習 2

スキルアップ講座Ｃ 1 演  習 2

スキルアップ講座Ｄ 1 演  習 2 生活デザイン学科に開講

スキルアップ講座Ｅ 1 演  習 2 生活デザイン学科に開講

スキルアップ講座Ｋ 1 演  習 2 栄養学科に開講

スキルアップ講座Ｌ 1 演  習 2 栄養学科に開講

スキルアップ講座Ｍ 1 演  習 2 栄養学科に開講

スキルアップ講座Ｎ 1 演  習 2 栄養学科に開講

スキルアップ講座Ｒ 1 演  習 (2) (2)

スキルアップ講座Ｓ 1 演  習 (2) (2)

科目の種類
及び単位数 授業形態

毎週授業時間数

摘　　要
区
分

授業科目 1年 2年 3年 4年

キ
ャ

リ
ア
発
展
領
域

キ
ャ

リ
ア
教
育
科
目

キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
領
域

年間を通して適切な時期

に行う

年間を通して適切な時期

に行う
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別表３－１ 生活デザイン学科専門教育科目年次配当表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必修 選択 自由 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

家政学概論 2 講　義 2

人間関係論 2 講　義 2

統計学 2 講　義 2

カウンセリング論 2 講　義 2

フードスペシャリスト論 2 講　義 2

食品の官能評価・鑑別論 2 講　義 2

教職概論 2 講　義 2 教免必修

教育原論 2 講　義 2 教免必修

教育心理学 2 講　義 2 教免必修

生活デザイン概論 2 講　義 2

生活デザイン演習 3 演　習 2 4

家族関係学（生活福祉を含む。） 2 講　義 2

消費生活論 2 講　義 2

被服学 2 講　義 2

食物学 2 講　義 2

住居学（製図を含む。） 2 講　義 2

保育学（実習及び家庭看護を含む。） 2 講　義 2

生活経営学（生活経済学を含む。） 2 講　義 2

家庭電気・機械 2 講　義 2

家庭科情報処理演習 1 演　習 2

被服構成学 2 講　義 2

被服構成学実習Ⅰ 1 実　習 4

アパレルＣＡＤ演習 1 演　習 2

被服構成学実習Ⅱ 1 実　習 4

被服構成学実習Ⅲ 1 実　習 4

食品学 2 講　義 2

栄養学 2 講　義 2

調理学 2 講　義 2

調理学実習Ⅰ 1 実　習 4

調理学実習Ⅱ 1 実　習 4

調理学実習Ⅲ 1 実　習 4

授業形態

毎週授業時間数

摘　　要
区
分

授業科目

科目の種類及
び単位数 1年 2年 3年 4年

学
部
共
通
科
目

学
科
共
通
科
目

コ
ー

ス
科
目

家
庭
科
教
員
コ
ー

ス
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別表３－２ 生活デザイン学科専門教育科目年次配当表 

 

 

 

 

 

必修 選択 自由 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

色彩学 2 講　義 2

地域住宅地計画 2 講　義 2

住居管理学 2 講　義 2

インテリア計画 2 講　義 2

建築・インテリア設計入門Ⅰ 1 演　習 2

建築・インテリア設計入門Ⅱ 1 演　習 2

建築計画Ⅰ 2 講　義 2

建築計画Ⅱ 2 講　義 2

建築史 2 講　義 2

建築環境工学 2 講　義 2

建築設備学 2 講　義 2

建築一般構造学 2 講　義 2

建築構造力学 2 講　義 2

建築材料学 2 講　義 2

建築施工学 2 講　義 2

建築法規 2 講　義 2

建築・インテリア設計演習Ⅰ 2 演　習 4

建築・インテリア設計演習Ⅱ 2 演　習 4

建築・インテリア設計演習Ⅲ 2 演　習 4

建築・インテリア設計演習Ⅳ 2 演　習 4

建築・インテリア設計演習Ⅴ 2 演　習 4

インテリアデザイン演習Ⅰ 2 演　習 4

インテリアデザイン演習Ⅱ 2 演　習 4

地域生活学演習Ⅰ 2 演　習 2 2

地域生活学演習Ⅱ 2 演　習 2 2

被服科学 2 講　義 2

被服科学演習 1 演　習 2

服飾デザイン論（アパレル企画を含む。） 2 講　義 2

工芸染色実習 1 実　習 4

フードコーディネート論 2 講　義 2

食品流通・消費論 2 講　義 2

食品・調理学実験 1 実　験 4

食品衛生学 2 講　義 2

社会調査法演習 1 演　習 2

マーケティング論 2 講　義 2

販売管理論 2 講　義 2

流通管理論 2 講　義 2

パーソナルファイナンス 2 講　義 2

リテールマーケティング 2 講　義 2

ファイナンシャルプラン 2 講　義 2

調理技術基礎演習 2 演　習 2

調理技術発展演習 2 演　習 2

プロに学ぶ食育実践演習 2 演　習 * * 年間を通して適切な時期に行う

ゼミナールⅠ 1 演　習 2

ゼミナールⅡ 1 演　習 2

ゼミナールⅢ 1 演　習 2

ゼミナールⅣ 1 演　習 2

キャリア発展ゼミナール 2 演　習 * * 年間を通して適切な時期に行う

科目の種類及
び単位数 授業形態

毎週授業時間数

摘　　要
区
分

授業科目 1年 2年 3年 4年

コ
ー

ス
科
目

イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

ゼ
ミ
ナ
ー

ル
科
目
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別表４－１ 栄養学科専門教育科目年次配当表 

 

 

 

 

 

 

 

 

必修 選択 自由 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

家政学概論 2 講　義 2

人間関係論 2 講　義 2

統計学 2 講　義 2

カウンセリング論 2 講　義 2

フードスペシャリスト論 2 講　義 2

食品の官能評価・鑑別論 2 講　義 2

教職概論 2 講　義 2

教育原論 2 講　義 2

教育心理学 2 講　義 2 　教免必修

栄養情報論実習 1 実　習 4

公衆衛生学Ⅰ 2 講　義 2

公衆衛生学Ⅱ 2 講　義 2

実践疫学 2 講　義 2

基礎生化学(基礎化学を含む。) 2 講　義 2

基礎生化学実験(基礎化学を含む。) 1 実　験 4

解剖生理学Ⅰ 2 講　義 2

解剖生理学Ⅱ 2 講　義 2

解剖生理学実験 1 実　験 4

生化学Ⅰ 2 講　義 2

生化学Ⅱ 2 講　義 2

生化学実験 1 実　験 4

病態生理学Ⅰ 2 講  義 2

病態生理学Ⅱ 2 講  義 2

病態生理学実習 1 実  習 4

食品学Ⅰ 2 講  義 2

食品学Ⅱ 2 講  義 2

食品学実験 1 実  験 4

食品衛生学 2 講  義 2

食品衛生学実験 1 実  験 4

食品加工学 2 講　義 2

食品加工学実習 1 実　習 4

調理学 2 講　義 2

実践調理学実習Ⅰ 1 実  習 4

実践調理学実習Ⅱ 1 実  習 4

専
 
 
門
 
 
基
 
 
礎
 
 
分
 
 
野

区
分

授業科目

科目の種類
及び単位数 授業形態

毎週授業時間数

摘　　要1年 2年 3年 4年

人体の構造と機能及び疾病の成り立ち

学
部
共
通
科
目 教職課程関連科目

(教職課程履修者の

み受講可)

社　会　・　環　境　と　健　康

食　べ　物　と　健　康
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別表４－２ 栄養学科専門教育科目年次配当表 

 

 

 

 

 

 

 

 

必修 選択 自由 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

基礎栄養学 2 講  義 2
基礎栄養学実験 1 実  験 4

応用栄養学Ⅰ 2 講  義 2
応用栄養学Ⅱ 2 講  義 2
応用栄養学実習 1 実  習 4
食事摂取基準論 2 講  義 2

栄養教育論Ⅰ 2 講  義 2
栄養教育論Ⅱ 2 講  義 2
栄養教育論Ⅲ 2 講  義 2
栄養教育論実習 1 実  習 4

臨床栄養学 2 講  義 2
臨床栄養学実習 1 実  習 4
臨床栄養アセスメント論 2 講　義 2
臨床栄養アセスメント論実習 1 実　習 4
臨床栄養生化学 2 講　義 2
臨床栄養病態学 2 講  義 2

公衆栄養学Ⅰ 2 講　義 2
公衆栄養学Ⅱ 2 講  義 2
公衆栄養学実習 1 実　習 4

給食管理 2 講　義 2
給食管理実習Ⅰ 1 実　習 4
給食管理実習Ⅱ 1 実  習 4
給食経営論 2 講　義 2

管理栄養士総合演習Ａ 1 演　習 2
管理栄養士総合演習Ｂ 1 演　習 2
管理栄養士総合演習Ｃ 1 演　習 2
管理栄養士総合演習Ｄ 1 演　習 ＊ ＊
管理栄養士総合演習Ｅ 1 演　習 ＊ ＊
実践総合演習1 1 演　習 ＊ ＊
実践総合演習2 1 演　習 ＊ ＊
実践総合演習3 1 演　習 ＊ ＊
実践総合演習4 1 演　習 ＊ ＊
実践総合演習5 1 演　習 ＊ ＊
実践総合演習6 1 演　習 ＊ ＊

キャリア発展ゼミナール 1 実験・実習 ＊ ＊

臨地実習Ⅰ(福祉施設・保健所) 1 実　習 ＊ １週間（45時間）

臨地実習Ⅱ(小学校) 1 実　習 ＊ １週間（45時間）

臨地実習Ⅲ(病院) 2 実　習 ＊ ２週間（90時間）

栄養教諭論Ⅰ 2 講　義 2 教免必修
栄養教諭論Ⅱ 2 講　義 2 教免必修

1年
区
分

授業科目

科目の種類及
び単位数 授業形態

毎週授業時間数

摘　　要

応　用　栄　養　学

栄　養　教　育　論

2年 3年 4年

臨　床　栄　養　学

公　衆　栄　養　学

給　食　経　営　管　理　論

総　　合　　演　　習

臨　　地　　実　　習

栄関

養連

教科

諭目

専
　
　
　
　
門
　
　
　
　
分
　
　
　
　
野

基　礎　栄　養　学
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別表５ 自由選択科目年次配当表（家政学部共通） 

 

 

必修 選択 自由 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

図書館概論 2 講　義 2

生涯学習概論 2 講　義 2

情報資源組織論 2 講　義 2

情報資源組織演習Ⅰ 1 演　習 2

情報資源組織演習Ⅱ 1 演　習 2

情報サービス論 2 講　義 2

情報サービス演習Ⅰ 1 演　習 2

情報サービス演習Ⅱ 1 演　習 2

児童サービス論 2 講　義 2

図書館情報技術論 2 講　義 2

図書館情報資源概論 2 講　義 2

図書館サービス概論 2 講　義 2

図書館制度・経営論 2 講　義 2

図書館サービス特論・図書館情報資源特論 2 講　義 2

図書及び図書館史・図書館基礎特論 2 講　義 2

学校経営と学校図書館 2 講　義 2

学校図書館メディアの構成 2 講　義 2

情報メディアの活用 2 講　義 2

学習指導と学校図書館 2 講　義 2

読書と豊かな人間性 2 講　義 2

公務員試験概論 1 演　習 (2) (2)

数的処理Ⅰ 1 演　習 2

社会科学Ⅰ 1 演　習 2

文章理解 1 演　習 2

数的処理Ⅱ 1 演　習 2

数的処理Ⅲ 1 演　習 2

社会科学Ⅱ 1 演　習 2

自然科学 1 演　習 2

人文科学 1 演　習 2

憲法演習 1 演　習 2

行政法演習 1 演　習 2

民法（総則、物権）演習 1 演　習 2

民法（債権、親族・相続）演習 1 演　習 2

ミクロ経済学演習 1 演　習 2

マクロ経済学演習 1 演　習 2

法律科目演習Ⅰ 1 演　習 2

法律科目演習Ⅱ 1 演　習 2

経済科目演習Ⅰ 1 演　習 2

経済科目演習Ⅱ 1 演　習 2

行政科目演習Ⅰ 1 演　習 2

行政科目演習Ⅱ 1 演　習 2

会計学演習 1 演　習 2

専門科目記述式演習 1 演　習 2

公務員試験直前対策Ⅰ(教養) 1 演　習 2

文章理解演習 1 演　習 2

人文科学演習 1 演　習 2

公務員試験直前対策Ⅱ(教養) 1 演　習 2

社会科学演習 1 演　習 2

自然科学演習 1 演　習 2

公務員試験直前対策Ⅰ(SPI) 1 演　習 2

公務員試験直前対策Ⅱ(SPI) 1 演　習 2

公務員試験直前対策Ⅲ(教養) 1 演　習 2

公務員試験直前対策Ⅲ(SPI) 1 演　習 2

公務員人物試験対策 1 演　習 (2) (2)

区
分

授業科目

科目の種類及
び単位数 授業形態

毎週授業時間数
1年 2年 3年 4年 摘　　要

自
由
選
択
科
目

図
書
館
司
書
課
程
科
目

学

校

図

書

館

司

書

教

諭

課

程

科

目

※この区分科目は

生活デザイン学科

のみ履修可能。

※基礎資格とし

て、教育職員免許

状を取得するこ

と。

K
ー

C
I
P
科
目
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別表６ 教職に関する専門教育科目年次配当表（家政学部共通） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必修 選択 自由 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

教育行政学 2 講　義 2

特別支援教育論 2 講　義 2

教育方法学(情報通信技術の活用を含む。) 2 講　義 2

教育課程論(中等） 2 講　義 2

家庭科教育法Ⅰ 2 講　義 2  生活デザイン学科に開講

家庭科教育法Ⅱ 2 講　義 2

家庭科教育法Ⅲ 2 講　義 2

家庭科教育法Ⅳ 2 講　義 2 高一種は選択

道徳教育指導法（中等） 2 講　義 2 高一種は選択

特別活動・総合的な学習の時間指導法 2 講　義 2

生徒・進路指導（中等） 2 講　義 2

生徒・教育相談論（中等） 2 講　義 2

中等教育実習事前事後指導 1 講　義 1 1

中等教育実習Ⅰ 2 実　習 * 3週間120時間

中等教育実習Ⅱ 2 実　習 * Ⅱは高一種選択

教職実践演習（中等） 2 演　習 2

教育課程論 2 講　義 2

道徳教育論 2 講　義 2

特別活動・総合的な学習の時間論 2 講　義 2

生徒指導論 2 講　義 2

教育相談論 2 講　義 2

事前事後指導（栄養教諭） 1 講　義 1

栄養教育実習 1 実　習 * *

教職実践演習（栄養教諭） 2 演　習 2

授業科目
科目の種類及び単位数

授業形態

毎週授業時間数

摘　　要1年 2年 3年 4年

栄養学科に開講
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別表７ 留学生特別科目年次配当表（家政学部共通） 

 

必修 選択 自由 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

初級日本語ⅠＡ 2 演　習 (4) (4)

初級日本語ⅡＡ 2 演　習 (4) (4)

初級日本語ⅠＢ 2 演　習 (4) (4)

初級日本語ⅡＢ 2 演　習 (4) (4)

初級日本語ⅠＣ 2 演　習 (4) (4)

初級日本語ⅡＣ 2 演　習 (4) (4)

初級日本語ⅠＤ 2 演　習 (4) (4)

初級日本語ⅡＤ 2 演　習 (4) (4)

初級日本語ⅠＥ 2 演　習 (4) (4)

初級日本語ⅡＥ 2 演　習 (4) (4)

日本語講座Ⅰ 2 講　義 2

日本語講座Ⅱ 2 講　義 2

日本事情Ⅰ 2 講　義 2

日本事情Ⅱ 2 講　義 2

比較文化Ⅰ 2 講　義 2

比較文化Ⅱ 2 講　義 2

授業科目

科目の種類
及び単位数 授業形態

毎週授業時間数

摘　　要1年 2年 3年 4年

　総合共通科目の

　言語・異文化理
　解科目に算入

総合共通科目の

教養教育科目

（文化・芸術領

域）に算入
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○九州女子大学人間科学部履修規程 

平成13年学園規程第10号 

                        施  行：平成13年３月14日 

                        最終改正：令和５年４月１日 

第１章 総則 

 （学則との関係） 

第１条 人間科学部（以下「本学部」という。）の授業科目の履修については、学則に

定めるもののほか、この履修規程による。 

 （学科及びコース） 

第２条 本学部に次の学科及びコースを置く。 

学  科 コース 

児童・幼児教育学科 
児童教育コース 

幼児教育・保育コース 

心理・文化学科 

心理学コース 

国語・書道教育コース 

文化文芸コース 

２ 各学科のコースへの所属は、別に定める手続きを経て、１年次の後期初めに決定

する。 

 （教職課程、図書館司書課程、学校図書館司書教諭課程及びK-CIP科目） 

第３条 教育職員免許状（以下「教員免許状」という。）を得ようとする者は、教職課

程履修願を提出し、教職課程履修登録を行わなければならない。 

２ 教職課程の授業科目及びその履修方法については別に定める。 

３ 図書館司書課程の授業科目及びその履修方法については別に定める。 

４ 学校図書館司書教諭課程の授業科目及びその履修方法については別に定める。 

５ K-CIP科目の授業科目及びその履修方法については別に定める。 

   第２章 履修 

 （単位区分と年次配当） 

第４条 卒業資格を得るための、単位修得区分及び授業科目の年次配当は、別表１か

ら別表６による。 

 （授業科目の区分と種類） 

第５条 本学部の授業科目は、総合共通科目、専門教育科目、自由選択科目及び留学

生特別科目に区分する。 
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２ 前項の授業科目は、必修科目、選択科目及び自由科目に分類する。 

３ 必修科目は、卒業までにすべて修得しなければならない。 

４ 選択科目は、卒業資格を得るための最低修得単位数を超えるように修得しなけれ

ばならない。 

５ 自由科目の修得単位数は、卒業資格を得るための単位数に算入できない。 

６ 自由選択科目（別表５）は、図書館司書課程科目、学校図書館司書教諭課程科目

及びK-CIP科目、自学科で単位修得した科目のうち卒業に要する単位数を超える科目、

及び自学部他学科もしくは他学部で単位修得した科目とする。 

７ 留学生特別科目（別表６）は、外国人留学生を対象として特別に開講する科目で

ある。留学生が修得した留学生特別科目の単位は、学長の承認により、総合共通科

目、専門教育科目と読み替え、または科目区分の単位数に算入することができる。 

 （授業科目等の公示） 

第６条 開講する授業科目、担当教員及び授業時間割等は年度初めに公示する。 

 （授業の出欠席と公認欠席） 

第７条 授業に際しては、出席の確認を行う。 

２ 授業を欠席するとき又はしたときは、欠席届を担当教員に提出しなければならな

い。 

３ 病気その他の事故のため、欠席が１週間以上にわたるときは、欠席届に医師の診

断書を添付し、担当教員に提出しなければならない。 

４ 次の各号に該当するものは、公認欠席（以下「公欠」という。）とする。 

 (１)忌引 

父母（７日）、祖父母・兄弟姉妹（３日）、叔父叔母・伯父伯母（２日） 

 (２)出校停止 

学校保健安全法で定められた疾病について定められた期間 

 (３)学外実習（遠距離移動日を１日含む） 

 (４)交通スト、交通機関の事故 

 (５)就職試験、対外試合、発表会 

５ 定期の学外実習を除いて、公欠に際しては、公欠願を提出しなければならない。 

 （履修制限） 

第８条 各年次に履修できる単位数の上限は、次のとおりとする。 

学 年 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 

単位数 48 48 48 48 

  ただし、成績優秀者等の履修上限については48単位を超えて履修を認めることが
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できる。 

２ 前項の履修できる単位数には、自由選択科目及び自由科目は含まない。 

 （履修申告） 

第９条 当該年度に受講を希望する授業科目の履修申告（履修登録）は、所定の期間

内に別に定める手続を経て、届け出なければならない。 

２ 履修申告していない授業科目については、受講しても単位を修得することはでき

ない。 

３ 単位を修得した授業科目は、再び受講することはできない。 

４ 履修申告した授業科目の変更は、変更期間内に申告しなければならない。 

５ 履修申告は、授業科目年次配当表に従って行うものとし、上級年次配当の授業科

目履修申告は、原則としてこれを認めない。 

 （授業科目の単位算定の基準） 

第１０条 各授業科目の単位数は、１単位の履修時間を45時間の学修を必要とする内

容をもって構成することを基準とし、授業方法に応じて次のとおり単位数を定める。

ただし、１時限（90分）を２時間として計算する。 

(１) 講義については、15時間の授業と30時間の自修をもって１単位とする。 

(２) 演習については、30時間の授業と15時間の自修をもって１単位とする。 

ただし、以下の学科の科目については、15時間の授業と30時間の自修をもっ

て１単位とする。 

児童・幼児教育学科 「教職実践演習（初等）」「図画工作」「体育」「器楽基礎」

「声楽基礎」「国語科指導法」「社会科指導法」「算数科指導法」「理科指導法」「図

画工作指導法」「生活科指導法」「家庭科指導法」「体育科指導法」「音楽科指導法」

「器楽応用」「児童英語指導法」「保育内容総論」「造形演習」「乳児保育演習」「子

どもの食と栄養」「保育内容指導法（健康）」「保育内容指導法（人間関係）」「保育

内容指導法（環境）」「保育内容指導法（言葉）」「保育内容指導法（表現）」「障害

児保育」「リトミック」「社会的養護演習」「保育実習指導Ⅰ」「保育実習指導Ⅱ」

「施設実習指導Ⅰ」「施設実習指導Ⅱ」「幼児理解・相談論」「子育て支援演習」「保

育実践演習」「子どもの理解と援助」「子どもの健康と安全」「幼児と健康」「幼児

と人間関係」「幼児と環境」「幼児と言葉」「幼児と表現」 

心理・文化学科 「心理学統計法Ⅰ」「心理学統計法Ⅱ」「心理的アセスメント」

「心理演習」「日本古典文学演習Ⅰ」「日本古典文学演習Ⅱ」「日本近現代文学演習

Ⅰ」「日本近現代文学演習Ⅱ」「コース実践演習Ⅰ」「コース実践演習Ⅱ」「コース

実践演習Ⅲ」「教職実践演習（中等）」 
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(３) 実験・実習については、30時間の授業と15時間の自修をもって１単位とする。

ただし、以下の科目については、45時間の授業をもって１単位とする。 

「保育実習Ⅰ」「保育実習Ⅱ」「施設実習Ⅰ」「施設実習Ⅱ」 

(４) 実技については、30時間の授業と15時間の自修をもって１単位とする。 

(５) 一つの授業科目について、前各号の規定する授業方法のうち二以上の方法の

併用により行う場合については、その組み合わせに応じ、それぞれの授業方法ご

との単位数の算定基準を考慮して定める時間の授業をもって１単位とする。 

 （受講制限） 

第１１条 授業科目はその内容、教室の収容定員等により受講人数を制限することが

ある。 

 （欠講） 

第１２条 授業科目の一部については、年度によって開講しないことがある（隔年開

講等）。 

 （履修登録科目の単位の認定） 

第１３条 履修した科目の単位の認定は、各授業科目担当教員が平素の研究状況、授

業期間中の評価及び試験（追試験、再試験を含む。）等を総合的に判断して評価し、

合格した者には、その履修科目の所定の単位が与えられる。 

２ 学納金を滞納している者は、単位認定を受けることはできない。 

３ 単位認定された科目は、取り消すことはできない。 

４ 単位認定及び成績評価については、年度末に確定する。原則としてそれ以降の変

更は行わないものとする。 

 （成績の評価） 

第１４条 履修科目の単位認定における成績の評価は、秀、優、良、可、不可とし、

秀、優、良、可を合格とし、不可を不合格とする。ただし、「キャリア基礎演習Ⅰ」

「キャリア基礎演習Ⅱ」「キャリア基礎演習Ⅲ」の成績は、認定あるいは不可で評価

を表わす。 

２ 前項の評価は次の基準による。 

 (１) 秀   100点〜90点 

 (２) 優   89点〜80点 

 (３) 良   79点〜70点 

 (４) 可   69点〜60点 

 (５) 不可  59点以下 

 （試験） 
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第１５条 試験は授業期間中の試験、追試験、再試験とする。 

２ 授業科目担当教員の判断により、学期内に小試験、臨時試験を行うことができる。 

３ 課題レポート、口頭発表、制作作品等をもって試験に替えることができる。 

 （受験資格） 

第１６条 次の各号のいずれかに該当する者は、全部又は当該科目について、受験す

ることができない。 

 (１) 試験を受けようとする授業科目をその年度において履修登録をしていない者 

 (２) 既に修得した授業科目を再び受験しようとする者（当該科目） 

 (３) 授業料その他学納金を滞納している者（全科目）ただし、納入延期を認めら

れた者は、仮に受験を認める。 

 (４) 授業科目の受講回数が開講回数の３分の２に満たない者（当該科目） 

 (５) 受験中に学生証又は仮学生証を持参していない者（当該科目） 

 (６) 試験開始後20分以上遅刻した者（当該科目） 

 (７) 追・再試験に際して、追再試受験料納付書の領収書を持参していない者ある

いはレポートの場合に領収書のコピーを添付していない者（当該科目） 

 （受験上の注意） 

第１７条 試験場においては、次の諸注意に従わなければならない。 

 (１) 試験場には、学生証又は仮学生証を携行しなければならない。 

 (２) 試験中、監督の指示に従わなければならない。 

 (３) 答案用紙は、たとえその試験を放棄する場合でも必ず提出しなければならな

い。 

 (４) その他、受験上の注意事項は、別に定める。 

 （試験の不正行為） 

第１８条 試験において不正行為があった者は、当該期の全科目の単位を無効とする。 

２ 特に悪質であった者に対しては、学則第50条により処分する。 

 （追試験） 

第１９条 授業期間中の試験の公欠（以下「特別公欠」という。）及び病気その他やむ

を得ない理由により、試験を受けることができなかった者が、その旨願い出た場合

は、当該科目の追試験をおこなう。 

２ 追試験を受けようとする者は、その理由を証明する診断書又は適当な書類を添付

した追試受験料納付書に追試験料を添えて提出しなければならない。 

３ 追試験料については、別に定める。ただし、特別公欠者の追試験料は免除する。 

４ 追試験は、期日を定めて１回限りおこなう。 
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５ 追試受験料納付書の領収書は受験の際に提示すること。また、レポートの場合は、

領収書のコピーを添付して提出すること。 

６ 追試験の評価は次のとおりとする。 

 (１) 特別公欠者の評価点は、試験の得点の100％とする。 

 (２) 病欠者等の評価点は、試験の得点の80％とする。 

 （再試験） 

第２０条 授業期間中の評価で不合格の授業科目があった者及び追試験の受験要件に

該当しない理由で受験しなかった者については、担当教員の判断により、当該科目

の再試験をおこなう場合がある。 

２ 再試験の実施の有無については、シラバス及び授業中の担当教員からの指示によ

る。 

３ 再試験を受けようとする者は、再試受験料納付書に再試験料を添えて提出しなけ

ればならない。 

４ 再試験料については、別に定める。 

５ 再試験は、期日を定めて１回限りおこなう。 

６ 再試受験料納付書の領収書は受験の際に提示すること。また、レポートの場合は、

領収書のコピーを添付して提出すること。 

７ 再試験の評価は試験の得点の80％とし、評価点は最高60点とする。 

 （他の学部又は本学部他学科の授業科目の履修） 

第２１条 他の学部の授業科目を履修しようとする者は、あらかじめ学部長に申し出

て、授業科目担当教員の承認及び学長の許可を必要とする。 

２ 学生の所属する学科以外の本学部他学科又は他学部が開設する専門教育科目のう

ち、共通開設科目以外の授業科目は別に定める手続きを経て、他の自由選択科目の

修得単位数と合わせて18単位まで自由選択科目として卒業要件修得単位数に算入す

ることができる。 

３ 前項の単位数を超えて修得した授業科目の単位は、卒業要件単位には算入しない。 

 （他の大学、短期大学又は大学以外の教育施設等における学生の履修） 

第２２条 他の大学、短期大学又は高等専門学校の専攻科における授業科目の履修は、

当該学生の所属する学科において教育上有益と認めるときに限り、学長がこれを許

可する。 

２ 前項により与えることができる単位数は、60単位を超えないものとする。 

 （再履修） 

第２３条 単位を修得できなかった授業科目については、再履修することができる。 

76



九州女子大学人間科学部履修規程 

7 

 

２ 再履修を希望する授業科目については、第９条に定める履修申告をしなければな

らない。 

   第３章 進級・卒業見込み及び卒業研究 

 （学年の進級） 

第２４条 進級の時期は学年の初めとする。 

２ ２年次から３年次への進級は、学生と教員の面談に基づいて教育運営委員会にお

いて審議し、学長が決定する。 

 （卒業見込証明書） 

第２５条 卒業見込証明書は、前年度末までに自由科目を除く総修得単位数が90単位

以上の者に交付することができる。 

 （卒業研究） 

第２６条 本学部学生は、卒業研究（「キャリア発展ゼミナール」）を履修しなければ

ならない。 

２ 卒業研究の取扱いについては別に定める。 

第４章 聴講生・特別聴講学生 

 （聴講生） 

第２７条 本学部の授業科目の聴講を希望する者に対しては、学長が許可する。 

２ 聴講を許可できる授業科目は、原則として演習科目及び受講生数制限科目以外の

全ての科目とする。 

 （出願の時期及び手続） 

第２８条 聴講生として志願する者は、別に定める所定の期日までに所定の願書を提

出しなければならない。 

 （聴講の許可） 

第２９条 聴講生は、教育研究に支障がない場合に限り、学長が聴講を許可する。 

 （聴講期間） 

第３０条 聴講生の聴講期間は１年以内とする。 

 （登録料及び聴講料） 

第３１条 登録料及び聴講料は、学則第63条に定めるところによる。 

 （聴講科目の制限） 

第３２条 聴講できない授業科目については別に定める。 

 （聴講生の心得） 

第３３条 聴講生は、学内諸規程を守らなければならない。 

２ 聴講生として不適当であると認められたときは、聴講許可を取り消すことがある。 
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 （特別聴講学生） 

第３４条 特別聴講学生については、別に定める。 

   第５章 科目等履修生 

 （科目等履修生） 

第３５条 学則第55条により授業科目の履修を希望する者に対しては、学長が履修を

許可する。 

２ 履修を許可できる授業科目は、原則として演習科目及び受講生数制限科目以外の

全ての科目とする。 

３ 科目等履修生で、登録科目の試験等に合格した者には所定の単位を与える。 

４ 単位を修得した授業科目については単位修得証明書を交付することができる。 

 （科目等履修生の履修資格） 

第３６条 科目等履修生として本学部の授業科目履修を許可される者は、学則第18条

に定める資格を有する者及び大学において科目等履修生として適当であると認めた

者とする。 

 （出願の時期及び手続） 

第３７条 科目等履修生として志願する者は、別に定める所定の期日までに所定の願

書を提出しなければならない。 

 （科目等履修生の期間） 

第３８条 科目等履修生の期間は、許可された授業科目の授業が終了する学期末まで

とする。ただし、引き続き履修を希望する場合は、学長が許可し、その期間を更新

することができる。 

 （科目等履修生の許可） 

第３９条 科目等履修生は、教育研究に支障がない場合に限り、学長が履修を許可す

る。 

 （登録料及び履修料） 

第４０条 科目等履修生として本学部の授業科目の履修を許可された者の登録料及び

履修料は、学則第63条に定めるところによる。 

 （履修科目の制限） 

第４１条 科目等履修生は、教職課程の教育実習は履修できない。（ただし本学及び九

州女子短期大学卒業生は除く。） 

 （単位認定） 

第４２条 科目等履修生でその受講した授業科目の試験に合格した者には、所定の単

位を認定する。 
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２ 科目等履修生で本学又は他の大学で単位を修得した者が、本学部の正規の課程に

入学した場合、学長が本学部の単位として算入することを認めることができる。 

 （科目等履修生の心得） 

第４３条 科目等履修生は、学内諸規程を守らなければならない。 

２ 科目等履修生として不適当であると認められたときは、履修許可を取り消すこと

がある。 

   第６章 学士入学、編入学、転入学、再入学、転部、転科及び転コース 

 （学士入学者、編入学者、転入学者、再入学者及び転部・転科の単位認定） 

第４４条 学則第21条、第22条、第23条及び第25条の規定により、学士入学、編入学、

転入学及び転部・転科を許可された学生の単位認定は、本学部、学科における授業

科目及びその単位数に相当すると認められる場合の単位を認定する。 

 （入学前の既修得単位等の認定） 

第４５条 新たに１年次に入学を許可された者で、学則第37条に該当する者は、60単

位を超えない範囲で、本学で履修したものとみなし、単位を認定する。 

２ 既修得単位の認定を希望する者は、別に定める所定の期日までに、必要な書類を

提出しなければならない。 

 （転部・転科・コース変更） 

第４６条 転部・転科を希望する者は、理由を付した願書を所属する学科長を通して

学部長に提出しなければならない。 

２ 前項で受け入れる学科は、別に定める方法で選考を行い、学長がこれを許可する。 

３ 転部・転科ができるのは、２年次又は３年次の学年始めとし、受け入れ学科に欠

員がある場合に限る。 

４ 一度転部・転科した学生は再度転部・転科はできない。 

５ 転部・転科についての出願の期間は毎年２月末日までとする。 

６ １年次の後期に所属を決定した本学部学科のコースの変更は、学長が各年次の初

めに認めることがある。 

附 則 

 （施行期日） 

１ この規程は、平成13年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 転科者への適用は、平成14年度以降とする。 

３ 学士入学者及び編入学者への適用は平成15年度以降とする。 

附 則 
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 （施行期日） 

１ この規程は、平成14年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この規程は、平成13年度入学生から適用する。 

附 則 

 この規程は、平成14年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成16年４月１日から施行する。 

附 則 

 （施行期日） 

１ この規程は、平成17年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 転科者への適用は平成18年度以降とする。 

３ 学士入学者及び編入学者への適用は平成19年度以降とする。 

附 則 

 この規程は、平成20年４月１日から施行し、平成19年度入学生より適用する。 

附 則 

 この規程は、平成21年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成22年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成23年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成24年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成25年４月１日から施行する。ただし、海外留学先の大学等の教育

施設で修得した単位の認定は、第26条の規定にかかわらず、平成21年度以前の入学者

について従前の例による。 

附 則 

 この規程は、平成27年４月１日から施行し、平成27年度入学生より適用する。 

附 則 

 この規程は、平成29年４月１日から施行する。 

附 則 
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 （施行期日） 

１ この規程は、平成31年４月１日から施行する。 

 （授業科目等、卒業資格に関する経過措置） 

２ 第３条、第４条、第７条及び第34条の規定にかかわらず、平成30年度以前の入学

者については、従前の例による。 

附 則 

 （施行期日） 

１ この規程は、令和２年４月１日から施行する。 

 （授業科目等に関する経過措置） 

２ 第３条及び第７条の規定にかかわらず、平成31年度以前の入学者については、従

前の例による。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この規程は、令和３年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 改正後の規程は、令和３年度入学者（学士入学者、編入学者で令和３年４月１日

以降に旧規定が適用される学年次に入学した者を除く。）から適用し、同年度前の在

学者については、従前の例による。 

  附 則 

 （施行期日） 

１ この規程は、令和４年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 改正後の規程は、令和４年度入学者（学士入学者、編入学者で令和４年４月１日

以降に旧規定が適用される学年次に入学した者を除く。）から適用し、同年度前の在

学者については、従前の例による。 

附 則 

 （施行期日） 

１ この規程は、令和５年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 改正後の規程は、令和５年度入学者（学士入学者、編入学者で令和５年４月１日

以降に旧規定が適用される学年次に入学した者を除く。）から適用し、同年度前の在

学者については、従前の例による。 

附 則 
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 （施行期日） 

１ この規程は、令和５年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 改正後の規程は、令和５年度入学者（学士入学者、編入学者で令和５年４月１日

以降に旧規定が適用される学年次に入学した者を除く。）から適用し、同年度前の在

学者については、従前の例による。 
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別表１ 卒業に要する単位の修得区分 

 

総合共通科目 30 単位

13 単位

17 単位

専門教育科目 76 単位

2 単位以上

19 単位以上

20 単位以上

6 単位

自由選択科目 18 単位

124 単位

総合共通科目

2 単位以上

2 単位以上

2 単位以上

8 単位以上

2 単位以上

5 単位以上

専門教育科目

自由選択科目

総合共通科目 30 単位

12 単位

18 単位

専門教育科目 76 単位

2 単位以上

20 単位以上

6 単位

自由選択科目 18 単位

124 単位

総合共通科目

2 単位以上

2 単位以上

2 単位以上

8 単位以上

2 単位以上

4 単位以上

自由選択科目

児童・幼児教育学科

必修科目

選択科目

学部共通科目

学科共通科目

コース科目

ゼミナール科目

合  計

次の各区分ごとに所定の単位を履修し、合計30単位以上を修得すること。
（必修を含む。）

教養教育科目（文化・芸術領域）

教養教育科目（歴史・社会領域）

教養教育科目（人間・環境領域）

言語・異文化理解科目

情報教育科目

キャリア教育科目

　学科共通科目19単位以上には、初等教育領域から12単位以上を修得すること。

自由選択科目18単位には、次の⑴から⑸の科目を履修し修得した単位のうち、合
計18単位を限度とする単位数を充てる。
　　⑴図書館司書課程科目
　　⑵学校図書館司書課程科目
　　⑶K-CIP科目
　　⑷自学科で単位修得した科目のうち、卒業に要する単位数を超える科目
　　⑸自学部他学科もしくは他学部で単位修得した科目

心理・文化学科

必修科目

選択科目

学部共通科目

コース科目

ゼミナール科目

合  計

次の各区分ごとに所定の単位を履修し、合計30単位以上を修得すること。
（必修を含む。）

教養教育科目（文化・芸術領域）

教養教育科目（歴史・社会領域）

教養教育科目（人間・環境領域）

キャリア教育科目

自由選択科目18単位には、次の⑴から⑸の科目を履修し修得した単位のうち、合
計18単位を限度とする単位数を充てる。
　　⑴図書館司書課程科目
　　⑵学校図書館司書課程科目
　　⑶K-CIP科目
　　⑷自学科で単位修得した科目のうち、卒業に要する単位数を超える科目
　　⑸自学部他学科もしくは他学部で単位修得した科目

言語・異文化理解科目

情報教育科目
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別表２ 総合共通科目年次配当表（人間科学部共通） 

 

 

 

 

 

 

 

 

必修 選択 自由 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

ことばと日本文化 2 講  義 (2) (2) (2) (2)

ことばと異文化 2 講  義 (2) (2) (2) (2)

情報文化論 2 講  義 (2) (2) (2) (2)

スポーツの文化 2 講　義 (2) (2) (2) (2)

歴史と国際情勢 2 講  義 (2) (2) (2) (2)

現代国家と法（日本国憲法） 2 講  義 (2) (2) (2) (2) 教免必修

暮らしと経済 2 講  義 (2) (2) (2) (2)

人権・同和教育 2 講  義 (2) (2) (2) (2) 教免必修

人間と哲学 2 講  義 (2) (2) (2) (2)

生命と地球 2 講　義 (2) (2) (2) (2)

心の科学 2 講  義 (2) (2) (2) (2)

共生社会を生きる 2 講　義 (2) (2) (2) (2)

日本語表現法Ⅰ 1 演  習 (2) (2)

日本語表現法Ⅱ 1 演  習 (2) (2)

伝わる文章力 1 演　習 (2) (2)

英語Ⅰ 1 演  習 2

英語Ⅱ 1 演  習 2

英語コミュニケーションⅠ 1 演  習 2

英語コミュニケーションⅡ 1 演  習 2

ＴＯＥＩＣ入門 1 演　習 (2) (2)

フランス語Ⅰ 1 演  習 (2) (2)

フランス語Ⅱ 1 演  習 (2) (2)

中国語Ⅰ 1 演  習 (2) (2)

中国語Ⅱ 1 演  習 (2) (2)

韓国語Ⅰ 1 演  習 (2) (2)

韓国語Ⅱ 1 演  習 (2) (2)

イングリッシュワークショップ 1 演  習 (2) (2) (2) (2)

海外研修 2 実  習 * * * * * * * * 年間を通して適切な時期に行う

情報処理演習Ⅰ 1 演  習 2

情報処理演習Ⅱ 1 演  習 2

情報処理演習Ⅲ 1 演  習 2

情報処理演習Ⅳ 1 演  習 2

情報科学概論 2 講　義 2

データサイエンス 2 講　義 2

アルゴリズムとプログラミング 2 講　義 2

ＩＣＴ活用法 2 講　義 2

情報処理技術 2 講　義 2

スポーツ 1 実  技 (2) (2) 教免必修

健康の科学 2 講  義 (2) (2) 教免必修

区
分

授業科目

科目の種類
及び単位数 授業形態

毎週授業時間数

1年 2年 3年 4年 摘　　要

教
養
教
育
科
目

文

化

・

芸

術

領

域

※( )はいずれかの時期で履修(以

下同様)

歴

史

・

社

会

領

域

人

間

・

環

境

領

域

言
語
・
異
文
化
理
解
科
目

情
報
教
育
科
目

健

康
教

育

科
目
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別表２ 総合共通科目年次配当表（人間科学部共通） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必修 選択 自由 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

キャリア基礎演習Ⅰ 1 演  習 * *

キャリア基礎演習Ⅱ 1 演  習 * *

キャリア基礎演習Ⅲ 1 演  習 * *

キャリアデザインⅠ 1 演  習 2

キャリアデザインⅡ 1 演  習 2

キャリアデザインⅢ 1 演  習 2

インターンシップⅠ 2 実　習 * * * * * * * *

インターンシップⅡ 2 実　習 * * * * * * * *

スキルアップ講座Ｂ 1 演  習 2

スキルアップ講座Ｃ 1 演  習 2

スキルアップ講座Ｄ 1 演  習 2 心理・文化学科に開講

スキルアップ講座Ｅ 1 演  習 2 心理・文化学科に開講

スキルアップ講座Ｆ 1 演  習 2 児童・幼児教育学科に開講

スキルアップ講座Ｇ 1 演  習 2 児童・幼児教育学科に開講

スキルアップ講座Ｈ 1 演  習 2 児童・幼児教育学科に開講

スキルアップ講座Ｉ 1 演  習 児童・幼児教育学科に開講

スキルアップ講座Ｊ 1 演  習 2 児童・幼児教育学科に開講

スキルアップ講座Ｏ 1 演  習 2 児童・幼児教育学科に開講

スキルアップ講座Ｒ 1 演  習 (2) (2)

スキルアップ講座Ｓ 1 演  習 (2) (2)

区
分

授業科目

科目の種類
及び単位数 授業形態

毎週授業時間数

摘　　要1年 2年 3年 4年

キ
ャ

リ
ア
教
育
科
目

キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
領
域

年間を通して適切な時期

に行う

年間を通して適切な時期

に行う

キ
ャ

リ
ア
発
展
領
域

2
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別表３ 児童・幼児教育学科 専門教育科目年次配当表（１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必修 選択 自由 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

人間科学概論 2 講　義 2

心理学概論 2 講　義 2

発達心理学 2 講　義 2

学習・言語心理学 2 講　義 2

コミュニケーション概論 2 講　義 2

社会調査法 2 講　義 2

教育・学校心理学 2 講　義 2

特別支援教育の理解（障害児支援教育） 2 講　義 2

教職概論 2 講　義 2

教育原論 2 講　義 2

教育心理学 2 講　義 2

教育制度論 2 講　義 2

特別支援教育論 2 講　義 2

教育方法・技術論（情報通信技術の活用を含む。） 2 講　義 2

教育課程論（初等） 2 講　義 2

初等教育実習事前事後指導 1 講　義 * * * *

初等教育実習Ⅰ 4 実　習 *

初等教育実習Ⅱ 2 実　習 *

初等教育実習Ⅲ 2 実　習 *

教職実践演習（初等） 2 演　習 2

障害者教育総論Ⅰ 2 講　義 2

障害者教育総論Ⅱ 2 講　義 2

病弱教育 2 講　義 2

知的障害者の心理・生理・病理 2 講　義 2

知的障害者教育 2 講　義 2

肢体不自由者の心理・生理・病理 2 講　義 2

肢体不自由者教育 2 講　義 2

肢体不自由者指導法 2 講　義 2

発達障害教育総論 2 講　義 2

病弱者の心理・生理・病理 2 講　義 2

障害者の病理・保健 2 講　義 2

知的障害者指導法 2 講　義 2

視覚障害教育総論 2 講　義 2

聴覚障害教育総論 2 講　義 2

重複障害教育総論 2 講　義 2

特別支援学校教育実習事前事後指導 1 講　義 * *

特別支援学校教育実習 2 実　習 * *

区
分

授業科目

科目の種類及
び単位数 授業形態

毎週授業時間数

摘　　要1年 2年 3年 4年

学
部
共
通
科
目

学
科
共
通
科
目

初 等 教 育 領 域

特 別 支 援 教 育 領 域
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別表３ 児童・幼児教育学科 専門教育科目年次配当表（２） 

 

必修 選択 自由 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

国語科教育概論（書写を含む。） 2 講　義 2

算数科教育概論 2 講　義 2

生活科教育概論 2 講　義 2

社会科教育概論 2 講　義 2

図画工作 2 演　習 2

理科教育概論 2 講　義 2

家庭科教育概論 2 講　義 2

体育 2 演　習 2

器楽基礎 2 演　習 2

声楽基礎 2 演　習 2

国語科指導法 2 演　習 2

社会科指導法 2 演　習 2

算数科指導法 2 演　習 2

理科指導法 2 演　習 2

図画工作指導法 2 演　習 2

生活科指導法 2 演　習 2

家庭科指導法 2 演　習 2

体育科指導法 2 演　習 2

音楽科指導法 2 演　習 2

器楽応用 2 演　習 2

児童英語概論 2 講　義 2

児童英語指導法 2 演　習 2

道徳教育指導法（初等） 2 講　義 2

総合的な学習の時間指導法 2 講　義 2

特別活動指導法（初等） 2 講　義 2

生徒・進路指導（初等） 2 講　義 2

生徒・教育相談論（初等） 2 講　義 2

保育者論 2 講　義 2

保育原理Ⅰ 2 講　義 2

保育原理Ⅱ 2 講　義 2

子どもの家庭福祉Ⅰ 2 講　義 2

子どもの家庭福祉Ⅱ 2 講　義 2

子ども保健学Ⅰ 2 講　義 2

子ども保健学Ⅱ 2 講　義 2

社会的養護 2 講　義 2

社会福祉原論 2 講　義 2

乳幼児心理学 2 講　義 2

保育内容総論 2 演　習 2

造形演習 2 演　習 2

教育課程・保育計画総論 2 講　義 2

子どもの家庭支援の心理学 2 講　義 2

乳児保育演習 2 演　習 2

子どもの食と栄養 2 演　習 2

保育内容指導法（健康） 2 演　習 2

保育内容指導法（人間関係） 2 演　習 2

保育内容指導法（環境） 2 演　習 2

保育内容指導法（言葉） 2 演　習 2

保育内容指導法（表現） 2 演　習 2

子ども家庭支援論 2 講　義 2

障害児保育 2 演　習 2

リトミック 2 演　習 2

社会的養護演習 2 演　習 2

保育実習指導Ⅰ 2 演　習 * *

保育実習指導Ⅱ 2 演　習 * *

施設実習指導Ⅰ 2 演　習 * *

施設実習指導Ⅱ 2 演　習 * *

保育実習Ⅰ 2 実　習 * *

保育実習Ⅱ 2 実　習 * *

施設実習Ⅰ 2 実　習 * *

施設実習Ⅱ 2 実　習 * *

区
分

授業科目

科目の種類及
び単位数 授業形態

毎週授業時間数

摘　　要1年 2年 3年 4年

コ
ー

ス
科
目

児
童
教
育
コ
ー

ス

幼
児
教
育
・
保
育
コ
ー

ス
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別表３ 児童・幼児教育学科 専門教育科目年次配当表（３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必修 選択 自由 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

幼児理解・相談論 2 演　習 2

子育て支援演習 2 演　習 2

保育実践演習 2 演　習 2

子どもの理解と援助 2 演　習 2

乳児保育論 2 講　義 2

子どもの健康と安全 2 演　習 2

幼児と健康 2 演　習 2

幼児と人間関係 2 演　習 2

幼児と環境 2 演　習 2

幼児と言葉 2 演　習 2

幼児と表現 2 演　習 2

ゼミナールⅠ 1 演　習 2

ゼミナールⅡ 1 演　習 2

ゼミナールⅢ 1 演　習 2

ゼミナールⅣ 1 演　習 2

キャリア発展ゼミナール 2 演　習 * * 年間を通して適切な時期に行う

区
分

授業科目

科目の種類及
び単位数 授業形態

毎週授業時間数

摘　　要1年 2年 3年 4年

コ
ー

ス
科
目

幼
児
教
育
・
保
育
コ
ー

ス

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
科
目
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別表４ 心理・文化学科 専門教育科目年次配当表（１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必修 選択 自由 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

人間科学概論 2 講　義 2

心理学概論 2 講　義 2

発達心理学 2 講　義 2

学習・言語心理学 2 講　義 2

コミュニケーション概論 2 講　義 2

社会調査法 2 講　義 2

教育・学校心理学 2 講　義 2

社会・集団・家族心理学Ⅰ（社会・集団心理学） 2 講　義 2

健康・医療心理学 2 講　義 2

知覚・認知心理学Ⅰ（知覚心理学） 2 講　義 2

臨床心理学概論 2 講　義 2

知覚・認知心理学Ⅱ（認知心理学） 2 講　義 2

心理学研究法 2 講　義 2

心理学的支援法 2 講　義 2

心理学統計法Ⅰ 2 演　習 2

心理学統計法Ⅱ 2 演　習 2

心理学実験Ⅰ 2 実　験 2

心理学実験Ⅱ 2 実　験 2

心理的アセスメント 2 演　習 2

神経・生理心理学 2 講　義 2

社会・集団・家族心理学Ⅱ（家族心理学） 2 講　義 2

心理演習 2 演　習 2

精神疾患とその治療 2 講　義 2

障害者・障害児心理学 2 講　義 2

人体の構造と機能及び疾病 2 講　義 2

感情・人格心理学 2 講　義 2

福祉心理学 2 講　義 2

産業・組織心理学 2 講　義 2

司法・犯罪心理学 2 講　義 2

公認心理師の職責 2 講　義 2

関係行政論 2 講　義 2

心理実習 2 実　習 * * * * * *

区
分

授業科目

科目の種類

授業形態

毎週授業時間数

摘　　要及び単位数 １年 ２年 ３年 ４年

学
部
共
通
科
目

コ
ー

ス
科
目

心
理
学
コ
ー

ス
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別表４ 心理・文化学科 専門教育科目年次配当表（２） 

 

 

 

 

 

 

必修 選択 自由 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

日本語学概論（音声言語を含む。） 2 講　義 2

日本古典文学史 2 講　義 2

楷書法Ⅰ 1 実　技 2

楷書法Ⅱ 1 実　技 2

行草書法Ⅰ 1 実　技 2

行草書法Ⅱ 1 実　技 2

日本語文法 2 講　義 2

日本近現代文学史 2 講　義 2

書写書道Ⅰ 1 実　技 2

書写書道Ⅱ 1 実　技 2

日本語史概論 2 講　義 2

日本古典文学 2 講　義 2

日本古典文学演習Ⅰ 2 演　習 2

日本古典文学演習Ⅱ 2 演　習 2

漢文学Ⅰ 2 講　義 2

漢文学Ⅱ 2 講　義 2

中国書道史 2 講　義 2

日本書道史 2 講　義 2

書論 2 講　義 2

鑑賞 2 講　義 2

篆隷書法Ⅰ 1 実　技 2

篆隷書法Ⅱ 1 実　技 2

仮名書法Ⅰ 1 実　技 2

仮名書法Ⅱ 1 実　技 2

漢字仮名交じり書法Ⅰ 1 実　技 2

漢字仮名交じり書法Ⅱ 1 実　技 2

教職概論　　※ 2 講　義 2 ※コース必修

教育原論　　※ 2 講　義 2 ※コース必修

教育心理学　　※ 2 講　義 2 ※コース必修

生徒・教育相談論（中等）　　※ 2 講　義 2 ※コース必修

日本語学演習Ⅰ 2 演　習 2

日本語学演習Ⅱ 2 演　習 2

日本近現代文学演習Ⅰ 2 演　習 2

日本近現代文学演習Ⅱ 2 演　習 2

国語科教材分析 2 講　義 2

コース実践演習Ⅰ 2 演　習 2

コース実践演習Ⅱ 2 演　習 2

コース実践演習Ⅲ 2 演　習 2

文化文芸概論 2 講　義 2

日本文学概論 2 講　義 2

日本近現代文学 2 講　義 2

日本語の歴史 2 講　義 2

日本語の古典 2 講　義 2

文章表現 2 講　義 2

ビジュアル文化論 2 講　義 2

メディアと現代文化 2 講　義 2

生活の中の書 2 講　義 2

デジタル書道 2 講　義 2

書文化研究 2 講　義 2

水墨画演習 1 演　習 2

文化文芸インターンシップ 1 実　習 * * * * * *

商品プランナー実務論 2 講　義 2

摘　　要
区
分

授業科目

科目の種類

授業形態

毎週授業時間数

及び単位数 １年 ２年 ３年 ４年

コ
ー

ス
科
目

国
語
・
書
道
教
育
コ
ー

ス

文
化
文
芸
コ
ー

ス
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別表４ 心理・文化学科 専門教育科目年次配当表（３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必修 選択 自由 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

ゼミナールⅠ 1 演　習 2

ゼミナールⅡ 1 演　習 2

ゼミナールⅢ 1 演　習 2

ゼミナールⅣ 1 演　習 2

キャリア発展ゼミナール 2 演　習 * * 年間を通して適切な時期に行う

教育行政学 2 講　義 2

特別支援教育論 2 講　義 2

教育課程論（中等） 2 講　義 2

国語科教育法Ⅰ 2 講　義 2

国語科教育法Ⅱ 2 講　義 2

国語科教育法Ⅲ 2 講　義 2

国語科教育法Ⅳ 2 講　義 2

書道科教育法Ⅰ 2 講　義 2

書道科教育法Ⅱ 2 講　義 2

道徳教育指導法（中等） 2 講　義 2

特別活動・総合的な学習の時間指導法 2 講　義 2

教育方法学（情報通信技術の活用を含む。） 2 講　義 2

生徒・進路指導（中等） 2 講　義 2

中等教育実習事前事後指導 1 講　義 * *

中等教育実習Ⅰ 2 実　習 *

中等教育実習Ⅱ 2 実　習 *

教職実践演習（中等） 2 演　習 2

及び単位数 １年 ２年 ３年
区
分

授業科目
科目の種類

授業形態

毎週授業時間数

摘　　要４年

ゼ
ミ
ナ
ー

ル
科
目

教
職
に
関
す
る
専
門
教
育
科
目

※この区分科目は
教職免許状取得希
望者のみ履修可
能。
※この区分科目は
卒業要件単位には
含まれない。
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別表５ 自由選択科目年次配当表（人間科学部共通） 

 

※ 他学部履修で自由選択科目とする科目は別途指示する。 

 

必修 選択 自由 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

図書館概論 2 講　義 2

生涯学習概論 2 講　義 2

情報資源組織論 2 講　義 2

情報資源組織演習Ⅰ 1 演　習 2

情報資源組織演習Ⅱ 1 演　習 2

情報サービス論 2 講　義 2

情報サービス演習Ⅰ 1 演　習 2

情報サービス演習Ⅱ 1 演　習 2

児童サービス論 2 講　義 2

図書館情報技術論 2 講　義 2

図書館情報資源概論 2 講　義 2

図書館サービス概論 2 講　義 2

図書館制度・経営論 2 講　義 2

図書館サービス特論・図書館情報資源特論 2 講　義 2

図書及び図書館史・図書館基礎特論 2 講　義 2

学校経営と学校図書館 2 講　義 2

学校図書館メディアの構成 2 講　義 2

情報メディアの活用 2 講　義 2

学習指導と学校図書館 2 講　義 2

読書と豊かな人間性 2 講　義 2

公務員試験概論 1 演　習 (2) (2)

数的処理Ⅰ 1 演　習 2

社会科学Ⅰ 1 演　習 2

文章理解 1 演　習 2

数的処理Ⅱ 1 演　習 2

数的処理Ⅲ 1 演　習 2

社会科学Ⅱ 1 演　習 2

自然科学 1 演　習 2

人文科学 1 演　習 2

憲法演習 1 演　習 2

行政法演習 1 演　習 2

民法（総則、物権）演習 1 演　習 2

民法（債権、親族・相続）演習 1 演　習 2

ミクロ経済学演習 1 演　習 2

マクロ経済学演習 1 演　習 2

法律科目演習Ⅰ 1 演　習 2

法律科目演習Ⅱ 1 演　習 2

経済科目演習Ⅰ 1 演　習 2

経済科目演習Ⅱ 1 演　習 2

行政科目演習Ⅰ 1 演　習 2

行政科目演習Ⅱ 1 演　習 2

会計学演習 1 演　習 2

専門科目記述式演習 1 演　習 2

公務員試験直前対策Ⅰ(教養) 1 演　習 2

文章理解演習 1 演　習 2
人文科学演習 1 演　習 2
公務員試験直前対策Ⅱ(教養) 1 演　習 2
社会科学演習 1 演　習 2
自然科学演習 1 演　習 2
公務員試験直前対策Ⅰ(SPI) 1 演　習 2
公務員試験直前対策Ⅱ(SPI) 1 演　習 2
公務員試験直前対策Ⅲ(教養) 1 演　習 2
公務員試験直前対策Ⅲ(SPI) 1 演　習 2
公務員人物試験対策 1 演　習 (2) (2)

区
分

授業科目
科目の種類及

び単位数 授業形態
毎週授業時間数

摘　　要1年 2年 3年 4年

自
由
選
択
科
目

図
書
館
司
書
課
程
科
目

学

校

図

書

館

司

書

教

諭

課

程

科

目

※基礎資格として、教
育職員免許状を取得
すること。

K
ー

C
I
P
科
目
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別表６ 留学生特別科目年次配当表（人間科学部共通） 

 

必修 選択 自由 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

初級日本語ⅠＡ 2 演　習 (4) (4)

初級日本語ⅡＡ 2 演　習 (4) (4)

初級日本語ⅠＢ 2 演　習 (4) (4)

初級日本語ⅡＢ 2 演　習 (4) (4)

初級日本語ⅠＣ 2 演　習 (4) (4)

初級日本語ⅡＣ 2 演　習 (4) (4)

初級日本語ⅠＤ 2 演　習 (4) (4)

初級日本語ⅡＤ 2 演　習 (4) (4)

初級日本語ⅠＥ 2 演　習 (4) (4)

初級日本語ⅡＥ 2 演　習 (4) (4)

日本語講座Ⅰ 2 講　義 2

日本語講座Ⅱ 2 講　義 2

日本事情Ⅰ 2 講　義 2

日本事情Ⅱ 2 講　義 2

比較文化Ⅰ 2 講　義 2

比較文化Ⅱ 2 講　義 2

授業科目

科目の種類及
び単位数 授業形態

毎週授業時間数

1年 2年 3年 4年 摘　　要

※この区分科目は
留学生のみ履修可
能。
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〇九州女子大学教職課程履修規程 

平成９年学園規程第２号 

                        施  行：平成９年４月１日 

                        最終改正：令和５年４月１日 

 （趣旨） 

第１条 この規程は、九州女子大学学則第38条の規定に基づき、教職課程の履修に

ついて定める。 

 （免許状の取得） 

第２条 教育職員免許法（昭和24年法律第147号）第５条別表第１に定めるところに

より、幼稚園教諭一種免許状、小学校教諭一種免許状、高等学校教諭一種免許状

（家庭・国語・書道）及び中学校教諭一種免許状（家庭・国語）を得ようとする

者は、本規程第３条及び第４条に定める「日本国憲法」、「体育」、「外国語コ

ミュニケーション」、「数理、データ活用及び人工知能に関する科目又は情報機

器の操作」、「教科及び教職に関する科目」を履修し、その単位を修得しなけれ

ばならない。 

２ 教育職員免許法（昭和24年法律第147号）第５条別表第２の２に定めるところに

より、栄養教諭一免許状を得ようとする者は、本規程第３条及び第５条に定める

「日本国憲法」、「体育」、「外国語コミュニケーション」、「数理、データ活用

及び人工知能に関する科目又は情報機器の操作」、「栄養に係る教育に関する科目

及び教職に関する科目」を履修し、その単位を修得しなければならない。 

３ 教育職員免許法（昭和24年法律第147号）第５条別表第１に定めるところにより、

特別支援学校教諭一種免許状を得ようとする者は、小学校、中学校、高等学校又は

幼稚園の教諭の普通免許状のいずれかを取得した上で、本規程第６条の単位を履修

し、その単位を修得しなければならない。 

４ 小学校教諭一種免許状及び中学校教諭一種免許状を得ようとする者は、前項に定

めるもののほか、小学校及び中学校の教諭の普通免許状授与に係る教育職員免許法

の特例等に関する法律（平成9年法律第90号）第２条の定めるところにより、介護

等の体験を行わなければならない。 

（日本国憲法、体育、外国語コミュニケーション、並びに、数理、データ活用及び

人工知能に関する科目又は情報機器の操作） 

第３条 「日本国憲法」、「体育」、「外国語コミュニケーション」及び「数理、

データ活用及び人工知能に関する科目又は情報機器の操作」の履修方法について
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は、別表１（教育職員免許法施行規則第66条の６関係）に定めるとおりの単位を

修得しなければならない。 

 （教科及び教職に関する科目） 

第４条 教科及び教職に関する科目は、教育職員免許法施行規則（昭和29年文部省

令第26号）第２条、第３条、第４条及び第５条の規定により、次のとおりとし、

履修方法については、別表２～８に定めるとおりの単位を修得しなければならな

い。 

 (１) 幼稚園教諭一種免許状の場合 

   ア 領域及び保育内容の指導法に関する科目（16単位以上修得） 

    ① 領域に関する専門的事項 

    ② 保育内容の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。） 

   イ 教育の基礎的理解に関する科目（10単位以上修得） 

    ① 教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想 

    ② 教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム学校運営への対応を含 

     む。） 

    ③ 教育に関する社会的、制度的又は経営的事項（学校と地域との連携及び 

     学校安全への対応を含む。） 

    ④ 幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程 

    ⑤ 特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対する理解 

    ⑥ 教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マネジメントを含 

     む。） 

   ウ 道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する 

    科目（４単位以上修得） 

    ① 教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活用を含む。） 

    ② 幼児理解の理論及び方法 

    ③ 教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を含む。）の理論及び 

     方法 

   エ 教育実践に関する科目（７単位以上修得） 

    ① 教育実習（５単位以上修得） 

    ② 教職実践演習（２単位以上修得） 

   オ 大学が独自に設定する科目（14単位以上修得） 

 (２) 小学校教諭一種免許状の場合 

   ア 教科及び教科の指導法に関する科目（30単位以上修得） 
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    ① 教科に関する専門的事項 

    ② 各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。） 

   イ 教育の基礎的理解に関する科目（10単位以上修得） 

    ① 教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想 

    ② 教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム学校運営への対応を含 

     む。） 

    ③ 教育に関する社会的、制度的又は経営的事項（学校と地域との連携及び 

     学校安全への対応を含む。） 

    ④ 幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程 

    ⑤ 特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対する理解 

    ⑥ 教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マネジメントを含 

     む。） 

   ウ 道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する 

    科目（10単位以上修得） 

    ① 道徳の理論及び指導法 

    ② 総合的な学習の時間の指導法 

    ③ 特別活動の指導法 

    ④ 教育の方法及び技術 

    ⑤ 情報通信技術を活用した教育の理論及び方法 

    ⑥ 生徒指導の理論及び方法 

    ⑦ 教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を含む。）の理論及び 

     方法 

    ⑧ 進路指導及びキャリア教育の理論及び方法 

   エ 教育実践に関する科目（７単位以上修得） 

    ① 教育実習（５単位以上修得） 

    ② 教職実践演習（２単位以上修得） 

   オ 大学が独自に設定する科目（２単位以上修得） 

 (３) 中学校教諭一種免許状の場合 

   ア 教科及び教科の指導法に関する科目（28単位以上修得） 

    ① 教科に関する専門的事項 

    ② 各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。） 

   イ 教育の基礎的理解に関する科目（10単位以上修得） 

    ① 教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想 
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    ② 教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム学校運営への対応を含 

     む。） 

    ③ 教育に関する社会的、制度的又は経営的事項（学校と地域との連携及び 

     学校安全への対応を含む。） 

    ④ 幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程 

    ⑤ 特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対する理解 

    ⑥ 教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マネジメントを含 

     む。） 

   ウ 道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する 

    科目（10単位以上修得） 

    ① 道徳の理論及び指導法 

    ② 総合的な学習の時間の指導法 

     ③ 特別活動の指導法 

    ④ 教育の方法及び技術 

    ⑤ 情報通信技術を活用した教育の理論及び方法 

    ⑥ 生徒指導の理論及び方法 

    ⑦ 教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を含む。）の理論及び 

     方法 

    ⑧ 進路指導及びキャリア教育の理論及び方法 

   エ 教育実践に関する科目（７単位以上修得） 

    ① 教育実習（５単位以上修得） 

    ② 教職実践演習（２単位以上修得） 

   オ 大学が独自に設定する科目（４単位以上修得） 

 (４) 高等学校教諭一種免許状の場合 

   ア 教科及び教科の指導法に関する科目（24単位以上修得） 

    ① 教科に関する専門的事項 

    ② 各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。） 

   イ 教育の基礎的理解に関する科目（10単位以上修得） 

    ① 教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想 

    ② 教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム学校運営への対応を含 

     む。） 

    ③ 教育に関する社会的、制度的又は経営的事項（学校と地域との連携及び 

     学校安全への対応を含む。） 
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    ④ 幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程 

    ⑤ 特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対する理解 

    ⑥ 教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マネジメントを含 

     む。） 

   ウ 道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する 

    科目（８単位以上修得） 

    ① 総合的な探究の時間の指導法 

    ② 特別活動の指導法 

    ③ 教育の方法及び技術 

    ④ 情報通信技術を活用した教育の理論及び方法 

    ⑤ 生徒指導の理論及び方法 

    ⑥ 教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を含む。）の理論及び 

     方法 

    ⑦ 進路指導及びキャリア教育の理論及び方法 

   エ 教育実践に関する科目（５単位以上修得） 

    ① 教育実習（３単位以上修得） 

    ② 教職実践演習（２単位以上修得） 

   オ 大学が独自に設定する科目（12単位以上修得） 

 （栄養に係る教育及び教職に関する科目） 

第５条 栄養に係る教育及び教職に関する科目は、教育職員免許法施行規則（昭和

29年文部省令第26号）第10条の規定により、次のとおりとし、履修方法について

は、別表９に定めるとおりの単位を修得しなければならない。 

   ア 栄養に係る教育に関する科目（４単位以上修得） 

   イ 教育の基礎的理解に関する科目（８単位以上修得） 

    ① 教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想 

    ② 教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム学校運営への対応を含 

     む。） 

    ③ 教育に関する社会的、制度的又は経営的事項（学校と地域との連携及び 

     学校安全への対応を含む。） 

    ④ 幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程 

    ⑤ 特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対する理解 

    ⑥ 教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マネジメントを含 

     む。） 
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   ウ 道徳、総合的な学習の時間等の内容及び生徒指導、教育相談等に関する科 

    目（６単位以上修得） 

    ① 道徳、総合的な学習の時間及び総合的な探究の時間並びに特別活動に関

する内容 

    ② 教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活用を含む。） 

    ③ 生徒指導の理論及び方法 

    ④ 教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を含む。）の理論及び 

     方法 

   エ 教育実践に関する科目（４単位以上修得） 

    ① 栄養教育実習（２単位以上修得） 

    ② 教職実践演習（２単位以上修得） 

 （特別支援教育に関する科目） 

第６条 特別支援教育に関する科目は、教育職員免許法施行規則（昭和29年文部省

令第26号）第７条の規定により、次のとおりとし、履修方法については、別表10

に定めるとおりの単位を修得しなければならない。 

 (１) 特別支援教育の基礎理論に関する科目（２単位以上） 

 (２) 特別支援教育領域に関する科目（16単位以上） 

 (３) 免許状に定められることとなる特別支援教育領域以外の領域に関する科目 

  （５単位以上） 

 (４) 心身に障害のある幼児、児童又は生徒についての教育実習（３単位以上） 

 （教育実習・栄養教育実習・特別支援学校教育実習及び事前事後指導の履修） 

第７条 教育実践に関する科目の初等教育実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、中等教育実習Ⅰ・Ⅱ、

栄養教育実習、特別支援学校教育実習及びそれらの事前事後指導の履修は、教員

志望の意志が明確で、成績良好である者に限る。 

２ 前項の取扱いについては、別に定める。 

 （科目等履修生） 

第８条 科目等履修生が本規程に掲げる授業科目の単位を修得した場合は、教育職

員免許法の定める所定の単位として認定することができる。 

 （教職課程履修願） 

第９条 教職課程を履修しようとする者は、教職課程履修願を申請しなければなら

ない。なお、申請の方法については別に定める。 

 （教職課程費） 

第１０条 教職課程費は、別に定めるとおりとする。なお、既に納入した教職課程
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費は、返還しない。 

 （教職課程履修辞退届出） 

第１１条 教職課程の履修を辞退しようとする者は、教職課程履修辞退届出を提出

しなければならない。なお、教職課程履修辞退届出の様式については別に定める。 

附 則 

この規程は、平成９年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この規程は、平成10年４月１日から施行し、平成10年４月１日入学者より適用する。 

   附 則 

 この規程は、平成12年４月１日から施行し、平成12年４月１日入学者より適用する。 

   附 則 

 この規程は、平成13年４月１日から施行し、平成13年４月１日入学者より適用する。

なお、平成13年度以前の入学生は、改正後の規程にかかわらず、従前の例によるもの

とする。 

附 則 

 この規程は、平成14年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この規程は、平成15年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この規程は、平成17年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この規程は、平成22年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この規程は、平成25年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この規程は、平成27年４月１日から施行し、平成27年度入学生より適用する。 

附 則 

（施行期日） 

１ この規程は、平成31年４月１日から施行する。 

（授業科目等に関する経過措置） 

２ 第３条及び第６条の規定にかかわらず、平成30年度以前の入学者については、従

前の例による。 

附 則 
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（施行期日） 

１ この規程は、令和２年４月１日から施行する。 

（授業科目等に関する経過措置） 

２ 第４条の規定にかかわらず、平成31年度以前の入学者については、従前の例によ

る。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この規程は、令和４年４月１日から施行する。 

 （授業科目等に関する経過措置） 

２ 第２条から第５条の規定にかかわらず、令和３年度以前の入学者については、従

前の例による。 

附 則 

（施行期日） 

１ この規程は、令和５年４月１日から施行する。 

（授業科目等に関する経過措置） 

２ 第３条から第７条の規定にかかわらず、令和４年度以前の入学者については、従

前の例による。 

附 則 

（施行期日） 

１ この規程は、令和５年４月１日から施行する。 

（授業科目等に関する経過措置） 

２ 第３条から第５条の規定にかかわらず、令和４年度以前の入学者については、従

前の例による。 
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別表１（第３条関係）日本国憲法、体育、外国語コミュニケーション、並びに、数理、

データ活用及び人工知能に関する科目又は情報機器の操作 

中学校教諭一種免許状、高等学校教諭一種免許状及び栄養教諭一種免許状（生活デザ

イン学科、栄養学科） 

幼稚園教諭一種免許状、小学校教諭一種免許状、中学校教諭一種免許状及び高等学校

教諭一種免許状（児童・幼児教育学科、心理・文化学科） 

ス　ポ　ー　ツ １

健 康 の 科 学 ２

英語コミュニケーションⅠ １

英語コミュニケーションⅡ １

情報処理演習Ⅰ １

情報処理演習Ⅱ １

　　免許法施行規則第66条
　　の6に規定する科目

免許法に定
める単位数 本学開講科目 単位 備　　考

日　本　国　憲　法 ２
現代国家と法

（日本国憲法）
２ 教免必修

体　　　　　　　育 ２
教免必修

教免必修

外国語コミュニケーション ２
教免必修

教免必修

数理、データ活用及び人工知
能に関する科目又は情報機器
の操作

２
教免必修

教免必修
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別表２（第４条関係） 

幼稚園教諭一種免許状（児童・幼児教育学科） 

 

注）「大学が独自に設定する科目」については、「領域及び保育内容の指導法に関する科目」、「教育の基礎
的理解に関する科目」、「道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目」、

「教育実践に関する科目」の要修得単位数を超えて履修した単位を充当する。 

幼児と健康 2

幼児と人間関係 2

幼児と環境 2

幼児と言葉 2

幼児と表現 2

保育内容指導法（健康） 2

保育内容指導法（人間関係） 2

保育内容指導法（環境） 2

保育内容指導法（言葉） 2

保育内容指導法（表現） 2

教育原論 2

保育原理Ⅰ 2

教職概論 2

教育制度論 2

教育心理学 2

発達心理学 2

特別支援教育論 2

特別支援教育の理解（障害児支援教育） 2

教育課程・保育計画総論 2

初等教育実習事前事後指導 1

初等教育実習Ⅰ 4

初等教育実習Ⅱ 2

初等教育実習Ⅲ 2

教職実践演習 ２ 教職実践演習（初等） 2

人権・同和教育 2

　　免許法施行規則に
　　定める科目区分

免許法に定め

る最低単位数 本　学　開　講　科　目 必修
教免
必修

選択

領
域
及
び
保
育
内
容
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

領
域
に
関
す
る
専
門
的
事
項

健　　康

１６

備　考

言　　葉

表　　現

保育内容の指導法（情報機
器及び教材の活用を含
む。）

人間関係

環　　境

道

徳

、

総

合

的

な

学

習

の

時

間

等

の

指

導

法

及

び

生

徒

指

導

、

教

育

相

談

等

に

関

す

る

科

目

教育の方法及び技術（情報機器

及び教材の活用を含む。）

４

教育方法・技術論（情報通信技

術の活用を含む。）
2

教育に関する社会的、制度的又は経営

的事項（学校と地域との連携及び学校

安全への対応を含む。）

幼児、児童及び生徒の心身の発

達及び学習の過程

特別の支援を必要とする幼児、

児童及び生徒に対する理解

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目

教育の理念並びに教育に関
する歴史及び思想

１０

教職の意義及び教員の役割・職務内容

（チーム学校運営への対応を含む。）

教育課程の意義及び編成の方法（カリ

キュラム・マネジメントを含む。）

幼児理解の理論及び方法

教育相談（カウンセリングに関

する基礎的な知識を含む。）の

理論及び方法
幼児理解・相談論 2

大学が独自に設定する科目 １４

合　計　　５１単位　　以上

教
育
実
践
に
関
す
る

科
目

教育実習

５
４単位

選択必修
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別表３（第４条関係） 

小学校教諭一種免許状（児童・幼児教育学科） 

 

国語（書写を含む。） 国語科教育概論（書写を含む。） 2
社　　会 社会科教育概論 2
算　　数 算数科教育概論 2
理　　科 理科教育概論 2
生　　活 生活科教育概論 2

器楽基礎 2
器楽応用 2
声楽基礎 2

図画工作 図画工作 2
家　　庭 家庭科教育概論 2
体　　育 体育 2
外 国 語 児童英語概論 2

国語(書写を含む。） 国語科指導法 2
社　　会 社会科指導法 2
算　　数 算数科指導法 2
理　　科 理科指導法 2
生　　活 生活科指導法 2
音　　楽 音楽科指導法 2
図画工作 図画工作指導法 2
家　　庭 家庭科指導法 2
体　　育 体育科指導法 2
外 国 語 児童英語指導法 2

教育原論 2

教職概論 2

教育制度論 2

教育心理学 2
発達心理学 2
特別支援教育論 2
特別支援教育の理解（障害児支援教育） 2
教育課程論（初等） 2
　

道徳の理論及び指導法 道徳教育指導法（初等） 2

特別活動の指導法 特別活動指導法（初等） 2

生徒・進路指導（初等） 2

生徒・教育相談論（初等） 2

初等教育実習事前事後指導 1
初等教育実習Ⅰ 4
初等教育実習Ⅱ 2
初等教育実習Ⅲ 2

教職実践演習 ２ 教職実践演習（初等） 2

人権・同和教育 2

　　免許法施行規則に
　　定める科目区分

免許法に定め

る最低単位数 本　学　開　講　科　目 必修
教免
必修

選択

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項 ３０

備　考

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目

教育の理念並びに教育に関
する歴史及び思想

１０

教職の意義及び教員の役割・職務内容

（チーム学校運営への対応を含む。）

教育に関する社会的、制度的又は経営

的事項（学校と地域との連携及び学校

安全への対応を含む。）

音　　楽

各

教

科

の

指

導

法

（

情

報

通

信

技

術

の

活

用

を

含

む

。

）

教育課程の意義及び編成の方法（カリ

キュラム・マネジメントを含む。）

道

徳
、

総

合

的

な

学

習

の

時

間

等

の

指

導

法

及

び

生

徒

指

導
、

教

育

相

談

等

に

関

す

る

科

目

１０

幼児、児童及び生徒の心身の発

達及び学習の過程

特別の支援を必要とする幼児、

児童及び生徒に対する理解

教育の方法及び技術

情報通信技術を活用した教育の

理論及び方法

教育方法・技術論（情報通信技

術の活用を含む。）
2

総合的な学習の時間の指導
法

総合的な学習の時間指導法 2

教
育
実
践
に

関
す
る
科
目

教育実習

５ ４単位

選択必修

生徒指導の理論及び方法

進路指導及びキャリア教育の理

論及び方法

教育相談（カウンセリングに関

する基礎的な知識を含む。）の

理論及び方法

合　計　　５９単位　　以上

大学が独自に設定する科目 ２
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別表４（第４条関係） 

家庭（中学校教諭一種免許状）（生活デザイン学科） 

生活経営学（生活経済学を含む。） 2
家族関係学（生活福祉を含む。） 2
被服学 2
被服構成学実習Ⅰ 1
被服構成学 2
被服科学 2
食物学 2
栄養学 2
食品学 2
調理学 2
調理学実習Ⅰ 1
住居学（製図を含む。） 2
インテリア計画 2
住居管理学 2

家庭科教育法Ⅰ 2
家庭科教育法Ⅱ 2

家庭科教育法Ⅲ 2
家庭科教育法Ⅳ 2

教育原論 2

教職概論 2

教育行政学 2

教育心理学 2

特別支援教育論 2

教育課程論（中等） 2

道徳の理論及び指導法 道徳教育指導法（中等） 2

生徒・進路指導（中等） 2

生徒・教育相談論（中等） 2

中等教育実習事前事後指導 1
中等教育実習Ⅰ 2
中等教育実習Ⅱ 2

教職実践演習 ２ 教職実践演習（中等） 2

人権・同和教育 2

　　免許法施行規則に
　　定める科目区分

免許法に定め

る最低単位数 本　学　開　講　科　目 必修
教免
必修

選択

食物学（栄養学、食品
学及び調理実習を含
む。）

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

家庭経営学（家族関係学及び家
庭経済学を含む。）

２８

備　考

各教科の指導法（情報通信
技術の活用を含む。）

住居学

保育学 (実習を含む。) 保育学（実習及び家庭看護を含

む。）
2

被服学（被服製作実習
を含む。）

教職の意義及び教員の役割・職務内容

（チーム学校運営への対応を含む。）

教育に関する社会的、制度的又は経営

的事項（学校と地域との連携及び学校

安全への対応を含む。）

幼児、児童及び生徒の心身の発

達及び学習の過程

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目

教育の理念並びに教育に関
する歴史及び思想

１０

特別の支援を必要とする幼児、

児童及び生徒に対する理解

教育課程の意義及び編成の方法（カリ

キュラム・マネジメントを含む。）

生徒指導の理論及び方法
進路指導及びキャリア教育の理
論及び方法

教育の方法及び技術

情報通信技術を活用した教育の理論及び方法
教育方法学（情報通信技術の活用
を含む。）

2

１０

総合的な学習の時間の指導法

特別活動の指導法
特別活動・総合的な学習の時
間指導法

教育相談（カウンセリングに関

する基礎的な知識を含む。）の
理論及び方法

教
育
実
践

に
関
す
る

科
目

教育実習
５

道

徳

、

総

合

的

な

学

習

の

時

間

等

の

指

導

法

及

び

生

徒

指

導

、

教

育

相

談

等

に

関

す

る

科

目

2

合　計　　５９単位　　以上

大学が独自に設定する科目 ４

 
注）「大学が独自に設定する科目」については、「教科及び教科の指導法に関する科目」、「教育の基礎的理

解に関する科目」、「道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目」、「教

育実践に関する科目」の要修得単位数を超えて履修した単位を充当する。 
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別表５（第４条関係） 

国語（中学校教諭一種免許状）（心理・文化学科） 

日本語学概論（音声言語を含む。） 2
文章表現 2
日本語文法 2
日本語史概論 2
日本語の歴史 2
日本語の古典 2
日本語学演習Ⅰ 2
日本語学演習Ⅱ 2
日本文学概論 2
日本近現代文学 2
日本古典文学 2
日本近現代文学史 2
日本古典文学史 2
日本近現代文学演習Ⅰ 2
日本近現代文学演習Ⅱ 2
日本古典文学演習Ⅰ 2
日本古典文学演習Ⅱ 2

漢文学Ⅰ 2
漢文学Ⅱ 2
書写書道Ⅰ 1
書写書道Ⅱ 1
国語科教材分析 2

国語科教育法Ⅰ 2
国語科教育法Ⅱ 2
国語科教育法Ⅲ 2

国語科教育法Ⅳ 2

教育原論 2

教職概論 2

教育行政学 2

教育心理学 2

特別支援教育論 2

教育課程の意義及び編成の方法（カリ

キュラム・マネジメントを含む。） 教育課程論（中等） 2

道徳の理論及び指導法 道徳教育指導法（中等） 2

生徒・進路指導（中等） 2

生徒・教育相談論（中等） 2

中等教育実習事前事後指導 1
中等教育実習Ⅰ 2
中等教育実習Ⅱ 2

教職実践演習 ２ 教職実践演習（中等） 2

人権・同和教育 2

　　免許法施行規則に
　　定める科目区分等

免許法に定め

る最低単位数 本　学　開　講　科　目 必修
教免
必修

選択

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

国語学（音声言語及び
文章表現に関するもの
を含む。）

２８

備　考

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目

教育の理念並びに教育に関
する歴史及び思想

１０

書道（書写を中心とす
る。）

教科及び教科の指導法に関する科目における

複数の事項を合わせた内容に係る科目

各教科の指導法（情報通信
技術の活用を含む。）

国文学（国文学史を含
む。）

漢文学

幼児、児童及び生徒の心身の発

達及び学習の過程

特別の支援を必要とする幼児、

児童及び生徒に対する理解

教職の意義及び教員の役割・職務内容

（チーム学校運営への対応を含む。）

教育に関する社会的、制度的又は経営

的事項（学校と地域との連携及び学校

安全への対応を含む。）

教育の方法及び技術

情報通信技術を活用した教育の理論及び方法
教育方法学（情報通信技術の活用

を含む。）
2

道

徳

、

総

合

的

な

学

習

の

時

間

等

の

指

導

法

及

び

生

徒

指

導

、

教

育

相

談

等

に

関

す

る

科

目

１０

総合的な学習の時間の指導法

特別活動の指導法

特別活動・総合的な学習の時
間指導法

2

教
育
実
践

に
関
す
る

科
目

教育実習
５

生徒指導の理論及び方法

進路指導及びキャリア教育の理

論及び方法

教育相談（カウンセリングに関する基

礎的な知識を含む。）の理論及び方法

合　計　　５９単位　　以上

大学が独自に設定する科目 ４

 
注）「大学が独自に設定する科目」については、「教科及び教科の指導法に関する科目」、「教育の基礎的理

解に関する科目」、「道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目」、「教

育実践に関する科目」の要修得単位数を超えて履修した単位を充当する。 
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別表６（第４条関係） 

家庭（高等学校教諭一種免許状）（生活デザイン学科） 

生活経営学（生活経済学を含む。） 2
家族関係学（生活福祉を含む。） 2
被服学 2
被服構成学実習Ⅰ 1
被服構成学 2
被服科学 2
食物学 2
栄養学 2
食品学 2
調理学 2
調理学実習Ⅰ 1
住居学（製図を含む。） 2
インテリア計画 2
住居管理学 2

家庭電気・機械 2
家庭科情報処理演習 1
家庭科教育法Ⅰ 2

家庭科教育法Ⅱ 2

家庭科教育法Ⅲ 2

家庭科教育法Ⅳ 2

教育原論 2

教職概論 2

教育行政学 2

教育心理学 2

特別支援教育論 2

教育課程論（中等） 2

生徒・進路指導（中等） 2

生徒・教育相談論（中等） 2

中等教育実習事前事後指導 1
中等教育実習Ⅰ 2

中等教育実習Ⅱ 2
教職実践演習 ２ 教職実践演習（中等） 2

人権・同和教育 2

道徳教育指導法（中等） 2

　　免許法施行規則に
　　定める科目区分

免許法に定め

る最低単位数 本　学　開　講　科　目 必修
教免
必修

選択

被服学（被服製作実習
を含む。）

食物学（栄養学、食品
学及び調理実習を含
む。）

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

家庭経営学（家族関係学及び家

庭経済学を含む。）

２４

備　考

保育学 (実習及び家庭
看護を含む。)

保育学（実習及び家庭看護を含

む。）
2

住居学（製図を含む。）

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目

教育の理念並びに教育に関
する歴史及び思想

１０

家庭電気・家庭機械・
情報処理

各教科の指導法（情報通信
技術の活用を含む。）

幼児、児童及び生徒の心身の発

達及び学習の過程

特別の支援を必要とする幼児、

児童及び生徒に対する理解

教職の意義及び教員の役割・職務内容

（チーム学校運営への対応を含む。）

教育に関する社会的、制度的又は経営

的事項（学校と地域との連携及び学校

安全への対応を含む。）

道

徳

、

総

合

的

な

学

習

の

時

間

等

の

指

導

法

及

び

生

徒

指

導

、

教

育

相

談

等

に

関

す

る

科

目

総合的な探究の時間の指導法

特別活動の指導法

８

特別活動・総合的な学習の時
間指導法

2

教育の方法及び技術

情報通信技術を活用した教育の理論及び方法
教育方法学（情報通信技術の活用

を含む。）
2

教育相談（カウンセリングに関する基

礎的な知識を含む。）の理論及び方法

教育課程の意義及び編成の方法（カリ

キュラム・マネジメントを含む。）

教

育

実

践

に

関

す

る

科

目
教育実習

３

生徒指導の理論及び方法

進路指導及びキャリア教育の理論及び

方法

大学が独自に設定する科目 １２

合　計　　５９単位　　以上  
注）「大学が独自に設定する科目」については、「教科及び教科の指導法に関する科目」、「教育の基礎的理

解に関する科目」、「道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目」、「教

育実践に関する科目」の要修得単位数を超えて履修した単位を充当する。 
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別表７（第４条関係） 

国語（高等学校教諭一種免許状）（心理・文化学科） 

日本語学概論（音声言語を含む。） 2
文章表現 2
日本語文法 2
日本語史概論 2
日本語の歴史 2
日本語の古典 2
日本語学演習Ⅰ 2
日本語学演習Ⅱ 2
日本文学概論 2
日本近現代文学 2
日本古典文学 2
日本近現代文学史 2
日本古典文学史 2
日本近現代文学演習Ⅰ 2
日本近現代文学演習Ⅱ 2
日本古典文学演習Ⅰ 2
日本古典文学演習Ⅱ 2

漢文学Ⅰ 2
漢文学Ⅱ 2
国語科教材分析 2

国語科教育法Ⅰ 2
国語科教育法Ⅱ 2
国語科教育法Ⅲ 2
国語科教育法Ⅳ 2
教育原論 2

教職概論 2

教育行政学 2

教育心理学 2

特別支援教育論 2

教育課程論（中等） 2

生徒・進路指導（中等） 2

生徒・教育相談論（中等） 2

中等教育実習事前事後指導 1
中等教育実習Ⅰ 2
中等教育実習Ⅱ 2

教職実践演習 ２ 教職実践演習（中等） 2

人権・同和教育 2
道徳教育指導法（中等） 2

　　免許法施行規則に
　　定める科目区分等

免許法に定め

る最低単位数 本　学　開　講　科　目 必修
教免
必修

選択 備　考

国文学（国文学史を含
む。）

漢文学

教科及び教科の指導法に関する科目における

複数の事項を合わせた内容に係る科目

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

国語学（音声言語及び
文章表現に関するもの
を含む。）

２４

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目

教育の理念並びに教育に関
する歴史及び思想

１０

各教科の指導法（情報通信
技術の活用を含む。）

幼児、児童及び生徒の心身の発

達及び学習の過程

特別の支援を必要とする幼児、

児童及び生徒に対する理解

教職の意義及び教員の役割・職務内容

（チーム学校運営への対応を含む。）

教育に関する社会的、制度的又は経営

的事項（学校と地域との連携及び学校

安全への対応を含む。）

道

徳

、

総

合

的

な

学

習

の

時

間

等

の

指

導

法

及

び

生

徒

指

導

、

教

育

相

談

等

に

関

す

る

科

目

総合的な探究の時間の指導法

特別活動の指導法

８

特別活動・総合的な学習の時
間指導法

2

教育課程の意義及び編成の方法（カリ

キュラム・マネジメントを含む。）

生徒指導の理論及び方法

進路指導及びキャリア教育の理

論及び方法

教育の方法及び技術

情報通信技術を活用した教育の理論及び方法
教育方法学（情報通信技術の活用

を含む。）
2

大学が独自に設定する科目 １２

教育相談（カウンセリングに関する基

礎的な知識を含む。）の理論及び方法

教
育
実
践

に
関
す
る

科
目

教育実習
３

合　計　　５９単位　　以上  

注）「大学が独自に設定する科目」については、「教科及び教科の指導法に関する科目」、「教育の基礎的理

解に関する科目」、「道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目」、「教

育実践に関する科目」の要修得単位数を超えて履修した単位を充当する。 
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別表８（第４条関係） 

書道（高等学校教諭一種免許状）（心理・文化学科） 

書写書道Ⅰ 1
書写書道Ⅱ 1
楷書法Ⅰ 1
楷書法Ⅱ 1
行草書法Ⅰ 1
行草書法Ⅱ 1
篆隷書法Ⅰ 1
篆隷書法Ⅱ 1
仮名書法Ⅰ 1
仮名書法Ⅱ 1
漢字仮名交じり書法Ⅰ 1
漢字仮名交じり書法Ⅱ 1
日本書道史 2
中国書道史 2
書論 2
鑑賞 2
日本文学概論 2
日本近現代文学 2
日本古典文学 2
漢文学Ⅰ 2
漢文学Ⅱ 2
日本近現代文学史 2
日本古典文学史 2

日本近現代文学演習Ⅰ 2

日本近現代文学演習Ⅱ 2
日本古典文学演習Ⅰ 2
日本古典文学演習Ⅱ 2
書道科教育法Ⅰ 2
書道科教育法Ⅱ 2
教育原論 2

教職概論 2

教育行政学 2

教育心理学 2

特別支援教育論 2

教育課程論（中等） 2

生徒・進路指導（中等） 2

生徒・教育相談論（中等） 2

中等教育実習事前事後指導 1
中等教育実習Ⅰ 2
中等教育実習Ⅱ 2

教職実践演習 ２ 教職実践演習（中等） 2
人権・同和教育 2
道徳教育指導法（中等） 2

　　免許法施行規則に
　　定める科目区分

免許法に定め

る最低単位数 本　学　開　講　科　目 必修
教免
必修

選択 備　考

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

書道（書写を含む。）

２４

書道史

「書論、鑑賞」

「国文学、漢文学」

教職の意義及び教員の役割・職務内容

（チーム学校運営への対応を含む。）

教育に関する社会的、制度的又は経営

的事項（学校と地域との連携及び学校

安全への対応を含む。）

各教科の指導法（情報通信技術の活
用を含む。）

教

育
の
基

礎
的

理
解

に
関
す

る
科

目

教育の理念並びに教育に関
する歴史及び思想

１０

教育課程の意義及び編成の方法（カリ

キュラム・マネジメントを含む。）

幼児、児童及び生徒の心身の発

達及び学習の過程

特別の支援を必要とする幼児、

児童及び生徒に対する理解

道

徳

、

総

合

的

な

学

習

の

時

間

等

の

指

導

法

及

び

生

徒

指

導

、

教

育

相

談

等

に

関

す

る

科

目

総合的な探究の時間の指導法

特別活動の指導法

８

特別活動・総合的な学習の時
間指導法

2

教育の方法及び技術

情報通信技術を活用した教育の理論及び方法 教育方法学（情報通信技術の活用
を含む。）

2

生徒指導の理論及び方法

進路指導及びキャリア教育の理論及び

方法

大学が独自に設定する科目 １２

教育相談（カウンセリングに関する基

礎的な知識を含む。）の理論及び方法

教
育
実
践

に
関
す
る

科
目

教育実習
３

合　計　　５９単位　　以上  

注）「大学が独自に設定する科目」については、「教科及び教科の指導法に関する科目」、「教育の基礎的理

解に関する科目」、「道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目」、「教

育実践に関する科目」の要修得単位数を超えて履修した単位を充当する。 
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別表９（第５条関係） 

栄養教諭一種免許状（栄養学科） 

教育原論 2

教職概論 2

教育行政学 2

教育心理学 2

特別支援教育論 2

教育課程論 2

道徳教育論 2

生徒指導論 2

教育相談論 2

事前事後指導（栄養教諭） 1

栄養教育実習 1

教職実践演習 ２ 教職実践演習（栄養教諭） 2

備　考
　　免許法施行規則に
　　定める科目区分

免許法に定め

る最低単位数 本　学　開　講　科　目 必修
教免
必修

選択

栄養教諭論Ⅱ 2

栄
養
に
係
る
教
育
に

関
す
る
科
目

・栄養教諭の役割及び職
　務内容に関する事項
・幼児、児童及び生徒の
　栄養に係る課題に関す
　る事項
・食生活に関する歴史的
　及び文化的事項
・食に関する指導の方法
　に関する事項

４

栄養教諭論Ⅰ 2

幼児、児童及び生徒の心身の発

達及び学習の過程

特別の支援を必要とする幼児、
児童及び生徒に対する理解

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目

教育の理念並びに教育に関する

歴史及び思想

８

教職の意義及び教員の役割・職
務内容（チーム学校運営への対

応を含む。）

教育に関する社会的、制度的又
は経営的事項（学校と地域との

連携及び学校安全への対応を含

む。）

教育課程の意義及び編成の方法

（カリキュラム・マネジメント
を含む。）

教育の方法及び技術（情報機器

及び教材の活用を含む。）
教育方法学（情報通信技術の活用

を含む。）
2

道

徳

、

総

合

的

な

学

習

の

時

間

等

の

内

容

及

び

生

徒

指

導

、

教

育

相

談

等

に

関

す

る

科

目

道徳、総合的な学習の時間及び

総合的な探究の時間並びに特別
活動に関する内容

６

特別活動・総合的な学習の時
間論

2

生徒指導の理論及び方法

合　計　　２２単位　　以上

教育相談（カウンセリングに関
する基礎的な知識を含む。）の

理論及び方法

教

育

実

践

に

関

す

る

科

目

栄養教育実習 ２
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別表10（第６条関係） 

特別支援教育に関する科目 

障害者教育総論Ⅰ 2

障害者教育総論Ⅱ 2

知的障害者教育 2

知的障害者指導法 2

肢体不自由者教育 2

肢体不自由者指導法 2

病弱教育 2

視覚障害教育総論 2
聴覚障害教育総論 2

重複障害教育総論 2
発達障害教育総論 2

特別支援学校教育実習 2

免許法施行規則に定める科目区分
免許法に定め

る最低単位数 本学開講科目 必修
教免
必修

選択 備　考

第
一
欄

特別支援教育の基礎理論に関す
る科目 ２

肢体不自由者の心理・生理・
病理

2

2

2

・心身に障害のある幼
　児、児童又は生徒の
　教育課程及び指導法
　に関する科目

第
　
三
　
欄

免許状
に定め
られる
ことと
なる特
別支援
教育領
域以外
の領域
に関す
る科目

・心身に障害のある幼児、児
　童又は生徒の心理、生理及
　び病理に関する科目

５

障害者の病理・保健 2

第
　
　
二
　
　
欄

特別支
援教育
領域に
関する
科目

・心身に障害のある幼
　児、児童又は生徒の
　心理、生理及び病理
　に関する科目

１６

知的障害者の心理・生理・病
理

病弱者の心理・生理・病理

・心身に障害のある幼児、児
　童又は生徒の教育課程及び
　指導法に関する科目

・心身に障害のある幼児、児
　童又は生徒の心理、生理及
　び病理に関する科目
・心身に障害のある幼児、児
　童又は生徒の教育課程及び
　指導法に関する科目

第
四
欄

心身に障害のある幼児、児童又
は生徒についての教育実習

３

特別支援学校教育実習事前事
後指導

1

合　計　　２６単位　　以上  
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